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「熾し淵えん、いわせてもらうと……この世には、物理的に不可能っていうことがあるんじゃないのかしら？」

　千ち夜やの目の前にあるのは、膨ぼう大だいな分量の巻物と達たつ筆ぴつな文字が躍おどる書類だった。

　さらにその横には、翡ひ翠すいや瑪め瑙のうで作られた美術品のように細密な御ぎよ璽じが、大量の書類を処理するために置かれている。

　千夜にとってまだ慣れない光景だが、これは今後の自分が受け持つ仕事に関わる道具だ。

　ため息をつく肩口を、黒くろ髪かみがさらりと流れ落ちた。

　鬢かずらの部分は赤い組くみ紐ひもで結ゆわえ、銀と紫のすっきりとした打ち掛けを身につけた千夜は、自分の屋敷で過ごすのとあまり変わらぬ姿だった。

　そんな千夜と並んで立っているのが、熾淵と呼ばれる銀ぎん髪ぱつを背に流した青年だ。

　上うわ背ぜいのある冷たい横顔の青年は、死者の魂たましいを導き見守る十王のひとりで、『秦しん広こう王おう』と呼ばれる人物だ。

　とある事情から千夜は『蝶ちよう』としての熾淵と特別な契約を結び、報ほう酬しゆうを約束され、亡もう者じやを審しん理りする仕事の手伝いをすることになった。

　主あるじである熾淵は高い位置から、藍あい色いろの瞳ひとみをすっと細めて首を傾かしげる。

「おや、これしきの分量が不可能……ですか？」

　返されたのは冷ひややかな声だ。丁てい寧ねいな物言いは崩くずさないものの、熾淵はいつでも前に立つ者を緊張させる、超然とした空気をまとっている。

　藍色の瞳は底知れぬ深さがあり、冬の夜空のようにすべてを凍こごえさせそうだ。

「これしきって、そりゃ熾淵にとってはそうなのかもしれないけど。私、仕事をするのは初めてだから……どのぐらい時間がかかるか──」

　いい訳じみていると気づいて、千夜はぐっと口を閉じる。

「いいですか、千夜。ここは貴女あなたがいうところのあの世、つまり冥めい土どです。仕事に不慣れなことを差し引いても、頭がひとつとその両腕があれば、人の時間で五日ほどで可能なはずです。書類の精査は私がします、貴女はその内容に合わせて押おう印いん。それぞれの部署に写しを手配して原本は記録庫に。あとは隙すきを見て獄ごく卒そつの勤務状況の把は握あくと、勤きん怠たい記録の管理も必要です」

「五日!?　その作業全部なら三倍は必要よ……寝る暇ひまもないじゃない」

「寝る？　睡すい眠みんが必要なのですか……」

　心の底から不思議だというように目を見開いた熾淵に、千夜は本気で戦せん慄りつした。

　──えっと、眠らずに働けっていってるの？　倒れるまで……いいえ、気を失ってもきっと水でもかけて起こしそうね。ここは冥土で主が十王だっていっても、これじゃもう……裁かれて地獄へいくっていうよりも……むしろここが……すでに地じ獄ごく……。

　おののく千夜の足下に、白い毛並みの猫ねこが近づく。

　音もなく軽々と飛び上がると、千夜の肩に行ぎよう儀ぎよく腰を落ち着けて、ヒゲをピンと張って威い厳げんを見せた。

『お言葉ですけれど、秦広王様。蝶は亡者ではございませんわ。魂は人道にある体に繫つながっております。休息しなければ、人道の肉体が息いき絶たえます』

　咲さき初そめの花のような、明るい桃もも色いろの鼻をひくつかせたひばちは、絹きぬのような光こう沢たくの被ひ毛もうが自じ慢まんの美しい猫だ。

「死ぬのですか？　そんな仕組みとは存じませんでした」

　とても残念なお知らせを聞いたというように、熾淵の眉み間けんにシワが刻きざまれる。

『はい。十王様の秘書ともいうべき冥めい界かいの蝶は、あくまで人の魂ですもの。とくに千夜のように人道に体がある状態では、肉体を保つためにも、人道にある食べ物と睡眠を取ることが必要になるのですわ』

　穏おだやかなひばちの言葉に、熾淵は素す直なおに「なるほど」とうなずいた。

「私だって、冥土の仕事で三食昼寝付きを希望してるわけじゃないわ。ここじゃ眠らなくて済むならそれでもいいけど、それで倒れちゃうなら余計に仕事が積みあがるだろうし、考こう慮りよしてもらえないかしら？」

　どうやら熾淵は、本当に蝶の扱いを知らないようだった。

「わかりました。この件については、私が認識を改めます。なにか問題が起きてはいけませんし、休息をはさみ、人道の食物を摂せつ取しゆしてください」

　普段あまり見せない、どこか柔やわらかくも温かみのある笑みをほんのり浮かべた熾淵に、話せばわかってくれるのかと千夜はほっとして見とれかけた。

「……でなければ、不慣れな役立たずの蝶によって、私の仕事が無む駄だに増えてしまうことになりそうですから」

　深い瞳の奥底にきらめく、あからさまな嫌いやみをもろに受けて、千夜は大きく眉まゆをつり上げぐっと息を詰めた。

「っっ！　もちろん、私だってすぐに慣れてみせるわ。邪魔になんてなりません！」

　思い知らせてやるとばかりに意気ごんで、千夜は肩にひばちを乗せたまま、大きな長ちよう卓たくの椅い子すにつく。

　嫌みなど恐おそれるものかと、積みあげられた巻物を手に取って広げると、熾淵と向き合って前のめりになった。

「さぁ、すぐに教えて。そんなに時間がないんだったら、こんなやりとりをしてる時間だってもったいないわ！」

　千夜が初めて得た仕事は、体は常とこ世よに残したまま、死後の世界で魂だけで始めるというものだった。

『研修のあいだついててやってくれって、閻えん魔ま王おう様にも頼まれましたけど……このふたりって、本当に不安しか感じさせませんわ～』

　ストンっと床ゆかに下りたひばちは、憂うれえるように明るい緑の瞳を伏せるとヒゲをそよがせて吐と息いきをついた。
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　そもそもが常とこ世よ、人道と呼ばれる人の世で生きている千ち夜やが、冥めい土どで働くようになったのは、思わぬ事件に巻きこまれたことがきっかけだ。

　婚約者である青年が殺され、その嫌けん疑ぎが侍じ女じよにかけられたことで、真犯人を見つけなくてはならない状況に陥おちいってしまった。

　千夜の祖そ母ぼが生前、占うらないや相談ごとを受けて生計を立てていたこともあり、鍵けん条じよう門もん家の屋敷には不可思議な物品が多く置かれている。

　なにか手がかりがつかめないかと品物をいじるうち、地じ獄ごくが描えがかれた屛びよう風ぶをくぐりぬけ、千夜がたどりついたのは鬼おにが闊かつ歩ぽするあの世だったのだ。

　冥土をさまよい、最終的には無事に侍女の疑いを晴らすこともできた。

　けれどいまの千夜は嫁よめに行き損そこねたうえ、あの世で働くはめになっている。

「悪いことなんてしてないのに……まさか、冥土の王様のもとで働くなんて……想像もしてなかったけどね」

　目元を険けわしくしながら、それでも手元の書面をにらみつけて千夜はこぼす。

　いま千夜がいるのは、人が死んでから最初の審しん理りを受ける場所だ。

　死し出での山を越えた亡もう者じやは獄ごく卒そつたちにまとめられ、最初に十王のひとりである『秦しん広こう王おう』のいる宮殿へとやってくる。

『あら、でも契約して蝶ちようになるって、千夜が決めたんでしょう？　貧しい実家で先立つものが必要だからって。それに本来なら秦広王様のことも、人の千夜が名前を口にすることが許されるだけでも贅ぜい沢たく待たい遇ぐうなのよ？』

　ひばちの言葉に、千夜はさらに苦い表情になる。

　由ゆい緒しよだけはある生家だったが、権力争いから外はずれてしまった貴族は生活も寂さびれる一方で苦労が多いのだ。

　もともと秦広王を『熾し淵えん』と呼ぶようになったのは、人道で隠れて行動せねばならぬ状況になり、秦広王としての身分を明らかにしないためだった。

　いまさら改まって『秦広王』と呼ぶのも、かしこまりすぎてしっくりこない。

　なにより熾淵本人からそれを咎とがめられもしていないので、そのままになっていた。

「仕方がないじゃない。いまは鍵条門家もなにかと入り用なのよ。無事に景かげ光みつの出しゆつ仕しが決まったんだもの、みすぼらしい格かつ好こうで帝みかどの元に参さん内だいなんてさせられないし、弟に恥はずかしい思いをさせたくないもの」

　きっぱりと口にすると、千夜の仕事の手はさらに速はやまる。

　自分のいましている仕事が、望む結果をもたらすのだと思うと、自然と精も出るというものだ。

　──そうよね。最初は私の婚こん儀ぎがまとまれば、屋敷でのやりくりもなんとかなると思ったのに。人生思わぬことばかり起きるんだもの。

　顔も知らない婚約者が、鬼の企たくらみに巻きこまれて殺されたり生き返ったりしたあげく、婚約自体が解消されてしまったいま、己おのれの手で何とかするしかないのである。

　けれど思い起こせば、母を早くに亡なくしたときも、祖母を見送ったときにも、人はままならぬ流れの中で生きているのだと思い知らされた。

　千夜は鬼き気き迫せまる勢いで、教えられたばかりの書類の区分に集中する。

　しばらくすると、少し離れた机で同じように真剣に書面を見つめている熾淵の横顔に目が行った。

　まっすぐに向き合うのでなければ、鋭するどさにたじろぐことなく涼すずしげな目元を見つめることができる。

　さらりと肩にかかる銀の髪かみは、細く紡つむがれた銀ぎん糸しに似て、鮮あざやかだ。

　押おう印いんの作業が終わった巻物を片づけながら、千夜は自分の腕に視線を落とす。

　作業のために紐ひもで留めていた袖そでからのぞく手首の内側には、青みがかった小指の爪つめほどの大きさの蝶の痣あざがあった。

　生身の体につけられたその印しるしは、千夜が熾淵の『めぐりの蝶』であるという契約の証あかしだ。

　婚約者の問題を解決し、ようやく冥土から自分の屋敷に戻ることができたときにはほっとした。

　けれど虚きよ脱だつ感かんに襲おそわれたまま、千夜は調子が戻らなかった。

　並ならぬ体験をしたせいだと思おうとしたが、婚儀についてもまったく関心を失ってしまった千夜は、やがてその原因に気がついた。

　ようやく取り戻した平穏な日々には、熾淵の姿がないのだ。

　自分の死後でしか彼と会うことも叶かなわないのだと思うと、妙みような喪そう失しつ感かんに襲おそわれて無気力な日々が続いた。

　だからこそ熾淵が再び目の前にあらわれ、自分の側そばにいるように告げられたときには、ひどく心臓が高鳴ったのを覚えている。

「……そもそも、熾淵が私を呼んだんだもの。一度冥土に関わったら幽ゆう鬼きや魔物を寄せ付けやすくなるからって」

『それは本当のことね。澄すみ香かもお役目を負ってから、異界の存在が近くなったっていってたわ。だから占せん術じゆつが得意になったともいってましたけど』

　生前の祖母の側にずっと付きそっていたひばちは、脇わきの椅い子すで丸くなったまま目を細めて同意した。

　冥土に関わったことで人道での仕事もできていたのだから、千夜の祖母は相当ちゃっかりした人物だと言える。

　千夜はそっとひばちの側に身を寄せて耳打ちした。

「ただ、熾淵の仕事の量がはんぱないのはほんとみたいね。前に私がきたときにも、かなり仕事の邪魔をしちゃったし、ちゃんと手伝わなきゃって思ってはいるのよ」

　一方的に婚約者捜さがしの協力要よう請せいをする千夜に、熾淵はしぶしぶながらも最後までつき合ってくれたのだ。

　この状況が嫌いやなわけではない。蝶の痣に触ふれると、わずかに甘いようなそれでいて居い心地ごこちの悪い、複雑な気持ちが胸の底に渦うずを巻く。

「千夜、墨すみを用意してください」

　声をかけられて、はっと立ち上がる。

「はい。墨って、どれぐらい……？」

「そうですね、まずは『炎えん上じよう査さ問もん』、『糾きゆう弾だん尋じん問もん』に『永えい劫ごう詰きつ問もん』、その三種を瓶びんにひとつずつですね……あと『朱しゆの煌きらめき』もそろそろ切れます」

　銘めい柄がらをつらつらと申しつけられて、どうやら大量の墨をこれから磨すらねばならないらしいと理解する。

　げんなりとした顔つきで立ち上がると、千夜は黙だまって机を離れた。

　見ていると、熾淵は延々と書類に筆を走らせており、その墨すみ壷つぼは細さい密みつな龍りゆうの彫ちよう刻こくがからみついた美しいものだ。

　最初はからくり仕掛けのように、墨が尽つきることはないのかと思っていたが、実際は地味な作業で支ささえられているらしい。

　そこに継つぎ足たされる墨が入った瓶は、子供がすっぽり隠れられそうな大きさがあった。

　それを満たす墨が三種類も必要で、磨りつづけるとすれば、一いつ昼ちゆう夜やはかかってしまうだろう。

　資材の置かれた作業部屋に入った千夜は、棚たなにある固形墨から目当てのものを捜し始める。

　延のべ棒ぼうに似た形の墨は、千夜が片手で握にぎるのが精一杯のかなり大きなものだ。

　それぞれ表に銘柄が金文字で記しるされている。

「……それにしたって、悪趣味な名前よねこれ。『炎上査問』だの『糾弾尋問』だのって物ぶつ騒そうすぎるわよ」

　千夜は着物の袖をしっかり上じよう腕わんまでまくりあげ、邪魔にならないよう紐でからげ直す。

「よし……いくわよ」

　これまた巨大な硯すずりにいくらか水を注そそぎ、力をこめるために墨を両手で持つと、「えぇい！」と勢いよくこすりつけた。

　ゴリゴリ……と音を立てる墨は、すぐに違う音を立て始める。




『さらして見せよ、腹のうち。叶わぬば、煉れん獄ごくの獣けものによりあらゆる肉が蹂じゆう躙りんされん!!』




　墨を一往復する間に、地の底からわき上がるような低温の声が聞こえた。

「っ、ひぃぃ！」

　明らかな脅おどし文もん句くに千夜は顔をしかめ、思わず握っていた墨をぽいと傍かたわらに放る。

　すると声は途と絶だえたが、さすがに千夜は不気味な思いで転がった墨を見つめた。

　──研修できたばかりの日から、こんなことがつづいてたし……いい加減、ちょっとは慣れてきたかと思ったけど、さすがにこれは引くわ。

　どうやら磨っている間しか声は聞こえないとわかり、千夜はおもむろにもうひとつ、別の銘が刻まれた墨を手にして、ちがう硯で磨ってみた。




『答えよ、述のべよ、さらけだせ。隠し立てのあるうちは、魂は火柱に拘こう束そくされ永劫の炎に包まれるであろう』




　今度は朗ろう々ろうと響ひびきわたる、じつに伸びやかな声で脅される。

「…………ちょっと、ほんとにどれもこれも不ふ愉ゆ快かいな墨ね……」

　瓶を満杯にするまで、この高らかな脅し文句を聞きながら作業するのかと思うと、さすがに気がふさいできた。

　周囲を見渡しても、側にはすでにひばちの姿もない。

　綺き麗れいな白い毛皮が汚れるのをいやがって、作業に入るときに部屋を出て行ったようだ。

　そのとき、ふと背後に気配を感じて千夜は首だけで振り返った。

　立っていたのは、本来ならこの場にいるはずのない人物だった。

「……初しよ江こう王おう様、お久しぶりです。今日の当番にいらしてくださったんですか？」

　千夜の問いかけに、初江王はにこりと艶あでやかな笑みを浮かべた。

「あぁ、また会えると聞いて楽しみにしてたよ。千夜ちゃんが熾淵の蝶になるって聞いたときから、再会を待ちわびていたからね」

　初江王の名を持つ彼は、熾淵より年下に見え、表情も振る舞いも明るい人物だが、その本質は十王に名を連ねる冥土の判はん官がんだ。

　金色の髪を品よくまとめあげた華はなやかな容よう貌ぼうに、深みのある臙えん脂じ色いろの衣い装しようがくすんだ灰金の瞳ひとみと合っている。

　二つ目の審しん問もんを行う初江王は、三さん途ずの川かわの向こう側で亡者を担当していた。

　生前の殺せつ生しようと盗みについての罪ざい業ごうを調べるのが役目なのだ。

　容よう赦しやない審問をすることで有名らしいが、幸い千夜はまだ初江王の笑顔にしかお目にかかったことはない。

　今日もじつに機き嫌げんのよさそうな笑みを浮かべている。

　初江王がまじまじと自分を見つめているのに、千夜は居心地が悪くなった。

「あの、私の顔に墨でもついてます？」

「……ん？　いやぁ、そうじゃないんだけどね。千夜ちゃんは正式に熾淵の蝶になったのに、身元を隠すために面をつけたり、姿を変えたりなにもしてないんだね？」

「あ、そのことでしたら熾淵にもいわれたんですけど……私、身元がどうというよりも、人道でもほとんど屋敷から出ませんし、家族や屋敷の人以外知り合いもいませんから、大丈夫なんです！」

　自信ありげに口にする千夜に、初江王は微妙に笑顔をひきつらせた。

「……そ、そうなんだー。深しん窓そうの姫君ってのもまた、奥ゆかしく謎なぞめいてるものなんだね。うん、いいんじゃないかな。千夜ちゃん自身が気にならないなら」

　努めて明るい口く調ちようでいわれると、これはひょっとして哀あわれまれているのだろうかと、千夜にも察せられる。

　しかし熾淵にも「気にならないというならば、好きにするといい」といわれていたので、それほど気に病やんではいなかった。

　それよりも驚かされたのは、こうして日替わりで現れる十王たちのことだ。

「すみません。私の研修期間を見ていただくために、他の十王の方々にまで立ち寄りをお願いすることになるなんて。ものすごく忙しいでしょうに」

　研修が始まったばかりの頃、当番制で幾いく人にんかの十王が訪たずねてくれることを千夜がひばちに知らせると、瞳どう孔こうを全開にして驚かれた。

『ちょっ……本当なの!?　まさか蝶をひとり迎え入れるのにそこまでするなんて、あまり聞かない話よ。よっぽど訳わけありなら別なんでしょうけど……って、訳ありなのかしらね、千夜は……いえ、それとも秦広王様が？』

「都合のつく方から、いらしてくださるって話だけど……」

　そんなはずはないと否定したかったが、千夜には冥土の事情はわからない。

　千夜の祖母である澄香は、かつて閻えん魔ま王おうの蝶を務めていた。

　そのせいかどうかはわからないが、最初に顔を見せてくれたのが親しみやすい初江王で安あん堵どした。

「いや、この見守り制度は千夜ちゃんのせいじゃないよ。むしろ問題は熾淵のほうにあってさ──」

「熾淵に？」

　驚いた千夜に、初江王はややあきれたようにため息をついた。

「だって、まさにいま……問題が目の前にあるわけなんだけど。その墨瓶の支し度たく、いいつけたのは熾淵だろう？」

「はい、そうです。けど……」

　答えた千夜に、初江王は「はぁぁ、あの馬ば鹿か……ほんっとに」と盛せい大だいに顔をしかめて再びため息をつく。

「あの、どうかされました？」

「ごめんねぇ、千夜ちゃん。蝶はそういう作業をしなくてもいいんだよ、あくまでも蝶は主である王の側について補佐をする役目なんだから。人道に魂も記憶もある千夜ちゃんがその墨を磨りつづけていたら、作業が終わる前に精神がどうにかなってしまう」

　なるほど、言われてみると確かに理り不ふ尽じんな業務ではある。

　このやかましい墨を、瓶三杯分もひとりで磨るなど正気の沙さ汰たではない。

「でも、じゃあ墨の用意は……」

「私のところでも獄卒が準備をしているよ。きっと熾淵も、この作業を千夜ちゃんにさせるつもりじゃなかったと思う。千夜ちゃんは、この宮殿にいる獄卒に指示をすればいいはずなんだが……聞いてないよね？」

「はい……まったく」

　苦笑まじりに教えられて、千夜はすっかり汚れてしまった我わが手てをじっと見つめる。

「ごめんね。熾淵のやつ本当に言葉が足りないし、こうして補佐を置くことに慣れてないから。やっぱり見守り制度は正解だったなぁ……蝶との契約についての話も聞かせてはいたんだけど、根本的な性格ってのは直らないもんだから」

　つい千夜もため息をついてしまった。わかってはいたものの、こうした仕事上の行き違いは数多く発生していた。

　自分も改めて確認すればいいのだと思うものの、どこが確認する項目なのかがまだ判断できない状態なのだ。

　水瓶からくみ出した水で手を洗い、着物の袖を戻した千夜は初江王に向き直った。

「一応、確認したいのですが、私はここで熾淵の蝶でいる間、獄卒の方に仕事を頼める立場にあるってことなんですね？」

「もちろん。蝶は十王の代行としても指令を伝える立場にあるから、その発言にはかなり力があると思ってもらっていい」

「……そんなに重要なお役目だったんだ」

　最初に説明しておいてもらえれば、もっと効率よく済ませられる仕事もあったはずだと気がついて、千夜は複雑な気持ちになる。

「さ、仕事は獄卒に頼むことにしていこうか。私からも熾淵にちゃんといいきかせておくよ。千夜ちゃんもそろそろ、食事と休息の時間じゃないのか？」

　言葉をかけられて、もうそれほど時間がたったのかと思う。

　生身の肉体を離れて冥土にいる間、千夜は定期的に人道の食物を口にいれる必要があるのだ。それを告げるためか、ちょうど作業部屋にひばちがあらわれた。

『まぁ、初江王様。このたびは、お運びいただき感謝いたします。千夜はまだ本当に未熟者ですから、ご迷めい惑わくも多いでしょうけれど』

「いやいや、千夜ちゃんはがんばっているよ！　なにしろ十王のなかでも、熾淵はかたくなに蝶と契約してこなかったからね。不慣れななかで主があれでは、千夜ちゃんも苦労が多いはずだから」

　まるで不出来な娘の親のようにひばちが挨あい拶さつをする隣となりで、千夜は圧倒的に初江王の言葉にうなずいていた。

　──そうよ、私だって一生懸けん命めいやろうとしてる。でも熾淵とは意思がうまく通じないんだもの……。
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　人道の暮らしと大きく違う環境のひとつに、冥土では時間の流れがまるで感じられないことがある。

　朝や夜を知らせる太陽や月の存在がないため、日付の移り変わりが目で確かめられず、暦こよみの感覚がつかめない。

　時間の流れも人道とはまったくちがうのか、以前冥土に迷いこんだ千ち夜やが生者と死者の世界を行き来する間にも、大きく進んだり戻ったりしたものだ。

「考えてみたら、そもそも熾し淵えんのいるここは初しよ七なの日かっていわれる場所だから、人道でいうと亡くなって七日目にくる場所なのよね……？」

　熾淵の宮殿において、千夜が与えられた一間は、人道で暮らしている屋敷の部屋と似たような調度で整えられている。

　一日に何度か取る休息のために、御み簾すがめぐらされており、そこに寝しん所じよが用意されているので身を横たえることもできた。

「ねぇ、ひばち。お祖ば母あ様も蝶の仕事をされているときには、こうして休んだりしていたの？」

　人道で千夜が十歳の頃に死んでしまった猫のひばちは、不思議な縁えにしで再び冥土で側にいてくれる。

　もともと祖母の澄すみ香かが可か愛わいがっていたこの白猫は、普通の猫とはまるで違った。

　人語をすらすらと口にし、千夜よりもよほど冥土について詳しい。

『そうですわね。澄香は冥土にも六道にもかなり詳しかったし、お役目についたのも遅かったから、千夜みたいにばたついたりしませんでしたわ。閻えん魔ま王おう様の有能な蝶として手足のように、その御意思をくみ取って動いたものよ』

　かつて寄り添っていた千夜の祖母を、ひばちは手放しで褒ほめたたえる。

「そりゃあ……私はお祖母様みたいに、知識も落ち着きもないだろうけど……」

『とにかく、蝶の役割は十王の助けになること。生者のまま冥土に渡り、人道と冥土を繫つないで、ときにやっかいなほつれを正す。とても重要な役割なのですわ』

　頭ではそうわかっていても、なかなか行動はついてこない。

　なにしろ自分の主は閻魔王と違い、人間への理解が浅く融ゆう通ずうの利きかない熾淵なのだ。

　千夜はため息をつきつつも、いまは休息をとることが必要だと、運ばれた膳ぜんに並ぶ食物を口にすることにした。

　黒くろ塗ぬりの膳に綺麗に盛り付けられているのは、芋いもを炊たいたものや貝を蒸むしたもの、昆こん布ぶを煮しめたものも並んでいる。

「でもまさか、冥土でまで食事しないといけないなんて……驚いたわ」

　千夜が箸はしを止めると、となりで毛け繕づくろいをしていたひばちがぱっちりとした瞳で見上げてくる。

『そうね、澄香も慣れるまではよくそういってたわ。もう少し体がなじめば、さらに手軽に済むようになるはずよ』

「前に助けてもらったときにいただいたお酒も持ち歩けて便利だけど、つづけて口にしてると本当に酔よっちゃうのよね」

　なによりいまは、亡者の行く末を左右する重要な仕事の一端を担になっているのだ。

　常に意識はしっかりと、明めい晰せきに保っておきたい。

　千夜が吸い物を飲み終えて食事を終わらせると、部屋の外が騒がしくなった。

「困ります、秦しん広こう王おう様の許可なく奥までいらっしゃられては──」

「あらぁ、許可なんて。むしろ熾淵にはいますぐ出てきてもらって、感謝のために這はいつくばって鞜くつでも舐なめて欲しいぐらいよ？」

　楽しげに弾む声に、千夜ははっと顔をあげると立ち上がって自みずから部屋を出ていく。

　長い廊ろう下かの先、三人のおろおろした獄卒にあとを追われながら、きらびやかな衣装を引きずってあらわれたのは宋そう帝てい王おうだ。

　千夜が知る限り、十王のなかで唯ゆい一いつ女性としての姿を持っている。

　赤みの強いくせのある髪をゆるく結い、華やかに簪かんざしを差した姿は豪ごう奢しやな印象で、首筋や胸元もあらわに、匂い立つような色香を漂ただよわせていた。

　生前の邪じや淫いんについて審理をするという宋帝王は、どこか奔ほん放ぽうなところはあるものの、懐ふところの深さも持ち合わせている。

「宋帝王様、わざわざお越しくださったんですか!?」

　春画にまみれた限りなくいかがわしい宮殿を出て、わざわざ熾淵の宮まできてくれたのかと思うと意外だった。

　しっとりと濡ぬれた唇くちびるをきゅっと引いて、宋帝王は吐と息いきまじりの笑みを漏らした。

「ふふ、当たり前でしょう。あの堅かた物ぶつが千夜ちゃんを預かるとなれば、私の腕の振るいどころだもの。またこうして会えるなんて嬉うれしいわ、だから私は『熾淵と蝶の新生活見守り隊』に立候補したの」

　いつの間に結成された隊なのかは不明だが、どうやら十王のなかでも有志によって自分と熾淵の生活は見守られているらしい。

「女性同士だもの、私のほうが話しやすいこともあるかと思って、ね。気になることがあったらいつでもなんでもいってちょうだい？」

　心配してくれているのだろうが、その瞳はやたら好奇心を秘めて輝いて見えた。

「あの……熱心でいてくださるのはありがたいんですけれど……確かに、ちょっとわからないことがあって──」

　戸と惑まどいつつ、これまで確かめずにきてしまった問題がひとつあった。

「部屋でこうして休むときに、食事じゃなくて眠るっていうのかしら……人道で夜に寝るのとも少しちがう感じですけど、そのときに……」

　言いよどむと、宋帝王がぐっと身を乗りだしてくる。

「そのとき、どうしたっていうの？」

「あの……すぐ隣で熾淵が並んで寝るんです」

　ぴくっと宋帝王の眉まゆがはねあがり、赤い瞳がいっそう熱を帯おびてきらめく。

「そう……なの。ちなみにそれは熾淵から始めたことなのかしら？　隣って、夫婦みたいに床とこをくっつけたりしてるのかしら？　吐息が触れ合ったり髪を撫なでたりできちゃうような距離感なのかしらー??」

　勢いこんで質問が止まらない宋帝王に、千夜は大おお慌あわてで首を振る。

「まっ、まさかそんな！　もちろん衝つい立たてが間にありますし顔だって見えません！　……でも、やっぱり夫婦でもなかったら、そんなことしませんよね？　おかしいって熾淵にもいったんですけど、初江王様からそう説明されたっていうだけで──」

　千夜自身が直接説明を受けたわけではないだけに、唐とう突とつな熾淵の行動にどういった理由があるのかわからなかった。

「へえぇ、初江王がね……ふ～ん。まったく、いい性格してるわぁ。いやね、理由ってのもなくはないはずよ。まだ王と蝶との繫がりが浅いうちは、できるだけ側に置いて気配や互いの意識を近づけていくために有効なことなの」

「そう、だったんですか」

「もともと私たち十王に眠りは必要ないけれど、特定の魂に意識を近づけるためには有効ね。それに冥土で眠りにつく蝶の意識はとても無防備になるから、それを守るためにもいいことなの。慣れてくれば、ひとりで寝たって大丈夫よ」

　その傍らでは、『……でもそれって、蝶が極端に幼おさなくてまだ魂が不安定な者にかぎるんじゃ』とひばちがつぶやく。

「あらあら、いつ見ても綺麗な猫ねぇ。うちのところの灰猫がずいぶんとご執しゆう心しんだったわけだわ」

　そういって乱暴に抱き上げると、指をひばちの口元にあてた。

『わ、わかりました。私は……なにも十王様たちに逆らうつもりは──』

　未熟なふたりは周囲から体ていよくあれこれ吹きこまれているようだったが、黙もく認にんしろと威い圧あつされたひばちは大人おとなしく口を閉じる。

　ふたりのやりとりがまるで聞こえていなかった千夜は、宋帝王の言葉にため息とともに考えこむ。

「どうしたの？」

「いえ、いまお聞きしたみたいに、少し説明してくれたら色々と順調にいくのになって思っただけです」

　宋帝王の眉がしんなりと歪ゆがみ、わずかに苦笑を浮かべてうなずく。

「そうね、絶対的に言葉が足りない奴やつよね。でも、千夜ちゃんのことを考えて動いているのは間違いないわ。こうして熾淵と生活を共にして、わかったこともあるんじゃない？」

　改めて問いかけられ、千夜はしばし考えた。

「そうですね……お互いに、慣れてきたと思います。ただ、仕事では熾淵に無茶ばかりいわれてる気になって、あとで事情がわかるとそうじゃなかったりとか……」

　今け朝さも軽く口論になったことを思い出して、千夜は軽く眉をひそめる。

　初江王がきてくれたときにもわかったが、これまで本当に熾淵ひとりで仕事を進めてきたのだろう。

　互いに意思疎そ通つうがうまくいかず、仕事にかかる前のやりとりでも、余分な時間がかかっているような気がする。

　そんな状況に熾淵がいらだっているのではないかと不安になり、千夜はさらに自己嫌けん悪おと焦あせりばかりを募つのらせてしまうのだ。

「……これまで、熾淵は『めぐりの蝶』を持たなかったんですよね。だとしたらやっぱり、蝶がいないほうが、仕事がしやすいってこともあるんじゃないかって」

「まさか。熾淵ったら、千夜ちゃんにそんなことを──？」

「いえ、はっきりといわれたわけじゃ。ただ、そう思われてるのかもって……」

　すっと伸ばされた宋帝王の白い指が、千夜の頰ほおをやさしく撫でた。

「新しい場所で、初めてのことだもの。不安になるのは当たり前ね。私だっていまの蝶と波長が合うまで、お互いにしっくりくるのにとても時間がかかったものよ。なにしろあの子も独特の性格をしていて、私とは全然ウマが合わなかったの……」

　千夜の脳のう裏りに浮かんだのは、宋帝王の傍らにいた綺麗な黒猫の頭部を持つ、まだ線の細い少年の姿だ。

　主あるじの宋帝王が奔放で色香満載といった空気をまとうのに対して、少年は凜りんとして闇やみ夜よの銀の鈴を思わせるたたずまいだったことを思い出す。

　どことなくふたりの会話が想像できない千夜に、宋帝王もわかっていると言いたげにうなずいた。

「でも、私にはあれぐらいでいいみたいだって、いまじゃわかってるわ。あの子が私にいいさじ加減を教えてくれるというか、制止役になっているの。どうしても人の色欲や本能にとびついちゃうところへ、冷や水をぶっかけまくるような性格してるのよ……閻魔王様に勧すすめられての契約だったけれど……」

　わずかな不満を口にしつつも、いまではすっかりなくてはならないといった愛着の感じられる言葉に、千夜はうらやましさがわき上がる。

「しばらくは気を揉もむでしょうね。そうでなくても熾淵はあの性格だもの。お役目柄、最初に亡者を迎える十王でしょう？　審議の役のなかでもかなり負担が大きいの」

「負担、ですか？」

　それは初めて耳にする話だ。

　なにしろ千夜は他の十王にも詳しくはなく、熾淵と他の十王との違いもよくわかってはいない。

　考えてみると、熾淵があれほど根こんを詰めて亡者の列をさばかねばならないのは、白紙状態の亡者に対して、ひとりあたりにかかる時間が長いこともありそうだ。

「そういえば、死出の山を越えて書面にも記録がちゃんとあがっているのに、自分が死んでるってことが理解できない亡者は多いです。思わぬ亡くなり方をした人ほど、突然知らない場所にいて、自分の体はちゃんとあるって思うみたい……」

　千夜が最初に冥土に渡ってしまったときは、獄卒の姿を見たことで自分はいつの間に死んだのかと思ったものだったが、反対に死を認められない者も多いだろう。

　熾淵は非常に無ぶ愛あい想そうでそっけなくはあるが、ちゃんと亡者に自分の死を認めさせ、三途の川を渡る道筋を見み極きわめてから、先に進ませることを方針としていた。

　──亡者に対してすごく親身になるわけじゃないけど、責任感はさすがだわ。ああやって淡たん々たんと人生の記録を確認させていくことで、少しずつ亡者の混乱が収まっていくのは、見ていて感心しちゃったもの。

「わかるでしょう？　熾淵が必要以上に人と関わりたくないっていうのは、最初の審理を受け持っているからだっていう理由もある。情をもちこめばキリがないうえ、純粋に辛つらくなっちゃうのがわかっているのかもしれないわ」

　宋帝王らしいざっくりとした言葉は、千夜の胸にすっと届いた。

　蝶である千夜とはぶつかるし言い合いも多いが、熾淵の十王としての姿には素直に敬意を表せる。

　クスッと笑い声が聞こえて、千夜は顔をあげた。

「ここへきてから、先に熾淵にも会ってきたのよ。でも、あんたたちなんだかお似合いなのかもね」

「それは、どういうことですか？」

　宋帝王は美しい指を伸ばすと、千夜の髪をそっと撫でてくれた。

「いいじゃない、そのままぶつかりなさいな。いまのあんたたちは、お互い相手にいらついて腹を立てて、それでも一緒にいるのが大事だってことなのよ」

　やさしい指が、懐なつかしい祖母や母のもののように感じられて、千夜はふいに胸がきゅっと詰まった。

　──そうね。まだ始まったばかりだもの、これからもっと長い間側にいることになるんだから……。

　しかしどうやら相談事は解決しないらしく、熾淵とごく近い距離で眠る状況は変わらないようだ。

　人道では嫁入り前の娘にあるまじき状況だが、これもお役目のためならば従おうと千夜も心を決めた。

　なにより相手は十王であり、さらに熾淵なのだ。人のように、下心がある不ふ埒らちな振る舞いをするとも思えない。

　さらに宋帝王はひとしきり、体調や食事のことをいくつか質問すると、千夜に助言をくれた。

「とにかく、信じなさい。貴女を蝶にと望んだのは熾淵なのよ。千夜も自分で決めてここへきたのでしょう？」

　豊かなまつげに彩いろどられた赤い瞳に、千夜は覚悟を決めてうなずく。

「負けません。絶対に一人前の蝶になって、私がいないと困るって思われるぐらいに……なります！」

「ふふん、その意気よ」

　面おも白しろがるような笑みを見せて、宋帝王は部屋を出ていった。
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　千夜の部屋を離れた宋そう帝てい王おうは、獄卒の案内を振り切ると、忍しのび足あしで熾し淵えんが執しつ務むをつづける部屋へと入っていく。

　しかし驚かせる間もなく、気配を察知した熾淵に端整な顔を向けられてしまった。

「おや、宋帝王。まだいらしたんですか」

「ほーんと、いやな奴ねあんたって。自分から押し掛けたときは、こっちの都合なんておかまいなしのくせに……少しは感謝なさいな。いっておくけど、熾淵のためじゃないわよ、千夜ちゃんのためにきてるんだから。じゃなきゃ誰だれがわざわざ、こんなところまで足を運ぶと思ってんの？」

　宋帝王が不満もあらわにするのは当たり前のことだった。

　途と絶だえることなくやってくる亡者の審理は、同じように片づけねばならない。

　十王と呼ばれる自分たちにはそれぞれに役割があり、日々多忙ななか、頻ひん繁ぱんに持ち場を離れることはかなわないのが現状だ。

「……にしたって、このところ亡者の数が急増しすぎてる気がしない？　今日だってこのあと戻ったらこっちが地獄を見そうだわ」

　獄卒に聞かれぬよう声を潜ひそめた宋帝王の問いに、熾淵も軽くうなずく。

「えぇ、はっきりいって異常事態です。千夜には教えていませんが、業務量が常識の範囲を超えてしまっているのは確かですね」

「なんなのよそれ。教えてやんなさいよ」

　さっきのいまという話の流れに、熾淵のこの態度が千夜を困らせているのだと宋帝王は半はん眼がんになって凄すごんだ。

「いえ、まだ調査の途中ですし。人道で戦いくさが起きて、火種が多く見られるのは確かなのですが……これが通常のことなのかどうかは不明です」

　慎重さを失わない熾淵らしい言葉に、宋帝王は肩をすくめるしかない。

　それでも、かつて千夜に関わった者たちは、ふたりの関係を心配してわざわざ訪おとずれては言葉をかけている。

「千夜に話していないのは、こちらの生活に慣れぬうちから不要な心労までかけたくないからです。懸命に業務を覚えてくれているのですが……食い違うのは、私が亡者以外の人と深く関わったことがないせいでしょうね」

「わかってるなら褒めてあげなさいな。あの子は亡者じゃないし、まだまだ先のある大事な身よ。嫁入りもまだの、十六の娘ががんばってるんでしょ。そうでなくても毎日亡者ばかり迎えて、周囲は半はん裸らだか毛むくじゃらだかの獄卒まみれ。さらに上うわ役やくが熾淵みたいな仏ぶつ頂ちよう面づらときたら、ここは地獄かっていわれても仕方がないわよ？」

「褒める……ですか」

　言われて初めて気づいたといわんばかりの熾淵に、宋帝王は頭痛を堪こらえるように眉根を寄せた。

「そう。生きてる人間はね、記憶と時間を重ねていくの。だから毎日自分のしていることに意味を見み出いだすことが喜びなのよ。あの子は特に向上心があるけれど、気が強いから甘えるのがヘタなはず。主である熾淵が褒めてやらなくちゃ、どうやって自分を納なつ得とくさせられるっていうのよ……」

　きっぱりと口にされ、熾淵は難題を積み上げられたように渋しぶい顔になる。

　もともと頑かたくなで周囲に打ち解とけにくい熾淵の性質を知っているだけに、宋帝王はこれ以上強引に結論を押しつけるつもりはなかった。

「とにかくいまは、初江王にいわれたとおり、千夜ちゃんの隣で眠ってるんでしょう？」

　わずかにからかいを含んだ問いかけに、熾淵は気づかなかったようだ。

「いわれた通りにはしています。ただ、そもそも眠るということ自体よくわかりませんが、体をじっと横にしていると、ときおり彼女の意識というか、過去らしいものが見えることがあります」

　戸惑いがちにそう口にする熾淵を前に、宋帝王はにんまりと笑う。

「そこが大事なのよ？　なにしろ私たちだって、まだ存命中の人のすべてをのぞき見ることはできないんだもの。つまり私も初江王もいいたいことは同じよ……」

　そこには先ほどまでのからかいとはまるで違う、真剣な眼まな差ざしがあった。

「あの子を大事になさいって、そういってるだけ」

　一言にすればとても簡単な助言だった。

　それでもやはり鋭い眼差しを見せている熾淵に、これは千夜も苦労するだろうと宋帝王は苦笑して見回りの役を終えた。
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　立派に整えられた束そく帯たいを身にまとう青年が見えた。

　あぁ、あれは弟の景かげ光みつだ。そうわかって千ち夜やは嬉うれしくなる。

　晴れ着ともいうべき衣い装しようで、帝みかどへのお目通りが叶かなうのだ。父親は何度もそう口にしては嬉しげに祝い酒を口に運んだ。

「これで、千夜が元気になってくれたら……もう万ばん々ばん歳ざいなのだがな」

　しゅんと眉まゆ根ねを寄せて少し辛つらそうにこぼす父の顔がくっきりと目にはいり、あぁ、これは夢なのだと千夜は理解した。

　──ごめんなさい、父上。私の状態は病やまいってわけじゃないけど心配させるわよね？　でも景光の大切なときだもの、支ささえてあげて。私にもできることがみつかったから、しばらく鍵けん条じよう門もん家も安あん泰たいのはず……いつかお祖ば母あ様みたいになってみせるわ。

　そんな気持ちがこみあげると、力がみなぎる感覚が生まれた。

　自然と体に力が入ったのか、ふっとまぶたが開いて目を覚ます。

　冥めい土どにきて研修生活を始め、一体どのぐらいの時間が流れたのか、もう千夜にはわからなくなっていた。

　日付の区切りがないだけに、ひとまずは床とこに身を横たえた数を目安にしている。

　けれど眠るといっても、これまた人道で夜、床に着く感覚とは違う気もするし、夢を見ることもない。

　群ぐん青じようの夜の海にゆったりと揺ゆられているような、かといって恐おそろしさはなく、ただ潮しおの香かやぬくもりに心地ここちよく意識がゆるむばかりだ。

　目が覚めてしまったのだからと、身を起こした千夜は隣となりの気配をそっとうかがう。

　──いまなら、ひょっとして隣にいる熾し淵えんもまだ眠ってるんじゃ……。

　十王も夢を見たりするのだろうか？　いや、そもそも眠る習慣はないといっていたが、だとすれば隣でただ横たわっているだけなのか。

　興味を抑えきれず、千夜はそっと膝ひざで立って衝つい立たてに近づくと、横からそっと様子をうかがった。

　ひばちに見つかれば、『なんて行ぎよう儀ぎの悪い』とあきれられたことだろう。

　仕立てのいい敷しき布ふの上に、きらめく銀の髪かみが広がっているのがわかる。さすがに普段頭に載せている大おお仰ぎような飾りや冠かんむりははずしているようだ。

　人形のように姿勢良く、仰あお向むけに横たわる熾淵の横顔は、完かん璧ぺきな造形の美術品のようだった。

　しみひとつない肌はだは、滑なめらかな石のようで温度があるようには見えない。

　長いまつげまでもが日をはじく雪に似た色で、唇くちびるからのど元、手指の先にいたるまで千夜はつい見とれてしまった。

　──改めて人間じゃないのねって、顔の造ぞう作さくで思い知るのも変な話だけど……少なくとも人道じゃ、こんなに綺き麗れいな顔立ちの男の人はいないんじゃないかしら。

　するとそれまで微び動どうだにしなかった熾淵の唇だけが動くのがわかり、千夜はびくっと体を揺らす。

「なにか、見えますか？」

　開かれた瞼まぶたの下から澄んだ夜空色の瞳がのぞくと、ぐるんと顔をこちらに向け、尋たずねられた。

「ひっ!!」

　思わずのけぞった千夜は衝立にぶつかりつつ姿を隠す。

　しかしもはやいい逃のがれはできないとあきらめた千夜は、衣装の乱れを直して再び顔をのぞかせた。

「……ごめんなさい、寝てるんだとばっかり。いえ、寝てたらもっと悪いわよね……ちなみに、十王であっても夢とか見たりするのかなと思って」

「夢……とは、記憶のようなものですか？」

　質問に思わぬ問いかけが返ってきて、千夜も困こん惑わくしてしまう。

「うぅん？　そうね、記憶もまざってるかもしれないけど、私の場合は知らない場所にいたり、普段できないことができたり、楽しかったり怖かったり……色々あると思うわ」

　すると熾淵はすっくと身を起こし、髪の乱れをなでつけながら合が点てんがいったように小さくうなずく。

「それで、貴女あなたの夢には母君や祖そ母ぼ君があらわれるのですね。家のことや、侍じ女じよのことも……帰りたいですか？」

「な、なんで熾淵が私の夢のことを知ってるの？　どういう、こと……」

　知らぬ間に心の内をのぞかれていた気分になり、千夜はひどく落ち着かなくなる。

　だが千夜の不安の理由は、熾淵にはまるでわからないようだ。

「なぜ、といわれましても。こうして蝶ちようへの理解を深めろと初しよ江こう王おうにいわれましたので……あぁ、でもこれは貴女には話さなくていいといわれたんでした」

「なにひとつ、よくないわよ！」

　十王という職務柄か熾淵は噓うそをつきはしないが、正直であればいいというものではない。

　千夜はもう何度目かになるすれ違いを実感しながら、いらだちをあらわにした。

「なんなの勝手に……人の夢や記憶まで。そうとわかったら、もうこれからは私が眠るときに隣にいたりしないで！」

「なぜです？」

　至し極ごく不思議そうに問いかけられ、本当に熾淵には悪気がないのだとわかるだけに、千夜は天てん井じようをあおぎたくなった。

「とにかく、寝ている間に過去が筒つつ抜ぬけみたいになっちゃうのは、人道でいうなら他の人あての手紙を勝手に読むようなことなの。熾淵にとって、人はすべて明らかにして審しん理りする対象かもしれないけど、少なくとも私はまだ死んでないんだから、亡もう者じやみたいに全部をさらされるなんて嫌いや！」

　きっぱりとそう告げた千夜に、熾淵はしばらく考えていた。

「なるほど、では隣で休むのはやめましょう。ですが千夜……貴女はいつも、人のためばかりなのですね」

「……？　どういう、こと？」

「幼おさない頃には、病に倒れた母親を思いやり、ほとんど祖母のもとにいましたね。その間も心にあるのはまだ幼い弟のこと、父親のこと。そして祖母君が臥ふせられてからは、父君のこと、成人なさる弟のために、鍵条門家の財政についてまで……このあいだの殺された婚約者の件にしても、婚こん姻いんは家のためにと判断してのことでした。そして嫌けん疑ぎをかけられた侍女のために冥土にまで来て奔ほん走そうした」

　話してもいないことを熾淵の口から並べられると、本当に記憶を見ることができるのだとわかる。

　ただ、言葉も介かいさず事実だけを知られてしまうのは、ひどく居い心地ごこちが悪かった。

「そんなの、珍めずらしいことじゃないわ。誰だれだってそうするわよ、大事な人のことを大切にしたいって思うなら、当たり前じゃない」

　千夜の言葉に沈黙で返す熾淵の表情からは、これまで審理してきた亡者の数々がめぐっているのかもしれない。

「だとしても、貴女がここにきているのは──」

　そう言葉がつづいて、千夜は耐えきれずに勢いよく立ち上がった。

「さぁ、もういいじゃない。仕事は天てん井じようを見あげるほど山積みなんでしょう？　こうやってるうちにも遅れてくばかりよ。嫌みばっかりいわれちゃたまらないんだから、すぐに進めましょう。働くわよ、どんどんいくわよー！」
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　熾し淵えんの机で殺さつ気きを放っているのは、目にするだけで押しつぶされそうになる書面の山だ。

　千ち夜やが新たな蝶としてきたことで、仕事の流れが変わってしまったせいもあるのだろう。

　これ以上足手まといにはなりたくなくて、千夜は日々ひたすら仕事の手順を書き取っては整理していた。

　必要なのは効率と確実性、処理能力をあげるための記憶と理解。

　今日も手配するものの整理を最初に済ませ、数人にふりわけるものを紙面に書き分けてから、配ってもらうための獄ごく卒そつに手渡す。

　そして自分でなければ詳しよう細さいがわからないものに手をつけて、そのなかでも優先順位と作業時間をにらみつつ進めていった。

　倉庫に入れる予定の記録の巻物を手にして、千夜が簀すの子こ縁えんを歩いていると、聞き覚えのあるかぼそく低い声が聞こえた。

「……ん？」

　ふいに足を止めて、あげられている蔀しと戸みどに気づいた。

　声のもとはそこらしい。衣きぬ擦ずれを気にしながらそっと近づくと、熾淵の執務机の向かい側に立つ人影がある。

　獄卒にしては小柄、さらに身につけている衣装はどの十王よりも地味かつ質素なものだ。

　乱雑にまとめられ、紐ひもでくくられたくすんだ髪。

　──あれ、ひょっとして……伍ご官かん王おう様？

　後ろ姿でも特徴的な立ち姿や、ややこもりがちな声に千夜はほぼ確信する。

「だから、蝶の行方ゆくえ不明については僕にもわからないのコト。その調査は、我われ々われ十王の役割じゃない。だいたい、どうしていまごろ秦しん広こう王おうがそれを気にする？」

「そうですね、本来関わりなかったはずなのですが、こちらも調査が増えていましてね。この案件も関わっているかもしれないのです」

　熾淵の言葉が伍官王には意外だったのか、しばし沈ちん黙もくしたままたたずんでいる。

「私は、人道にいる千夜に蝶としての契約を持ちかけました。それは彼女が生きながらに冥土と関わったことで、その境を飛び越えやすくなっているからです」

「……それに幽ゆう玄げんのものを引き寄せ、引かれやすくなるのコト」

　伍官王の言葉に、熾淵もうなずき返す。

「千夜が冥土に関わることになった事件は、人道に出入りしている鬼の所業でした。他にもこちらと繫つながり、意図を持って行き来している者の存在が考えられます」

　それについて調査をするようにと、閻えん魔ま王おうから命じられていたことは千夜も知っている。

「そして行方不明のままの蝶は、冥土で特別な存在でした。人道での出来事が関わってのことですし、調べておきたいのです。それが私が閻魔王からいただいた役目です」

「……秦広王、貴方あなたは──」

「わかっています、この状況で引き受けるべきではなかったかもしれませんが……新たに蝶を得た私だからこそ、任命されたのだと縁えんを感じましたので」

「………………」

　沈黙にこめられたものが、納得だったのか呆あきれているだけなのか、伍官王は以前もそうだったように、そのまま極端に口数が減ってしまった。
















　そそくさとその場を離れた千夜は、手にした巻物を動揺で落としてしまわぬように、心持ちぎゅっと腕に力をこめる。

　先ほど聞いた言葉が、ひどく気になっていた。

　──行方不明の蝶っていってたけど……まさか、熾淵には昔契約をした蝶がいた……とかそういうこと!?

　なぜそのことに自分が動揺するのかわからぬまま、足を早めた千夜は書庫につくと大きく息をつく。

　とにかくいまは先に仕事を終えてしまわねばと、運んだ巻物を間違えぬよう分類ごとに棚たなへ納めることにした。

　ぐねぐねとうねった木目を見せ、天井まで続こうかという巨大な書棚には、黒くて細い枝がびっしりと張り付いている。

　そこに分類ごとにそって巻物を押しつけると、くるくると枝が動いて運ばれ、該がい当とうの棚に収まるのだ。

　ただし最初に分類の違うものを渡してしまうと、吐き捨てるように頭上から巻物が降ってきて痛い目に遭あう。

　一いつ風ぷう変わった冥土の仕組みに慣れつつある千夜は、じっくりと落ち着いて分類を確認すると、手前から奥へ巻物を次々にあげていく。

　しかし、なかには記しるされた文字の読みとりにくさに、分類を誤あやまって突っ返され落ちてくるものがあった。

　折り返して入り口に戻る足で落ちた巻物を拾い、熾淵に再度確認することになる。

「今回は……二本だけね。うん、だいぶ慣れてきたかも！」

　少しずつ要領がわかってくると、作業にも張り合いがでてきて、千夜の気持ちは上うわ向むいた。

　人道にいる頃は、貴族の娘ではあったが社交的なやりとりもせず、屋敷に引きこもるように漫まん然ぜんと過ごしていた。

　日々の生活にも事欠き、不安のすきま風が吹くような暮らしより、こうして自分のしていることが結果をもたらすいまのほうがよほど良かった。

　どれほど忙しくても、熾淵に腹をたてることがあっても、自分の足で願う未来に近づくと感じられることは幸せだ。

　千夜は少なくなった巻物を抱かかえて、熾淵のもとへ戻ろうとしたが、気づくと足が重くなっていた。

　結局、来たときの倍の時間もかかって熾淵の執務部屋に戻ることになった。

「？　……なんだろ、これ？」

　自分でも気持ちの浮き沈みがわからぬまま、千夜は首を傾かしげた。

　しばらく心の内をさぐっているうちに、ふと気がかりがなんであるのか気づく。

「…………いいわ、気になったんなら聞けばいいんだもの。立ち聞きみたいになっちゃったけど、声が聞こえちゃったんだし」

　なにより熾淵の仕事の補佐をしているいま、調査に関わることならば、千夜にとっても無関係ではないはずだ。

　そう思い執務室に入ると、熾淵が筆を置くのを待つ。

　ややあって優雅に滑すべっていた筆が止まると、熾淵が顔をあげた。

　千夜は軽く会え釈しやくをして、巻物を差し出す。

「こちらのものが、刻印が薄れて分類が不可能でした。再度刻印を願います」

　承知したというようにうなずく熾淵に、千夜はつづけて質問を投げかける。

「先ほど、伍官王がいらしていたんでしょう？」

「えぇ、貴女あてにと蜂はち蜜みつを使った煉ねり菓が子しをいただきました。あとで届けさせます」

　見た目に反してというと悪いが、伍官王が示しめした細やかな気づかいが意外で、千夜は驚かされた。

「伍官王はまぁ見た目通りの人物ですが、側そば付つきの蝶がとても細やかですから。彼女の手によるものだそうですよ、人道につながる蝶にはいい滋じ養ようがあるそうです」

　伍官王の蝶は、外見は骸がい骨こつが狐きつねの面をつけているかなり不気味な姿なのだが、わずかな指示で動ける機転の早さと、一度会っただけの千夜にまで気配りができる切れ者なのだとよくわかる。

　まだまだ自分には遠い境地だと思い知りつつ、千夜は顔をあげた。

「さっき、ここを通りかかったときに聞こえてきたんだけど。蝶が行方不明だって……」

　つい口ごもってしまうのは、本当に知りたいことの答えが恐こわいからだ。

「それって、前に熾淵の蝶だったりした人がいるの？」

　問いかけに、熾淵はしばらく表情のわからぬ顔でこちらを見つめ返していたが、ひとつ瞬まばたきすると質問の意味がわかったようだ。

「いいえ。私が契約をするのは千夜、貴女が初めてのことです」

「そう……なんだ」

　偽いつわりの感じられない声に千夜はほっとしつつも、やはり気がかりはあった。

「じゃあ、行方不明の蝶って誰のことなの？」

「そもそも貴女と『めぐりの蝶』として契約を結ぶときにもいいましたが、一度冥土と関わってしまった魂は、こちらがわの影響を受けやすくなります。そのまま魔や陰の気に引かれ、冥土にも人道にも関われぬさまよう魂となり、命の循環に戻れぬことになる者もおります。それと同様に、蝶として我々十王を助けるうち、魔や物ものの怪けと関わり、ふいに命の緒おを絶たれてしまい、行き場を失うこともある」

　真剣な熾淵の声に、千夜はうなずき返した。

　確かに人道に千夜を迎えにきた熾淵は、そういった言葉を口にした。

「一応、閻魔王様からも説明はされたわ。だから、熾淵の蝶になるといってもまずは研修をして、いきなり危険な場所へ遣つかわされることがないようにって──蝶になったからといって、必ず安全なわけじゃないからって」

　熾淵は重々しくうなずく。

「いま捜索しているのは、そうした不幸な蝶のことです。貴女はいまの仕事に不満があるかもしれませんが、これは必要なことです。他の調査や問題に関わる必要もありません」

　当然のように口にされ、千夜はやや口ごもる。

「もちろん、いまは少しずつでも身につけていこうとしてるわ。仕事に不満ってわけじゃなくて……」

　なにも難しいことを望んでいるのではない、不満ではなくて不安なのだと言いたかったがうまく説明できる気がしなかった。

「けれど千夜。こうして戻ってくる巻物が減っていることは、貴女の立派な成長なのだと理解しています。つまり……その……」

　言葉を濁す熾淵に、千夜はなにを言われるのだろうと思わず身を乗りだす。

「…………今後も精しよう進じんなさい、ということです」

　がっくりとうつむいて、千夜は心のなかで叫んだ。

　──がっかりした……心底がっかりしたわよ!?　少しぐらいは、褒ほめてくれるのかと思ったのに！

　失望のあまり、このまま立ち去るのがしゃくで、千夜はつい気になっていたことを口にする。

「それで、さっきの蝶の話だけど……行方不明ってことは、いまも状況がわかっていないってことでしょう？　冥土の十王様たちにかかっても、わからないままなんてことがあるの？」

「貴女は……いらぬところで鋭いですね」

「『いらぬところ』は余計よ、ほんと」

　千夜の疑問に、しばらく気むずかしい顔を見せていた熾淵は、詳しく話すつもりはないようだった。

　手にした巻物をほどくと、もうこちらに視線を向けないまま口をひらく。

「とにかくこの件は、千夜には関わりのないことです。じきに閻魔王が、こちらにお運びになると連絡がありました。いまは己おのれのことに集中することです」

　冷たく言い放たれ、千夜はわき上がるいらだちに唇を嚙かんだが、握にぎりしめた拳こぶしを振りあげるのは思いとどまった。

　部屋に戻りながら、なにがこれほど自分をいらだたせるのだろうと顔をしかめる。

　ぎゅっと握ったままの手を開いて気がついた。

　──蝶が行方不明でも……熾淵は気にならないの？　それに、私がやっかいごとに巻きこまれるのは面倒だって感じだった。これだけ毎日殺気だって忙しいんだから、もちろん当たり前なんだけど。

　ぐじぐじと考えてしまってる自覚はあったが、一度気持ちが下を向いてしまうとついつい歯止めが利きかなくなる。

　──わざわざ人道にまで迎えにきて、契約をしたのに。……もっと蝶と十王の絆きずなって重要なものなんだって思ってた。

　心にある尖とがったものの理由がわかると、千夜の気持ちはさらにもやもやする。

　その行方不明だという蝶のことも、いまごろ主あるじである十王はとっくに新しい蝶と契約を済ませているのかもしれない。

「十王と蝶の契約が、一対一かどうかだって私聞いてないもの……」
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『ちょっと、なんなのよ……千ち夜やったら。戻ってくるなり行こう李りをひっかきまわしたりして』

　ひばちが不安そうにヒゲをぴりぴりさせながら、部屋の隅すみで自分の荷物をひっかきまわす千夜を見守っている。

「いいの。今日片づける仕事はもう終わったんだから、ここからは私の好きにさせてもらうわ!!」

　一心不乱に荷物に向かいながら、千夜はひばちに問いかけた。

「知ってるなら教えて。十王が契約できる蝶っていうのは、一度にひとりだけなの？」

『なぁに、唐とう突とつに……。そうですわね、蝶と契約できるのはひとりだけよ、そうたくさんの生きてる魂を、冥土に出入りさせていたら混乱のもとだもの』

　ひばちの至極当たり前の答えに、千夜は一瞬手を止めて息をつく。

「……それもそうね。だいたいの蝶は、こっちでも身元がばれないように顔を隠してるぐらいだもの。何人も勝手に動いてたら問題になりそうだわ」

　納得したものの、すぐにまた手を動かし始める。

　千夜が冥土に研修にくるにあたり、肉体は実体ではないものの、身の回りの品や必要なものを行李ひとつぶん持ちこむことが許された。

　行李のなかには、着替えや愛用の櫛くし、帯留めなどを入れてきた。

　そこからあらかた着物を取り出してしまうと、底に入れてあったのは錦にしきの袋に包まれた品々だ。

　隣からそろりとのぞきこんできたひばちが、ブワッと毛を膨ふくらます。

『ちょっと、千夜ったら……澄すみ香かの部屋から持ち出してきたっていうの!?』

　呆れかえるひばちをよそに、千夜は黙もく々もくと品物を並べ出す。

　小さな香袋のなかには、以前にも冥土で使ったことがある賽子さいころが入っていた。

　祖母が持っていた品は、かつて閻えん魔ま王おうのめぐりの蝶を務めている時に与えられたもので、特別な力を秘めている。

　血縁者である千夜が触れると、品物も多少なりと反応を示してくれたが、本来の持もち主ぬしではないため思うように使えるわけではない。

「わかってるわ。これは私が賜たまわったものじゃないから、自由にできるものじゃないって。本当は閻魔王様にお返ししようと思って持ってきたんだけど……」

　閻魔王は十王のなかでももっとも多忙な立場だけに、いまだに千夜が面会することは叶かなっていない。

　熾淵の言うとおりなら、近々直接会うことは叶いそうだ。

　こうして祖母に贈られたものを手にすることに罪悪感もあったが、先ほどの熾淵の態度はどうしても気がかりだった。

　──熾淵は閻魔王様にいわれて、冥土と人道との繫がりを調査してるって話よね？　熾淵がその調査をさせられてるのだって、もともとは私に関わったのが原因だもの……だったらなにか手伝ってもいいじゃない。

　さらに気がかりな、行方不明の蝶のこともある。

　十王が契約している『めぐりの蝶』なのだとすれば、本来生きている人道でも意識不明になっている人物がいるということだ。

　床に並べた細々とした物のなかから、千夜は少し大きめの布にくるまれた包みを手に取った。

　中身を取り出すと、それは女性の顔がちょうど映るほどの大きさの手鏡だ。

『ちょっと、千夜ったら……それどうやって使うかわかってるの？』

　立ち上がった千夜の足下で、ひばちが体をこすりつけて行く手を遮さえぎろうとするが、それには構かまわず部屋を出た。

　後を追ってくるひばちに、千夜は堂々と答える。

「もちろん、わかってなんてないわ。……これでなにができるかは知らないけど……手鏡なら、水すい晶しようみたいになにか映るかもしれないじゃない？」

　道具のなかにあった、組み紐や編あみ笠がさよりは役に立ちそうな気がしたのだ。

　手鏡を持ち部屋の奥や、庭先に掲かかげて歩きだす。

　それほど大きくはない手鏡だけに、いざとなれば袂たもとにもしまえそうだ。

　千夜は首を傾けて鏡面をのぞきこみながら宮殿内を映し始めた。

「うーん、どうせ見るならこの場所じゃなくて、行方不明の蝶に関わりのある場所がいいのかもしれないけど」

　そもそも行方不明の蝶が、どの王と契約していたかもわからないのだ。

　自分でもかなり当てずっぽうなやり方だと思いつつ、千夜は鏡を持ったまま熾淵の宮殿を出て歩きだした。

『もう、千夜ったら。勝手に宮殿から離れたら、秦広王様にしかられるわよ。そうでなくても研修中の身だし、冥土には危険が多いんだから』

　ひばちが忠告する間にも、千夜のすぐそばを牙きばをむいた巨大な犬と猪いのししが猛たけ々だけしい鳴き声をあげて駆かけていく。

　彼らは秦広王のもとで使し役えきされる正式な獄卒だ。相手にしているのは亡者であり、千夜を攻撃してくることはない。

　かつて冥土に迷いこんだときには、すぐさま鬼に気づかれて追われたことを思い出す。

　けれどいま堂々と歩いていられるのは、手首にある秦広王と契約した蝶である印しるしがあるからだろう。

　──これがあれば蝶だってわかるのなら、行方不明になった蝶にもあったはずだし……簡単に危険な状態になるとは考えづらいわよね。いなくなったのは蝶自身の意思なのか、それとも冥土から先の地獄とか別の場所で、なにかに巻きこまれたりしたの？

　じゃり、と足もとの感触が変わった。気づけば、ゴロついた石が一面に広がる河原かわらに出てきてしまっていた。

　目の前をごうごうと流れる幅のある大きな川は、熾淵の宮殿で第一の審理を終えた亡者が渡ることになる『三さん途ずの川かわ』だ。

　もやに霞かすむ橋とは別に、彼方かなたには激しい水しぶきをあげて暴れる怪かい魚ぎよの背せ鰭びれがきらめいている。

　急流を行かされる亡者は、もれなく怒ど濤とうの流れのなか化ばけ物ものに襲おそわれるはめになる。

　そして向こう岸にあがれば、第二の審理を受け持つ初江王の宮殿があるのだ。

　川岸にしゃがみこんで、千夜はふぅっとため息をつく。

「はぁ、ひばちのいうとおり。こんなあてずっぽうにうろついたからって……わかんないわよね」

　右手に持っている手鏡をくるっと返して映るのは、覇は気きのないげんなりした自分の顔ばかりだ。

　──やっぱり他の蝶みたいに、私もお面でもかぶったほうがいいのかも。そうしたらこんなひどい顔を熾淵に向けずに済むし……せめてふてくされた口元だけでも……そう、この人が御札で覆おおってるみたいに…………っ、な!?

　千夜は慌あわてるあまり河原に膝をつき、それでも必死に手鏡をのぞきこむ。

　自分が映っていた背後に、いつのまにか人影があった。

　それは音もなく、まるで漂ただようように近づいてくる。

　不気味な存在に、千夜はおそるおそる背後を振り返った。

　しかしそこには誰の姿もない。周囲には獄卒の気配すらなく川の水音だけが響いている。

「どういう……こと？」

　もう一度手鏡をのぞくと、解げせないことにさっきまで少し距離のあった人物が、千夜に頰ほおを寄せんばかりに近づいている。

「ひっ……」

　まだ少し頰の線が幼い面おも立だち。ややくすんで、紫がかった明るい髪色。

　大きく見開かれた濁にごった瞳は金色がかり、瞳どう孔こうが黒々と開いて虚うつろだ。

　作りの華きや奢しやな顔立ちから少女だとわかった。鏡のなかでは風にさらされているのか、髪がびょうびょうと舞い上がっている。

　──なんで、風？　ここに風なんて吹いてないのに……

　状況が理解できないまま鏡面を凝ぎよう視ししていると、さらに少女はぐぐっと前に出てきて、とうとう千夜の体を半透明に透かして鏡いっぱいに顔が広がった。

　青白い肌の口元に、ぴったりと蓋ふたをするように貼はられているのは特殊な御お札ふだのようだ。

　見慣れぬ形の模も様ようなのか文字なのか、大きくうねった朱しゆ色いろの筆で描かれた記号。

「貴女は……誰なの？」

　小声で問いかけてみるものの、鏡のなかの少女は悲しげな瞳を瞬まばたかせるばかりで、言葉を発することができないようだ。

　やがてゆっくりとその像が薄れていくと、手鏡に映っているのは自分の顔とそこにある景け色しきだけになってしまった。

　河原で仁に王おう立だちになっていた千夜は、手鏡を握りしめたままいつのまにか肩にあがっていたひばちを見る。

「ねぇ、なにいまの。さっきの子って何者だと思う？」

『私だってわかりませんわ。冥界のすべてに通じてるわけじゃありませんの。でも、いまのはなんだか奇妙で気になりますし、秦広王様に報告したほうが──』

　冥界に詳しいひばちでも、わからないことがあるらしい。

　少し考えて、千夜は小さく首を振った。

「いいの。実際にこの河原に誰かいたわけじゃないし、ここは三途の川なんだから渡っていった亡者かもしれないわ。それにいまは、通常業務を優先してる熾淵にいったって、よけいに怒られそうだから」

　そう答えて、千夜は手鏡を伏せて持つと袂にしまう。

　──気になるけど、まだいまの状況じゃなんにもわからないもの。それにまずこの道具がどういったものなのか、ひょっとして閻魔王様に確認すればわかるかもしれない。

　祖母の道具を黙って使ったことも、それを熾淵に報告しないことも、後ろめたさばかりが募ったが、じきに閻魔王の視察があると聞かされたばかりだ。

　良くないことだとざわめき立つ気持ちを、まだなにもわからないのだからと抑えつけて、千夜は急ぎ足で宮殿へと戻った。
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　熾し淵えんへの後ろめたさがあるせいか、千ち夜やは大量の業務をかなりの早さで頭に叩たたきこみ片づけつづけ、ずいぶんと要領よくこなせるようになった。

　細々とした作業を大量に頼まれたときは、優先順位をつけてからひとつずつ確実に片づける方が抜けが少ない。

　雑多な業務が多いなか、いまではずいぶんと手早く済ませられるようになった。

　そしてさらに熾淵から、彼が担当している仕事の流れの一巡について、改めて詳しく話を聞く時間を作ってもらった。

　熾淵の仕事を全体的に知ることができれば、自分が頼まれる作業の意味もさらに理解が深まる。

「お願い。手間を取らせるのは悪いと思うけど、そのつど作業としてやるより、全体のどの部分なのかわかってると早くなると思うから」

　真剣な千夜の申し出に、さすがの熾淵もこのときばかりは小言は一切いわなかった。

　覚悟を決めて、閻えん魔ま王おうがくるまでには完璧に仕事を覚えてやろうという千夜の意気込みに気け圧おされたのだろう。

「それと、私が休息を取るのに毎回つき合わなくてもいいわ。御簾の隣で座っていられるより、いまは仕事を優先させて」

「ですが、蝶との理解も深めるべきですし……安全のためにも」

「いいこと、熾淵。私はまだ十六歳よ、たった十六年分の記憶なんて、そう長々と知るほどのことはないわ。それに私の部屋は、十王の宮殿の奥も奥なの。出入りの獄卒だって、いまは完全に管理されてるじゃない、なんのための帳簿なの」

　頑がんとして言い切った千夜の言葉に、膝にいたひばちが目を丸くする。

『ときどき千夜って、おっそろしいこといい切るわね。でも真理かも……』

　熾淵は納得してはいないようだが、千夜が前向きに仕事と向き合っているだけに条件を吞のんでくれた。

　そうした手順を踏んでからは、日々の仕事は順調に流れるようになり、研修に入った頃よりはずいぶん穏おだやかに仕事を終えられるようになっていた。

　今日も熾淵とは別室で、千夜が押おう印いんを終えた書面の写しを仕分けていると、ふと背後に風が動くのを感じて顔をあげた。

「やぁ、新米の蝶のご機き嫌げんはいかがかな？」

　かけられた声にぱっと振り返って立ち上がると、入り口には中背のこぢんまりした男性の姿があった。中背の人物は黒髪をまとめ、細い瞳は笑みで線のようになっている。

「また、会うことができたね千夜。こうして再会を喜ぶのは……澄すみ香かに叱しかられてしまいそうだが」

　普段の執しつ務むのときとは違い、簡素な着物を身につけたその人は、十王のなかでもとりわけ重要な地位にある。

「閻魔王様……！　今日はどうしてそんな格好でいらしたんです？　そういえば、人道で初めてお会いしたときにも、飴あめ売うりの姿でしたよね」

「あぁ。いつもの格好だと、出歩くたびに挨拶をせねばと獄卒に駆け寄られまくってね。いっこうに目的地に到着できないのが冥土での弊へい害がいなんだ。こうして一介の使いのように動き回れるほうが、気楽で気に入っているんだよ」

　にこにこと慈じ愛あいにあふれたその笑みは、とても亡者に裁きの決定を下す大王だとは思えず、親しみのほうが強く感じられる。

「先ほど、熾淵のところにも顔を出してきたが──」

　言葉を切った閻魔王に、自分のふがいなさを指摘されるかと千夜はつい身を縮めた。

「あの熾淵が、君をとても褒めていたよ」

「……………………え？」

　あまりに予想外の言葉に聞き間違えたかと、千夜はひどく反応が遅れてしまった。

　その表情に、閻魔王はすぐ理解が及んだらしい。

「確かに驚くだろうね。なにせあの付き合いづらい男が、ずいぶんと丸くなったものだと感心させられてしまったよ」

　長い付き合いがあるからこその閻魔王の言葉に、千夜はようやく喜びがわき上がるのを感じる。

「そうか、仕事をしている熾淵と接するのは、この研修が初めてになるんだったね。だとすれば、色々と気づいたこともあるだろう？」

　問いかけられて、千夜は少し迷ったが素直にうなずいた。

「はい。もともと冥土で熾淵に出会ったときにも、仕事の手を止めることをとても嫌がられて、突き放されて、嫌みっぽくてギスギスして、嫌な性格だなって思ってました──」

『千夜、なんて正直なのあんた……』

　傍かたわらでふたりの会話を耳にしていたひばちは、ふうっと息をつくと耳をぺたりと寝かせてしまう。

「けれど」と言葉を継ついで、千夜は背筋をぴんと伸ばした。

「この場所が亡者にとって、最初の審理ということもありますが、熾淵の担当する仕事は本当に煩はん雑ざつで膨ぼう大だいな量があります。いままでなんの手助けもなく、ひとりでやってきたんだとしたら、やはり十王様たちの偉い大だいさと、死者への慈悲を感じました」

　もちろん千夜は熾淵のあとを受け持つ各王の審理が、どういった手順と段階を踏むかまでは知らないままだ。

　飛び抜けて熾淵だけが忙しいと考えることが正しいとは思えなかったが、いまの状況では熾淵は一秒とて手をとめるわけにはいかないのだということもわかっている。

「だから、私が少しでも役立てるようになれば、熾淵はもう少し視察に出たり、ぼんやりしたりお茶を飲んだりもできるんじゃないかと……あの、それを当人がしたいかどうかはわかりませんけど……私たちは疲れてしまうとそうするので」

　最後は言葉を濁してしまった千夜に、閻魔王は楽しげに笑いかける。

「なにをしたいのかは、当人がわかっていないだけかもしれないね」

　閻魔王の手が、そっと千夜の肩に置かれた。

　顔をあげると、そこには慈愛に満ちた笑みが浮かべられている。

「千夜、君は頑がん張ばり屋やだしやさしい子だ。熾淵のためを思って役に立ちたいという気持ちにも噓はない。よく、わかっているよ」

　落ち着いたその声に、千夜は突然目がうるんで慌てる。

　うつむいて指で目め尻じりをぬぐうと、気まずい気持ちで鼻をすする。

「ありがとうございます。変ですよね……熾淵のためにって思うなら、もっとやさしい言葉をかけたいし、少しは休めばいいのにって思ってるのに上う手まくいえなくて」

　するりと言葉が口をついて、千夜は自分のなかにあった気持ちに気づかされる。

「いったところで、忙しい熾淵にはうるさいって邪魔に思われる気がして……だから、私が早く仕事を覚えるのが一番なんだって」

　不安定な千夜の言葉を、閻魔王は黙って聞いてくれた。

「なるほど、貴女は……とても熾淵を大切に思ってくれているのですね」

「…………変、ですよね。相手は十王様のひとりなのに……」

　そういって口をつぐんだ千夜に、閻魔王はただ微笑ほほえみを浮かべている。

「前に一度ここにきて……冥土から人道へ戻ったあと、もう熾淵には会えない。会えるとしたら死んだ後なのかって、考えたりしはじめて」

　口にするうち、引き出しをあけるように記憶がよみがえる。

　もともとは人道へ戻ったあと、千夜は息を吹き返した婚約者と結ばれるはずだった。

　けれどそんな事実も、千夜の心をまったく明るくはしてくれなかったのだ。

　思い返すのは冥土での出来事や、熾淵との出会いや交かわした会話。

　その後、どうしているのだろうかという想像ばかりが湧わいてきて、婚約者だった清せい十じゆう朗ろうから婚こん儀ぎを辞退されたときにも、どこかでほっとしたぐらいだった。

『千夜ったら……それじゃあまるで恋みたい』

　落ち着かなさそうに尾を揺らめかせていたひばちが、ぽろりと口にした言葉に千夜はびくっと肩を揺らす。

「っ、こ、恋!?　とか、そんな……だって、相手は十王様なのよ!?　人じゃないんだし、そんなわけ──」

「ないと、思いますか？」

　閻魔王の穏やかな声に、千夜は息を詰めた。

「それは、でも相手は人ではないですし……十王様たちだって、そんな感情を持ったりはなさらないんじゃ……」

「我々が、石や木でできているとでも？」

　閻魔王の悪戯いたずらめいた響ひびきの声は、とても思わせぶりなものだった。

　千夜は小さく首を振る。

　もちろん十王と呼ばれる存在にも、感情があることはわかっていた。

　でなければ、これほど熾淵といい合いになったり、互いに感情を波だてることはないはずだ。

「私たちにとって、人は慈いつくしむもの。けれど十王にとって蝶は特別な存在です。伝えられなかったことを、悔くやむ言葉や想いだってある。私にもね」

「閻魔王様にも、ですか」

　詳しく話されることはなかったが、閻魔王の想いは千夜の祖母、澄香に向けられたものではないかと思えた。

　感情がわかりづらい目元には、わずかに遠くを懐なつかしむような色がある。

　けれどそれも一瞬のうちに払ふつ拭しよくされると、閻魔王の口元にはさきほどまでと変わらぬ微笑みが戻った。

「すぐには難しいだろうけれど、まだ時間はある。千夜、貴女の生命に限りはあるが、そんなに焦あせることはありません」

　その言葉に、千夜ははっとして顔をあげた。

　──そうだった。閻魔王様の蝶を務めて、お祖母様は亡くなったのよね……。

　思い至いたって、気になっていたことを口にする。

「……あの、私の祖母は……蝶としての仕事で、危険な目に遭あったりしたことがあるんですか？」

「そうだね、なかったとはいわないが──澄香は私の蝶になってくれたときには、もうすっかり大人おとなだったから、無茶をするときには事情があった。それでも、かなり無む謀ぼうなところがあったといわざるをえません」

　思い出すうちに複雑な気持ちになったのか、眉根を寄せる閻魔王を見あげたひばちがウンウンと深くうなずいている。

「もちろん、基本的に怪け我がはすべて元通りに、冥土にくる前と変わらぬように治ち療りようして人道に戻していたがね」

　自信にあふれた声音は、千夜の祖母への誇ほこりと愛情が感じられた。

「閻魔王様が、祖母をとても大切にしてくださっていたのがわかります。あの、私子供の頃から祖母の部屋にいりびたってました。たくさんの不思議な品がとても面おも白しろくて、ほとんどが閻魔王様から賜った物だったんですね」

「そうだね。私が澄香を心配して、蝶の役目の力添えになるよう贈ったものだ」

「十王様たちにとって、蝶は仕事を手伝う存在なんですよね？」

　いわば事務的な配下にすぎないのではないかという千夜の問いに、閻魔王はゆっくりと首を振る。

「手伝うといっても、澄香は私にとって特別だった。半身とまでいうと差し支えるだろうが、彼女がいてくれて乗り越えてきたものも多くある。たくさんの実りを与えてくれた大切な存在だ。そんな彼女の能力が大きく発はつ揮きできるようにと、ときどき贈り物をしたということになるね」

　祖母が大好きだった千夜にとって、その言葉はとても誇らしい。けれどいまの自分を顧かえりみると、同じだけの評価はとてももらえないと実感した。

　そんな閻魔王の言葉からも、やはり十王にとって蝶は大切な片腕であり、絆が強いものだとわかる。

「あの……祖母がとても喜ぶ言葉です。それと祖母の遺品になっている品についてなのですけど、大切な物でしたらお返ししたほうがよろしいですか？」

「いや、あれはもう澄香のものだ。それを血縁者のそなたが手にすることがあっても、なんら不思議はないことだ。もちろん同じように使うことは難しいだろうが」

　まるで己の行いを見透かされているような気がして、千夜は閻魔王からわずかに視線をそらした。

　本当は手鏡の使い方を聞いてしまいたかったが、すでに調べ物に道具を使ってしまった後ろめたさで口にはできない。

　代わりに気になる質問を、閻魔王に投げかけてみた。

「あの、気になる話を聞いてしまって。いま冥土で、行方不明の蝶がいるという話なんですが……」

　千夜の問いかけには、しばらくの沈黙が流れた。

　先ほどと同じく閻魔王はゆったりした動作で、千夜の肩をぽんと叩いて告げた。

「その話は事実だ。少し前に起きたことで、痛ましいことにいまだに発見に至ってはいない。もちろん調査は続行されているから、そなたが心配する必要はないがね。熾淵に聞いたのか？」

「偶然……立ち聞きみたいになってしまったのですけれど、伍官王様と話しているのが聞こえて気になって。でも、熾淵には関わるなって、仕事を覚えることを優先しろって頭ごなしにいわれて──」

　ついムキになってしまったのだと、千夜は唇を尖らせる。

「いま私がいえることは、千夜、君はまだ若く純粋だ。そして熾淵は切れ者で機転も利くが、ときどき持ち前の速さに振り回されて見えていないものがある。せっかちなんだな、互いに嚙かみ合あわせが悪いこともあるだろう」

　穏やかな閻魔王の声には鎮ちん静せい作用があるようで、千夜の心をなだめてくれる。

「こういうときに、相手に変わるよう望んでばかりいても、良い結果はもたらされない。互いの距離に慣れてくれば、だんだんと見える景色も違ってくるはずだ」

　与えられた言葉は、そのまま千夜自身の胸にすとんと落ちてきた。

　──そう……せっかちなのは、私もよね。まだお互いに慣れないのは当たり前だもの。長く一緒にやっている十王や蝶たちと比べて、焦っても仕方がないのに。

「はい……ありがとうございます。私も、まずできることから身につけます」
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「千ち夜や、今日の休息では人道に戻り、あちらの者と話せる機会を設もうけます。まずは肉体の無事を確認してから、屋敷の侍じ女じよに伝えることや、他にも用があれば済ませておいてください」

　執しつ務むの合間に熾し淵えんから告げられ、千夜は手元の書面から顔をあげた。

「待って。それは、私が人道に戻されるってこと？」

　やはり言葉の足りない熾淵の言うことは、一度整理しないと話が通じにくい。

「そうです。つまり……貴女あなたが人道においてきた肉体のほうで、一時的に体に意識が戻り目を覚まします。それほど長い時間は滞在できませんので、いつも休息で横たわっているほどの間になりますが、もし戻ってみた人道でなにか不都合があれば、私に報告してください」

「わかりました」

　答えた千夜をまだ熾淵はじっと見ている。首を傾かしげると、まだつづきがあるようだ。

「いずれ……貴女も研修を終えれば、基本的には人道で暮らすことになります。状況によって蝶ちようは冥めい土どとの間を行き来しますが、年齢を考えてもあまり長く冥土に留とどめることは良くないでしょう」

　言葉にされて、千夜も改めて自分がいまこうして熾淵のそばにいるのは、一時的な状況なのだと思いしらされた。

「わ、わかってるわ。そうよ、私だってずっと眠ったままじゃ困るもの」

　うろたえた心をぎゅっと隠して、千夜はすぐに書面に没ぼつ頭とうした。

　当たり前のことだ。どの蝶だって十王とはそうして仕事をしているのだから。

　そしてこの頃は、かなり順調に仕事をこなせるようになっていて、研修の成果も実感していた。

　──不思議、閻えん魔ま王おう様に気持ちを言い当てられたからかしら。最近、熾淵の行動とか顔色にぴりぴりせずに作業に集中できてる。頭がすっきりして、遠くまで見渡せるみたい。

　そろそろ切り上げようかと千夜が筆を置くと、熾淵が近づいてきた。

「……？　なにか」

　まだ作業があるのかと、椅い子すに座ろうとして止まった千夜に熾淵はすっと手を出した。

　机の上に置かれたのは、珊さん瑚ごをあしらったこぢんまりとした櫛くしだ。

　小さな花がいくつも彫ほられたそれは、千夜の年頃の娘が好むような華きや奢しやな意い匠しようで、可か愛わいらしいものだった。

　受け取った千夜の手のひらで、艶つやめいて輝いている。

「これを、どこかへ届ければいいの？」

「……いや、そうではない。そうではなくてですね、貴女の髪かみに……つけていて欲しいのですが」

　思わぬ言葉に、千夜はきょとんとしてしまう。

　熾淵は少し気まずいような所しよ作さで、体をややそむけがちにしている。

「……閻魔王や、他の十王たちもするそうです。自分の蝶には、身を守るための道具を少しずつ贈るのが習わしだと、初しよ江こう王おうにもいわれました」

　その言葉に、言われたからするのだという事務的な響ひびきを感じて、千夜はわずかに落らく胆たんしかけた。

　けれど逸そらされたままの熾淵の整った頰ほおは、ほんのわずかに赤らんで見える。

　それだけで、急に心がぽんと放りあげられたように嬉うれしくなった。

「ありがとう。これは……どういうふうに使うの？」

「それは──日頃は千夜の髪に挿さしておけばいいのですが、もし悪意をもった幽ゆう鬼きや魔物が近づけば、警告の音や香りをたてる物です」

　陰や魔を引き寄せやすくなるのは、『めぐりの蝶』になるための契約を結ぶときにも、告げられた危険要因のひとつだった。

　一度冥土へ渡ってしまった魂たましいは、こちら側に引かれやすくなるという事実。

　千夜は可か憐れんな朱しゆ色いろの櫛を手に取って、しげしげと眺ながめた。

　──熾淵が私のために、身を守れるようにって選んでくれたの……？

　考えた途と端たん、ふわっと胸のうちがやわらかくなる。

「じゃあ、熾淵が櫛を挿してくれる？　ここだと鏡もないし侍女の鈴すず音ねもいないから」

　髪を飾るのに猫ねこの手は借りられないのだと、千夜はひばちをちらりと見た。

　一度受け取った櫛を、熾淵の手に戻して立ちあがる。

　女性の髪に櫛を挿すのは初めてなのだろう。難題を前にしたとでもいうように、熾淵の顔つきがひどく緊張したものになる。

　千夜はいま挿している、小さな輝き石せきがついた髪飾りをはずし、ここだとわかりやすく示して見せた。

　慎重な手つきで、熾淵がそっと髪に触れるのに千夜もつられて緊張する。

「…………！　熾淵、それ耳にぶつかってるわ」

「すまない。ではこうだろうか？」

　最後は自分でちょっと位置を調整して、千夜は納得してうなずいた。

「ありがとう。ちゃんと、一生大切にします」

　本当ならば蝶として、主あるじとなる十王に対してもっと畏かしこまって伝えるべきだったのかもしれない。

　けれど嬉しかったのは蝶としてではない自分で、自然と言葉が口をついていた。

　千夜の脳のう裏りには、自身の死後も大切に残されていた祖そ母ぼの道具と、それを贈った閻魔王の顔が浮かんだ。
















　心がふわっと温かくなり、千夜は足どりも軽く執務部屋を後にした。

　休息を取るために部屋に戻った千夜は、熾淵に渡されていた香を香こう炉ろに入れる。

　この香りがただよう間だけ、千夜は人道に戻れるらしい。

「どうしようかな、これ」

　熾淵に挿してもらったばかりの櫛は、横たわったときに傷つけてしまうかもしれない。

　一旦はずして枕元にそっと置いたものの、嬉しくなって再び見つめてしまう。

　なにしろ櫛は髪に挿してしまうと、自分では見られないのだ。

　じっとその動きを見守っていたひばちに、千夜は真顔で頼んだ。

「お願いひばち。私が眠ってる間に、その櫛が持ち去られたりとか、どうかなっちゃわないように見ていてくれる？」

　ひばちは白くまっすぐな尾をぴゅんと振って、緑の瞳を細めて見せた。

『いっておきますけど……千夜が人道にいく間は、私もつきそうことになるのよ。意識がここになくなっちゃうのは同じなのだけど』

「え、そうなの!?」

『いまの私は千夜の使いでもあるんですのよ。不本意だけれど、澄すみ香かの孫じゃ面倒みないわけにいかないでしょう』

　じつに不服そうに耳を伏せたひばちに、千夜は眉まゆ根ねを寄せる。

『いいから、お眠りなさいな。もう香は焚たかれてるのよ、秦しん広こう王おうの宮殿の奥深くで不届きなんてあるはずないでしょう。そうでなくても、この部屋の周囲の結界は尋じん常じようじゃないんですから。一応櫛は手に持っておけば？　人道でも用心したほうがいいのは同じですわ』

　そういうものなのかと、千夜はひとまず時間を無む駄だにはできないとおとなしく横になると、手の中に櫛を握った。
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　漂ただよっていた清すが々すがしい花の香りが、ふっと鼻先で緑の匂いに変化して千ち夜やは目をあけた。

「あ、家の天てん井じよう……」

　先ほどまで目にしていたのとは違う景け色しきに、千夜は状況を把は握あくした。

　体の感覚が、徐々に指先から伝わってくる。

　先ほど持ったばかりの櫛が、ちゃんと手の中にあるのがわかってほっとした。

　持ち上げて眺めると、寸すん分ぶん違たがわぬ形でちゃんと人道にも持ってこられたようだ。

　めまいを起こさぬように、ゆっくりと体を横にしてから身を起こす。

　御み簾すは下ろされていたが、蔀しと戸みどは開かれているのか庭先に芽吹いている新芽の香りをはらんだ空気が心地ここちいい。

　侍女の鈴すず音ねは千夜より幼おさないが、じつに気が利きく働き者だ。

　主である千夜が眠っているだけなのだとしても、毎日の体の世話から空気の入れ換えまでと、行き届いた手入れをしてくれているのだろう。

　暗くはなかったが、日の位置はどれほどなのだろうかと千夜が御簾をめくると、ゆるい春の日差しはまだそれほど高くなく注そそいでいる。

「まだ、お昼前みたいね……」

　穏おだやかな風景のなか、千夜は懐なつかしく目を細める。

　冥土に研修にいくと決まってから、自分がこうして眠りにつくであろう事情を鈴音には詳しく話していた。

　けれど父親には、いまの自分の状況がどう伝わっているのだろうか。

　千夜は鍵けん条じよう門もん家のひとり娘であり、すでに母も亡なくしたいま、父親にとっては娘の千夜と弟の景かげ光みつが心の支ささえだとも言える。

　御簾から縁えん側がわをのぞいていると、中庭の向こう側の廊ろう下かを歩く鈴音の姿が見えた。

「す…ず、ね……」

　声をあげたものの、ひどくかすれて不安定だ。

　それでもわずかな異変をすぐに察さつ知ちしたのか、鈴音ははじかれたようにこちらを見ると小走りにやってくる。

　千夜は何度か咳せき払ばらいをすると、寝しん具ぐのそばにある道具箱と一緒に、水差しが置かれていることに気づいた。

　さすが鈴音だと感心しつつ、喉のどをうるおして咳払いを何度かする。

　肩を滑すべり落ちた髪に気づいて、あとで櫛を鈴音に挿してもらおうとそっと袂たもとに入れた。

「う～ん、庭のようすだと、私が冥土にいってから数日が経過したぐらいかしら？　季節が移ったりはしてないみたい……」

　冥土では、もっと長い時を過ごしている気がしていた。

　ただ庭木のようすや気温を考えると、さほど月日は経たっていないのだろう。

　……トトト、と急ぎ足で近づいてくると、ぱさっと勢いよく御簾をあげて鈴音があらわれる。

「千夜様！　……良かった、お戻りになられたのですね!!」

「久しぶりね、鈴音。ありがとう、世話をかけたわ。でも、まだ完全に戻ってこられたわけじゃないの」

　ここへ戻る前に熾淵から渡された書面には、宋そう帝てい王おうがまとめてくれた『人道でやること項目』と題して色々と記してあった。

「ある程度時間が経ったら、仕事に戻るためにまた眠ってしまうと思うの。取り急ぎ、いまからやることは……食事と、あと適度に軽い運動をしておくことと……それに父上や景光のようすも聞いておきたいわ、不都合は起きてない？」

　千夜の言葉を聞き漏もらすまいと、待ち構かまえていた鈴音は小さくうなずく。

「少々お待ちください。まずは速すみやかに厨くりやに連絡をして、それから近況についてお話しいたしますわ」

　やがて千夜の目の前には、瞬またたく間まに消化のよい食事の膳ぜんが整えられた。

　柔やわらかく炊たいた粥かゆには、同じように煮こんだ芋いもが入っていてほんのりと甘みがある。

　温めた豆とう腐ふにかけられたすり下ろした大根には、ゆずの香りがつけられていた。

「美お味いしい！　やっぱり体があって味わう食事は違うわ。匂いがはっきりしてる」

　食事をした体は芯しんから温まり、しゃんとした心持ちになった。

　白さ湯ゆを飲んでひと心地ついていると、鈴音が丁てい寧ねいに髪をとかしてくれた。

　千夜は思い出して、大事に袂に入れていた櫛を取り出す。

「鈴音、この櫛を挿してくれる？」

「まぁ、とても綺き麗れいなお品ですね。どうなさったのです？」

　もとより貧しい鍵条門家に仕つかえている鈴音は、千夜の身の回りの品ならばすべて把握している。

　普段はこうした装飾品を欲しがることのない、千夜の性格をよく知っているのだ。

「これは、熾淵からもらったものなの。なにか危険があれば知らせてくれるらしいから、特とく殊しゆなお守りみたいなものね」

「澄すみ香か様が、たくさんお持ちだった不思議な品と同じものなのですね」

　感かん慨がい深げに口にして、鈴音はそっと櫛を千夜の髪に飾ってくれた。

「綺麗な珊瑚の櫛。千夜様の肌のお色に、とても似合っておられますわ」

　その言葉を嬉しく思いながら、千夜はいまのところ冥土では順調に仕事を覚えていると報告した。

「あの……いまの私の状況、父上はどうしてるのかしら。病気じゃないし、ちゃんと説明しようかどうか迷ったんだけど。私の婚こん儀ぎが流れたことでも心配と迷めい惑わくをかけたし、景光の参さん内だいの支し度たくもあるから──」

　千夜自身は、すべてを打ち明けるべきかかなり迷った。

　けれどいまの父親にとっては、嫁とつぎ損そこねて屋敷に残った娘より、貴族としての大事な儀式を控えた、ひとり息子むすこを優先したいはずだろうと考えたのだ。

　なにより姉として、千夜もまた景光の将来を心配していた。

　すると鈴音がわずかに笑みを浮かべた。

「当主様は、毎日欠かさず千夜様のお顔を見に参まいられますよ。私もあまり詳しくお話はうかがえませんでしたが、千夜様の状態についてはお祖ば母あ様の澄香様と関わりがあるのではないでしょうかと、私からも当主様に申し上げてみたんです」

「……ど、どうだった？」

　以前にも千夜が冥土に渡ってしまい、人道で昏こん睡すいしている間に糖とう蜜みつ水すいを含ませるように指示を出したのは父親だった。

「やはり、香澄様のことでなにかご存じのようでした。『なんと……千夜までも』と口にされましたが、一度は医師を呼ばれて病やまいでないと確認されてから、お世話を私にお任せいただきました」

「そう。やっぱり父上はお祖母様から、それなりに話は聞いていたのかもね」

　父にとっては自分の母親が担になってきた務めなのだ。

　徐々に傾いていく鍵条門家を支えるためにも、祖母が持つ宮殿での人脈はかなり役だったはずだった。

「あと、とても不思議なことがつづいていまして──これまでにさんざん整理したはずの蔵から、希き少しような玉や金細工の置物などがでてきたんです。しかも十年以上前に澄香様に助けられたという貴族の方が、静養先から戻られたと多くの謝礼をはずんでくださったりと……」

　思わぬ恵みがつづいているのだと、鈴音は教えてくれた。

　ぽかんとして聞いている千夜の足を、ひばちのやわらかな肉球がきゅっと押す。

『意味はわかるでしょう？』と言いたげに、得意そうに目をくるくるとさせていた。

　──そっか……蝶の契約の報ほう酬しゆうってこういうことなのね。熾淵は具体的に報酬を示してくれたけど、あの世で亡者を導く仕事をして、徳を積むようなことをいっていたもの。十王様から直接金品を渡されるなんてそんなはずないわよね。

　ひどく納得した千夜は、こういう状況も含めて一度人道に戻ってきて良かったとしみじみ思った。

　ただ冥土のことばかりを優先していても駄目なのだ。本来、千夜自身が生きる世界はこちらなのだから。

　当たり前のことを自覚するたび、またも胸の底がちくりと痛む。

「そう、じゃあ景光の参内の準備に当たっては、特別困ってるようなことはないのね」

「はい、とても順調だそうです。千夜様が眠りつづけていることをのぞけば、当主様も弟君もとても忙しくお過ごしですわ」

　ならば自分がちょっと意識がなくて寝倒していても、病ではないと医師のお墨すみ付つきがあれば放っておいてもらえそうだ。

　残してきた家族や屋敷が混乱していないことがわかれば、自分も安心して仕事に励はげめるというものだ。

　するとおずおずと、鈴音が身を乗りだして問いかける。

「あの、以前に少しお会いしました、熾淵様とは……仲良くしておられますか？」

「……ッホ、ン。ゲホッ、ゴホン！　なぁに急に。仲良くって……仕事なんだから、普通にちゃんとやってるわよ」

　なんだか胸の内を見透かされた気がして、千夜は口にいれたばかりの白湯にむせた勢いでうつむく。

　やたらと熱を持った頰を見られまいと、髪が顔に垂れかかるままでいると鈴音の弾はずんだ声が聞こえた。

「それでも、こうして千夜様がお元気になられたので、鈴音は嬉しかったです」

　ほとんど屋敷で寝たきりなのに、元気だと言われるのもおかしな気分だったが、鈴音の声こわ音ねに本当にほっとしたような響きを感じて千夜は首を傾げる。

「元気って……そりゃ、体調が戻るのに少し時間がかかったけど、私別に婚儀が流れたことに落ちこんだりしてなかったわよ？」

「はい、そのことは承知しておりました。それに千夜さまは、そもそも婚約者の清せい十じゆう朗ろう様のお顔も知らなかったのですから」

「そういえば、そうだったわよね」

　婚儀は流れていったものの、はなから相手への特別な感情はなかったのだ。

「あのあと、市いちへ出て清十朗様の話も耳にしました」

「出家なさったあと、お元気にされているの？」

　僧そう門もんに入るというのは、武人だった清十朗が、役目とは言え自分が手に掛けた人々への弔とむらいのために選んだ道だった。

「はい、僧としての修行へ出られるために市で品を求められて、行あん脚ぎやに出られたとか……これまで任地で戦いくさのあった場所を弔われるそうです」

　冥土を一度のぞいてしまった清十朗は、まるで人生が変わってしまった。

　それが良かったかどうかは、この先本人だけにわかることなのだろう。

　──私も、きっとそう。まだ先がどうなるかなんてわからない。いまは、蝶としての役目を果たすことだけ考えなきゃ。

「気になってたんです。千夜様は冥土から戻られたあと、澄香様のお部屋に何度も入られては、恐ろしい巻物やふすまを見てもの思いに沈まれておいででした。最初は恐おそろしい体験をされたのだからと思ったりもしましたが、なにか想いを寄せるようなお顔で、あちらに心を残してきてしまわれたのかと思ったほどです」

　当時を思い出すかのように、静かな声で語る鈴音に千夜は驚かされる。

「私……そんな、だった？　全然、なんの自覚もなかったわ……」

　指摘され、さらに閻魔王と話したいまなら、当時の自分がどういう心境だったかよくわかる。

　あのときは、もう死んでからしか熾淵と会えないという事実に打ちのめされていたのだ。

　──その頃からそんなだったなんて、鈴音にも心配かけてたんだ。

「ありがとう、鈴音がいてくれて本当に良かったって思ってる」

　熾淵のそばにいたいと願う自分の気持ち。そして冥土での役目をがんばることで、鍵条門家もまた望むようになるはずだ。

　気持ちがようやく嚙かみ合あわさってくると、千夜は明るい庭に目をやった。

「少し、体を動かさなくちゃ。鈴音も、散歩につきあってくれる？」

「はい、もちろんです！」

　外出着に着替え、足が萎なえていてはあぶないと、鈴音は杖つえまで用意して散歩に付き添ってくれた。ふたり並んで、屋敷から伸びるなだらかな小道を歩く。

　人や馬の往おう来らいはほとんどなく、落ち着いた細道の先に城下町が見渡せた。

　宝ほう杏あんの都みやこは、先代の帝みかどが堅実な治ち世せいを敷いてくれたおかげで、千夜が生まれる以前から戦が起きていない。

　おかげで都は発展し、人々は賑にぎわった日々を送ることができている。

　見慣れた景色を懐かしむように眺めて、千夜は自分の世界が少しずつ、けれど確実に変化していることを感じていた。

「ちょっと、気になることがあるんだけど──」

　日頃から市場へ出入りしている鈴音なら、詳しいことを知っているかもしれないと千夜は問いかける。

「宝杏の辺りじゃあまり見かけないんだけど、紫がかった髪の色をした人ってどのあたりにいるものかしら？」

　冥土へ持って行った祖母の鏡に映った少女。

　その面おも立だちはあまりに悲しげで苦しげで、なにかを訴うつたえかけてきた。

　──お祖母様の道具を勝手に使っちゃったせいで、閻魔王様にはきちんと話ができなかった……けど、やっぱりあの子は行方ゆくえ不明の蝶と関係があるような気がする。

「……紫がかった髪、ですか。確かにこの辺りじゃ見かけませんね。もう何年も前に、私が母と一緒に出かけたときに、一度だけ目にした気がするんですけど……」

　記憶を引き戻そうとする鈴音の顔が、どこか陰かげったものになる。

「──そうでした。まだ私が子供の頃ですけど、あまり目にしたことがない衣装の一団が市にいて……顔立ちも私たちとは少し違うみたいでした。宝杏から南西に離れた山間にある里が、戦に巻きこまれて焼失したという話をしていて……なかの何人かは髪が紫がかったり、赤や橙だいだいみたいにとても綺麗な色をしていて、私が彼らに見とれてしまって、母に怒られたことを覚えています」

「戦って……、当時も宝杏ではあまり聞かれなかったこと？」

　千夜はまったく初めて聞く話だった。

「そうですね、宝杏は戦をしている両国に対して中立の立場で調停の立ち会いをしたようです。戦災支援は行ったようですから、きっとその人たちは住む場所を無くして、保護を求めて宝杏を訪れていたのかと」

「そのあと、保護された人たちはどうしたのかしら──」

　ひょっとすると、彼らが行方不明の蝶につながる手がかりを持っているかもしれない。

「わかりました。当時のことでしたら母がなにか覚えているかもしれませんし、夕ゆう餉げまでには話を聞いてまいります」

　快こころよく請うけ負おってくれた鈴音に感謝しつつ、千夜は午後の日差しに満ちた穏やかな道を歩いて戻る。

　日差しがある道を歩く心地よさは、生なま身みの体があり太陽の下にいられるからこその恩おん恵けいだ。

　──命が尽つきてから冥土にいったら、また全然違う感覚になるのかしら。それともやっぱり太陽や月が恋しい？

　それとも生きたまま冥土を行き来する自分には、死後であってもあの世を慣れ親しんだ光景に感じるのだろうか。

　屋敷に戻った千夜は、父親に宛あてて手紙を書いた。

　弟の景光が、晴れて帝のもとに参内していると聞いて喜んでいること。心配をかけてばかりだけれど、娘を信じていてくれると嬉しいと気持ちをつづる。

　いまや熾淵のもとで日々大量の書簡を作ることもあり、ずいぶんと筆も操れるようになった。

　父がかつて望んだような、年頃の娘らしいしっとりした風ふ情ぜいはまったくないが、りりしい文字で伝えられることもあるだろう。

　人道に戻ってきてまだ一日も経たないというのに、千夜は冥土に残してきた仕事のことや、それらをこなしているはずの熾淵の姿を思い浮かべてしまい苦笑した。

　やがて夕餉の膳を持って鈴音があらわれると、千夜のおなかは盛大に音を立てた。

「千夜様ったら……すっかりお元気なのはなによりですわ」

「やぁね。なんだかすごくいい匂いがするから、つられたのよ」

　小芋の煮つけに魚のあぶり、潰つぶした飯に味み噌そを塗ぬって焼いたもの。椀わんには薄うす桃もも色いろの麩ふを浮かべた吸い物があり、千夜の好物が並んでいた。

「先ほどのお膳を召し上がって散歩もできたのならばと、厨の者と相談いたしました。またしばらくお仕事に戻られるのですから、きちんと精をつけていただきませんとね」

「ありがとう、鈴音」

　自分のことをよくわかっていてくれる鈴音の心づかいに、深く感謝しながら千夜はしっかり食事を取った。

　ときおり傍かたわらにいるひばちが、千夜の手や袖そでにぎゅっと桃色の肉球を押し当てて魚を催さい促そくしてくる。

「ちょっと……やめなさいよ。行ぎよう儀ぎの悪い……」

　小声でたしなめるものの、ひばちも引き下がらない。

『私だって、人道にいるときにしか実体をもちませんもの。こんなに香こうばしい匂いがしていて、あきらめろというんですの？』

　小声でぶつくさと文句をやめないひばちのために、千夜は庭の枝から大きめの葉を取ってきてもらい、むしった魚を少々わけてやることにする。

　食事を食べ終えると、鈴音はさっそく母親に確認してきたという、昔あった近隣での戦のことを話してくれた。

「私が子供の頃に見た一団は、隣国の櫂かい景けいと、さらにその奥にある眠みん紙しの間にあった小さな里を逃れてきた方たちでした。地図にもなく、名前もわからぬ隠れ里だそうです。少し不思議な力を持つ民がいて、その里を尋たずね歩あるく者もいるとか……」

　鈴音が口にする国は、千夜も初めて聞くものだ。

　なにより自分の屋敷からも満足に出かけられない千夜にとって、他国の存在は想像の外のことだった。

「ですが、彼らは避難してきた宝杏に落ち着くこともなくて、一時的に身を寄せただけで都を出ていったそうです」

　宝杏が仲裁に入り、戦をしていた両国が調停に入り始めていたこともあり、国は彼らをそれ以上追うことはしなかったらしい。

「じゃあ、本当にそれきり……」

「えぇ、これは噂うわさ話ばなしですけれど、その里には伝えられた宝と忘れられた神が祀まつられていたそうです。里はすべて戦で焼き払われて、跡形もなくなってしまったという話ですわ」

　食事中にするには気の滅め入いる話だったからだろう。白湯を出してから教えてくれた鈴音は悲しそうな表情だ。

　確かに冥土で亡者の書面を整理していると、戦による落命は多い。宝杏を離れれば、小競り合いもいれると戦が多いのだろう。

　そして周辺国と常に間合いを計り、戦闘を避けるために宝杏にも軍があるのだ。

　もともと千夜の夫となる予定だった婚約者も、帝の覚えのめでたい武人だった。

　けれど彼は人の命を手に掛けたことを後悔していると、苦しげに口にしていた。

　──冥土にいて、毎日あれだけの死者が熾淵のもとにくるんだもの。誰だれもが病や寿命のはずもないわ……。

　千夜は自分が助力となるべき仕事の大きさを、改めて感じさせられた気分だった。

　宝杏の国の外で起きていることまで、あまり気にかけたこともなかったが、亡者に国境はないのだ。

　十王の蝶となったいま、世界はどこまでも広がっていく。

　わずかな期待と大きな不安に、千夜の胸のうちは少し重たくなったが、それでもなお熾淵の元に戻りたいという気持ちが強い。

　そのとき、ふと微妙な感覚を味わって気づく。

　人道に戻ってから忘れていた、冥土の自室で焚いていた香の匂いが再び漂いだしたのだ。

　自分が人道にいられる時間の終わりを告げているのだと、千夜は直感した。

「鈴音、きっと私は今晩床とこにつけばまたしばらく眠ってしまうわ。手紙を父上に渡しておいてね」

「はい。千夜様の無事のお帰りを、いつでもお待ちしております」

　にこりとやさしさに満ちた笑顔と声音で告げられ、千夜ははたっと床に手をついた。

「…………鈴音ったら、本当に……もう天てん女によみたいなんだから、また鈴音に会うためにがんばってこようって思えるわ！」

　鈴音のあまりの可憐さに胸打たれながら、千夜は再びやる気に満ちあふれて床につくことができた。
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「ただいま、戻りま──……ふぁっ!?」

　目をあけた千ち夜やは、息がかかるほどの近さに熾し淵えんの顔があったことに驚き、瞬まばたきもせず静止した。起き上がれば、すぐに顔がぶつかってしまうだろう。

「…………な、なに、か」

「その何事かがあってはならないと思い、目を覚ますのを見張っておりましたが」

　堂々と答えられ、悪意や含みが微み塵じんもないことはわかる。

　そして至近距離にいる熾淵に、年頃の女性に対する配はい慮りよを求めても無駄なのだと、千夜は改めて思いしらされた。

　ぐいっと手を前に出して熾淵を遠ざける。ようやく体を動かした千夜は、軽いめまいに額ひたいを押さえた。

「無理をしてはなりません。大丈夫ですか？」

　慌あわてて熾淵は千夜の動きを制したが、その背後、部屋と庭の間にある濡ぬれ縁えんのほうから含み笑いの声が聞こえてきた。

「大丈夫もなにも、いきなり女性の寝所に入りこんで、しかも寝顔が丸見え状態の場所に熾淵がいることが一番の問題ではないのかな？　せめて御簾の外で、『姫君のご機き嫌げんはいかがでしょうか？』ぐらいのうかがいを立てるものだ」

　聞き覚えのある声は、初しよ江こう王おうのものだ。

　十王のふたりが己おのれの寝所に詰めかけるとは、やはりなにかあったのかと表情をこわばらせる千夜に、笑いをこらえた初江王の声が聞こえた。

「ごめんね千夜ちゃん。止めようとは思ったんだけど──」

　面おも白しろがって放っていたのだということは、いわれなくても察せられる。

　初江王自身は、一応部屋の外に立ち、なかを見ないように気づかってくれている。

「初江王様までおいでとなると、何事かありましたか？」

「いや、驚かせてすまないね。私は単なる野や次じ馬うまなんだけど。ほら熾淵が、千夜ちゃんと蝶の契約をしてから、初めて自分の蝶を人道に戻すことになっただろう？　体調のことはもちろん、このまま戻ってこないのではとか、戻るのを嫌いやがってたらどうしようかって、不安が大きいみたいだから先せん達だつである私が付き添いに──っ」

　千夜のすぐそばにいた熾淵が、手近にあった枕を廊下に向かって投げつける。

「……って、ごめん。悪かったって、後半はほとんど私の推測だけど、きっとそういう不安があるだろうなーって、付き添いにきてやったんだ」

　付き添いと名乗る野次馬でしかない初江王の言葉に、千夜が顔をあげると熾淵はぱっと顔をそらした。

　──まさか、いまの話ほんとなの？　あ、でも人道に戻る前に櫛をくれたし……本当に心配してくれてたのかも。

　千夜が慌てて敷布の上をさぐると、ちゃんと櫛は握っていたようだ。

　それを見た熾淵がすっと手を伸ばすと、自ら櫛を取って千夜の横髪を軽く指でなでつけて、すっと挿してくれる。

　熾淵の行動があまりにさりげなく自然だったため、気づいたときには千夜の頰はいっきに赤らんだ。

　わずかに身をのけぞらせて、距離をとったもののもう遅い。

　熾淵の背後には、いつの間にか遠慮を無くしたらしい初江王がこちらをのぞきこんでいて、必死に笑いをこらえるため口元を押さえてむせていた。

「……なんです、奇き妙みような鳴き声をたてて」

「グクッ、フフンッ……いやいや、実にいいんじゃないかな。蝶のことを自然に思いやれる主は理想だよ。我ら十王は誰だってそうあるべきだ、うん」

　初江王はどうやら笑いをこらえすぎたのか、語尾の裏返った珍妙な声で返事をしている。

　自覚はないものの、からかわれていることはわかるのか、熾淵は不満げな顔つきですっと立ち上がった。

「私は執務に戻ります。千夜、支度が済んだらきなさい」

　それだけ告げると、熾淵はさっと衣ころもの裾すそを翻ひるがえして部屋を出ていってしまった。

　大おお仰ぎようにその肩を避けて背中を見送った初江王は、すぐに落ち着いた表情で千夜を振り返る。

「やぁ、申し訳ないね。うら若き女性の寝所に近づくなど……しかも、君は熾淵の秦広王の蝶だっていうのに。こんな背はい徳とく的てきなことに胸をときめかせてしまっては、宋そう帝てい王おうに切り刻きざまれてしまいそうだ」

　千夜はじっと初江王を見つめて、つぶやく。

「まったく、ときめいてなんておられないでしょう？　初江王様がこの宮殿を訪れるのは、熾淵をからかうためだってわかってますよ？　私がそれにちょうどいい話の種だってことも──」

「やだな、誤解だよ。私は十王だからね、絶対に噓うそはつかないさ。正直にいうなら、もちろん不慣れで初う心ぶな熾淵を楽しみにきてるけど、蝶を務める君を心配しているのも真実なのだから」

　急に口調を真剣に改めて、寝所の床に膝ひざをついた初江王はどこまでも大まじめだ。

　まとめられた金の髪のまぶしさに、千夜はつい視線をさまよわせてしまう。

　そのややくすんだ灰金色の目に、ふと脳裏をよぎったのは千夜自身これまで気づかなかったことだった。

「十王の皆さんが、熾淵と私の研修を心配してこうして訪れてくださることには本当に感謝しています。最初の審しん理りであれだけ亡者がいるんですから、このあとも激務なのは同じですもの」

　礼を述べた千夜は、気になっていたことを質問した。

「あの、ちなみに十王であっても、必ず蝶との契約があるわけじゃないって、熾淵を見てたらわかるんですけど。……初江王様の蝶は……どちらにいらっしゃるのですか？」

　尋ねている途中、千夜はどことなく予感があった。

　初江王はとても丁寧に、熾淵に蝶に対する助言をしている。

　宮殿が近いよしみもあるだろうが、これまでに蝶と契約したことがあるはずだ。

　それを裏付けるように、初江王は表情は笑みのまま視線を遠くする。

「私の蝶かい？　いるはずだよ、まだ必ずどこかで無事にいるはず……なんだ」

　返された言葉に、千夜はただ黙っていた。

　初江王はすっと指を伸ばすと、千夜の髪飾りに触れる。

「大切にしていたんだ。同じように髪飾りや櫛、帯おび留どめ、人形も送った。まだ幼くて小柄な子だったからね、私は少しでも力になりたかった」

　そう口にして言葉を切った初江王は、気まずさをごまかすようにおどけた笑顔を見せて目を伏せた。

「冥土に新米の蝶がくるなんて久しぶりのことだから、思い出してしまうね」

「その蝶が、私に似ているとか？」

「いや、全然」

　即答されて、千夜が脱力すると初江王は教えてくれた。

「けなげな子でね、必死に仕事を覚えてくれるんだ。彼女がいてくれて、私はいまの務めがずっと楽しくなった。亡者を導く日々を充実させてくれてる、かけがえのない存在になっていったんだ──」

「それは、似ていないでしょうね。私だってそれなりに、自分が周りにどう見えてるかはわかるつもりです」

　けなげな献けん身しんもなければ、主の心をそこまで充実させられるだけの助力に、自分がなれているとも思えない。

　ククッと小さく笑いをもらすと、初江王はもういつもと変わらぬ口調で答えた。

「いや、千夜ちゃんの頑がん張ばりは十分すぎるほどだよ。熱心で懸けん命めいで、とっくに熾淵の心を揺さぶってる。最近のあいつときたらもう、面白くて……」

　けれど初江王の言葉を、千夜は素直に受け取れなかった。

　常に冷静沈着な熾淵の性質やふるまいを思うと、果たして自分がいい影響になっているかどうかは不明だ。

「私がいることで仕事に支障がでたり、迷惑になるのかもしれないと最初は思いました。もう、いまはそういう考え方はやめましたけど」

「それは良い心がけだね。どの蝶も、十王にとっては心の寄りどころなんだよ。無論、我々は人ではないけれど感情がないわけではない。むしろこの揺らぎがなければ、人の魂を量ることなどできないからね」

　そういうものなのかと、理解がおよばないながらに千夜は首を斜めに傾げる。

「でも、こうしてお話を聞いていると、やっぱり気になります。先日、伍ご官かん王おう様がいらして熾淵と行方不明の蝶について話してたんです。まだ捜索中だって──詳しく話を聞こうとしたら、首をつっこむなと叱しかられました」

　すると初江王は、千夜の手を取り着物の袖をあげると腕を軽くひねった。

　手首の内側を上向けられると、そこに小さな蝶の姿がある。

「ここにある印しるしは、主である王のここにつながっている」

　そういってすっと左手をあげた、初江王の手首よりやや肘ひじにあがった位置に、複雑な編み目の組くみ紐ひものような模様があらわれた。

「これが十王と蝶を繫つなぐ誓ちかいの印なんだ。この印が消えていないということは、私の蝶がまだ存在しているという証明でもある」

「あの……初江王様の蝶が消えてから、どのぐらい経っているんですか？」

　千夜の問いかけに、初江王はやや考えているようだ。

　──そうか、私つい人道のくせで日付で考えてしまったけど、ここじゃ時間の流れはまったく違うものになるのよね。

「最初に、あの子が私の側そばにきてくれたのは、貴女方がいうところの四季を十めぐるほどさかのぼった頃です。とても大人しい女の子で、不ふ憫びんな事情もあって、私が預かることになったんです。けれどいつのまにか仕事を手伝ってくれていて、蝶として契約が結べるように閻魔王にお願いしました」

　初江王がかすかに眉をひそめたのを、千夜は見逃さなかった。

　──熾淵が笑顔をあまり見せることがないみたいに、初江王様は悲しい顔を見せたくないのね……。

　気づいてしまった事実に、さらに詳しく話を聞きたくなる。

「では、その……？」

　初江王はすっと立ち上がると、千夜が立ち上がるのに手を貸してくれて質問を遮さえぎられてしまった。

　こういうさりげない気づかいを見せる初江王は、それだけうまく人を遠ざけてしまうのかもしれないと千夜にもわかった。

「私も、いなくなった蝶を捜すためのお手伝いがしたいんです」

　千夜の申し出に、初江王ははなから取り合う気はないようだった。

「まさか、まだ千夜ちゃんは研修中だろう。横からよけいな仕事をねじこんだら、私が熾淵に恨うらみ殺されるよ。とにかく私の蝶については閻魔王をはじめ、他にも手を尽くしてくださっているから、君は自分のことに専念するんだ」

　穏やかだが有無をいわさぬ声音に、千夜はそれ以上踏みこめなくなる。

『駄目よ千夜。わかるでしょう……これはかなり深刻な状況なの。新米が首をつっこむのはおやめなさい』

　足下からの声に下を見ると、ひばちが厳しく緑の瞳ひとみを光らせている。

　誰もが自分をこの件から遠ざけようとするが、そうされるほどに千夜の頭には帰ってこられない蝶のことが浮かんでしまう。

　返事をしないまま、千夜はすぐに衣装を整え始めた。すると鏡に映った自分の髪に、熾淵が挿してくれた櫛が目につく。

　再び、手鏡にあらわれた少女の面おも影かげが思い出される。

　初江王は自分の蝶を守るための品をいくつも贈ったといっていた。鏡で見た少女はなにか身に着けていただろうか。

　──……思い出せない。でもあの子がその蝶なんだとしたら？　私はいまこうして人道から戻ってきたけど、どこから帰れなくなったの？　どこかで迷ってるか……それともまさか人道のどこかに？

　他の十王の蝶と近しい交流もなかったが、彼らが自分のように人道に戻ったときに、なにか手がかりを聞けないだろうかと考える。

「駄目ね、それは……」

　小さくつぶやいてため息をつく。

　なにしろ冥土の蝶たちは、それぞれが顔や姿を隠したり形を変えて、わざわざ身元を隠しているのだ。人道での居場所や立場を知ることは難しい。

　──だとしたら、冥土のどこから姿を消したのかをつきとめるしかない……。

『千夜、急ぎなさい』

　考え事をしているのを見透かしたのか、ひばちに急かされて千夜は仕事に戻ることになった。
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「いいですか。まずはこちらの書類を持って、表に並んでいる亡もう者じやの生前記録書から確認の聞き取りを行い、内容照合していってください。差異があればすべて朱で書きこみを。そのあとは現在の獄ごく卒そつの人数配置図と、名簿一覧の変更箇か所しよをまとめて各部署へ配布確認に押おう印いんを。それが済んだら──」

「ぬ──、んぐぐぐ……」

　熾し淵えんが容よう赦しやなく仕事内容の指示を連ねていくと、千ち夜やはうなりをあげつつ、一言一句もらすまいという形相で筆を握にぎりしたためていく。

　一度人道に戻したときには、もうこちらに戻ってくるのを嫌がるかとも考えていた。

　周囲から言われなくても、熾淵自身が千夜にずいぶんと無理をさせているのはわかっているうえ、満足に労いたわってやれている気もしなかった。

　仕事についている間の千夜は、始終気むずかしい表情だ。

　本来であれば今頃人道で花嫁になり、娘らしい華はなやいだ環境にあったはずだった。

　それでも傾きかけた家を立て直すため、千夜は蝶の契約に踏み切った。

　過去の記憶を知ることでも、千夜がいつでも周囲のためにと立ち働いていることがわかる。

　冥土での仕事も決して手を抜かず、徹底して十王である自分の役に立とうという姿勢は変わらない。その心構えは、負けず嫌いでやさしい千夜ならではのものだと、いまはもう知っている。

「はい、了解しました。なんとかめどは立ちます。これが片付いたら少しは亡者の列も整理されるから、熾淵も休憩できるんじゃない？」

「千夜、貴女は私に休憩して欲しいのですか？」

「…………そうね。十王様たちって寝なくても食べなくてもいいって聞くけど、それって疲れたりもしないってことなの？」

　人の感覚にはいまだになじめず、千夜の質問は首を傾げることも多い。

　けれど思い返せば、初しよ江こう王おうなどはよく執務の合間に「いい加減、気分を変えたいもんだな」とこぼしたりしている。

　視察と称して、半なかば楽しみをかねた外出を宋そう帝てい王おうがしていることも知っていた。

「疲れる、ですか」

「そうよ。仕事が遅れたり問題がつづくと、熾淵は目元がけわしくなってため息が出て、筆を潰すのが早くなるのよ。つまりそういうことが、疲れてるっていうことなの」

　熾淵は驚いて千夜を見た。仕事に必死になっているようで、千夜はそれほど周囲に目を配っていたのかと驚かされる。

「私は……疲れていたのですか……。そうですね……審理ばかりではなくて、視察にも出たいとは常々思っているところです。それに貴女にも、もう少し詳しく冥土の案内をしなければと考えていたところでした」

「ほんと!?　まだお会いできてない十王様たちにも、御ご挨あい拶さつできるかしら」

「そうですね。他にも時期をみて、冥土から先の各界についての勉強会もしたいと思っているところです」

　答えると、千夜の表情がぱっと明るくなる。

　年頃の娘にしては考えがたいことだったが、千夜は獄卒の鬼や獣けもの、さらには亡者に対してもあまりひるむところがない。

　早くに身内を亡くしたこともあるだろうが、なにより好奇心が強いのだ。

「だって亡者って、もともと生きてた人でしょう？」なにを恐がるのかわからないというのが、本人の弁だ。人道から戻ってからは、帰りたがるどころかいっそう張り切って仕事にかかっているのがわかる。

「千夜……」

「？　はい」

　突とつ如じよ名を呼ばれて、部屋を出ていこうとしていた千夜が、わずかに疑問の色を浮かべて振り返る。

「その……家に戻ったときにわかりましたか？　蝶の報酬についての説明をしていないままだったと思おもい至いたりましたので──申し訳なかったと」

　わずかな間を置いて、「あぁ」と会得したように千夜が苦笑する。

「どうしたの熾淵、急に丁寧なこといいだしたりして。やっぱり疲れてるんじゃない？」

「いえ、そうではなくてですね。十王として、蝶の主として私は色々と至らないところが多いと、初江王から……いえ、他の者からも忠告を受けていましたし、事実その通りだと思うところはあります」

　奇妙な顔をしている千夜に、熾淵もだんだん自分がおかしなことを口にしただろうかと不安になる。

「そんなふうに、思ってくれてたのね」

　ふわっと、そよいだ風にゆれる花を思わせる千夜の表情が、胸のうちに焼きつけられた。

「……そうですね、貴女に伝えていませんでした」

「報酬についてなら、戻ったときに鈴音と話をしていて、なんとなくわかったわ。直接金品を渡されるんじゃなくて、富が流れてくる現象が起きるのね」

　もともと聡そう明めいなところがある千夜は、すぐに察することができたようだ。

　けれどこうして、千夜自身に気づかせひとりで納得させている部分が、他にもたくさんあるのだろう。

　熾淵はさらに己の振る舞いを思い返す羽は目めになった。

「もし、他にも聞きたいことがあればいってください。どうやら貴女に、色々と不便を強しいているようだとわかりましたから」

「もともと、そんなに気兼ねなんてしてないわ。でもそれなら、これからもいいたいことは口にさせてもらう」

　少しだけ愉快そうに笑顔を浮かべると、千夜は足取りも軽く、書類のある別室へと向かっていった。

　執務机についたまま千夜の背が消えるのを見送って、熾淵はがっくりとうなだれた。

　机の表面にうずをまくように髪が落ちて、こんなふうに机につっぷしたくなるのは、いつ以来のことだろうかと不思議な気持ちになる。

　周囲に獄卒の姿がないのを確認して、熾淵は背後の棚たなの薄い引き出しに隠し入れた書面を取り出した。

　細かな字でびっしりと書きこまれたそれは、伍ご官かん王おうが持ってきてくれたここ数年の調査記録をまとめたものだ。

　好奇心の強い千夜に伝えれば、調査に関わりたがるだろうと教えてはいなかったが、やはりここしばらく死し出での山やまを越えてくる亡者の数はおかしい。

　そもそも千夜と自分を結びつけた縁えんも、決して喜ばしい事情ではなかった。

　地獄の鬼が、より業ごうが重く罪深い魂を持つ亡者を求めた結果、人道に入りこんで細工をしていたのだ。

　それにより、本来死ぬはずのなかった千夜の婚約者が亡者となり、裁かれるべき人物がさらに罪を重ねていた。

　徳を積むのも罪を重ねるのも、それは当人の選んだ結果で、本来の縁えにしならばあるようにしかならない。

　けれど結果を知っている者の手によって歪ゆがめられた縁となると、亡者を裁く十王は正確な判断を下せなくなるのだ。

　こうした事件を経へて、十王会議が開かれた末はっきりしているのは、人が自身で行う選択や結果に、冥土側の利害を持ちこんではならないということだ。

　熾淵は資料をつかむと、窓のないこぢんまりとした私室に向かった。

　そこには、あらかじめ呼び出していた初江王の姿がある。

「やぁ、千夜ちゃんと楽しい仕事の時間は終わりか？」

「貴方はいつも楽しそうですけれどね……。けれど、本当はちっとも笑ってなどいなかったということでしょう」

　いまならそれがよくわかると、熾淵は細くため息をついた。

　初江王は用意されていた茶器を手に取ると、蓮はすの花をかたどった砂糖菓子を指でつまむ。

「さぁ、自分が周囲にどう見えているかなど気にしたことはないからね。でも、まさか熾淵のところにきて、茶だの菓子だのが出される日がくるとは思わなかった」

　口調を弾ませる初江王は、どこからみてもからかいに満ちているし、悲ひ嘆たんにくれているようすはどこにもない。

　熾淵はダン、と机に書面を叩たたきつけた。

「どうした、なにがお気に召めさない？」

「召すとか召さないではありません。私ならばいまの貴方の状況は考えられないと……そう思うからです」

　いまの自分が、もし初江王のように千夜を見失ったら……そう考えるだけで正気を保っていられるかも怪あやしい。

　蝶を迎えてから仕事の手順が変わり、効率が一時的に落ちはした。

　周囲から自分ばかりが逐ちく一いち忠告され、無意識のうちにそれにいらついているのだろうかと考えたりもしたぐらいだ。

　けれどいまならわかる、執務についてなど些さ末まつな問題だ。

　流れや時間に変化があったとしても、ちゃんと手順通りに進めれば、亡者の審理は必ず片づいていく。

　むしろ自分の気持ちが振り回されていたのは、千夜自身にだった。

「熾淵。お前も色々と自覚し始めたところだろうが、やはりそこに立たなければ見えない景色ってものがある。通常の人間が、死んでみなければ冥土を拝おがめないように、蝶との契約だってしてみなければわからないもんだ」

　いま穏やかに聞こえている初江王の言葉は、本当のところはそうではないのだろう。

　にこやかで、誰にでも軽口をたたく初江王は、もうずっと心に大きな穴と痛みを抱かかえているはずだ。

　こうして同じ十王の責を負う自分ならば、できることもあるはずだと熾淵は考えていた。

「いま人道で動いていた鬼の動きを追っています。それと千夜の祖母君のように、これまで十王の蝶を務めた者たちの履り歴れきと、贈った物があればその行方も……かつて千夜が冥土に迷いこんだのは地じ獄ごく屛びよう風ぶがきっかけでしたが、思わぬ品がこちらと人道を繫げてしまう可能性がある」

「行方不明の蝶の居場所が、人道だっていうのか？」

「いえ、直接そうとはいえません。ただ前回のように、亡者を狙ねらった動きをする者もおりますから、合わせて調査の対象になるでしょう」

　熾淵は資料を広げ、初江王にひとしきり説明することで、自らの思考と情報を整理していった。

　命が尽きて冥土にくる亡者以外で、不可解な動きの有う無むを知るために、手がかりは徹底して洗ってある。

　冥土や地獄に出入りする鬼や獄卒はもちろんだが、彼らが外部の幽鬼や魔物とも通じており、生きた人に関わるとなれば放置はできない。

「なぁ、熾淵。無論こちらでもずっと調べは進めている。前の事件を起こした鬼も閻魔王におねだりしてね、それはもうみっちりと時間をかけて問とい質ただしたよ」

　初江王はにこやかに笑みを浮かべて、己の袂から小こ瓶びんをいくつも取り出しはじめた。

　ことん、ことんと音を立てて増えていくさまざまな色の小瓶に、熾淵はわずかに顔をしかめたが、本来初江王の裁きは容赦のないものだ。

　けれど自分が彼ならと思えば、どんな所行にも驚きはしないと思える。
















　やがてふたりは互いに集めた情報をすりあわせると、さらに調べが必要な場所や内容について話し合った。

「そういや今日、千夜ちゃんに行方不明の蝶について聞かれた」

「私はこの件に、千夜を関わらせる気はありません」

　即答した熾淵の言葉に、わかっていると初江王はうなずく。

　なにより目の前に置かれた熾淵の報告書に目を通せば、その判断は間違いではなかったとわかる。

　熾淵は厳しい表情を浮かべて、初江王と向かい合って座った。

「これまでにも、審理をする亡者について記録を取ってきました。それをこれまでのものから五十年分ほどさかのぼって、亡者の出自から死亡原因まで詳細に調べました。もちろん傾向はその年とし毎ごとにあります。流は行やり病やまいの有無、天候、災害、戦争そうした要因がなにより大きくかかわります」

　亡者を最初に受け入れる十王として、熾淵はそうした亡者の背景を気にかけてきた。

「もちろん、天候は人が操作できるものではありません。ですので、これまでも統計や起因は関連づけてきましたが……全部の原因を関連づけてみたことはありませんでした」

　熾淵の言葉に、初江王ははっとしたように顔をあげる。

「全部……？」

「人であれば操作不可能なことであっても、千夜が巻きこまれたように鬼や幽鬼の存在が絡からんでいるとすればどうです？　病も殺人も戦も、人の欲求ではないところで起こされたものがあれば……」

　人道でのみ起こる現象が、まったく違ったものになってしまう。

　異界からの干渉という要因を、これまでの調査には関連づけてこなかったのだ。

「まだ、調査の段階ではありますが──やはり人道に残された遺い物ぶつの数々が、冥土側の力を作用させているようです」

　十王と人道を繫ぐ蝶の存在。

　もともと数が多くいるわけではなく、ふたつの世界を往ゆき来きする特異な存在のためにと渡した賜たま物ものが、そのような影響を及ぼすとは想定外だった。

　目の前に置かれた数々の調査結果に、初江王は目を伏せてうなずいてみせる。

「そうだな、私も考えを改めよう」
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　千ち夜やは手鏡にあらわれた少女のことを、熾し淵えんに伝えるべきか悩んでいた。

　さらに人道に戻ったときに、鈴すず音ねから聞いたことも含めると、なにか関連があるのかもしれないと思ったからだ。

　──うぅん、考えてみるとあの女の子。口元に貼はられてた御お札ふだみたいなのも、もしかして蝶ちようが顔を隠すためのものなのかもしれない。年ごろも性別も、初しよ江こう王おう様から聞いた蝶と一致してる気がするのよね。

　しかし考えている間にも、熾淵から頼まれる仕事の量は膨ぼう大だいかつ多た岐きにわたるようになり、落ち着いて話をする間もない。

　──行方ゆくえ不明の蝶を捜すのに、私が勝手に動いてることが知られたら、やっぱり止められるだろうし……。

　調査に関わるなと口にした熾淵の表情は厳しいものであり、さらに蝶の主あるじである初江王本人にも同じように遠ざけられたのだ。

　しかし躊ちゆう躇ちよしているうちに、熾淵が視察と報告のために宮殿をしばらく留る守すにすることを知らされた。

「そんな、唐とう突とつに──しばらく留守になるの？」

「えぇ、それに戻ってくる頃には千夜、貴女あなたの研修も終了となります。最終日には、閻えん魔ま王おうから採点をいただくことになりますから」

　研修が終わると聞かされ、千夜はしばらく茫ぼう然ぜんとする。

　こんなにもあっさりと、自分はもとの生活に戻されるのだ。

　どうやらここ数日に渡って、怒ど濤とうのように流れてくる仕事はそのためだったのかもしれないと千夜は納なつ得とくした。

　熾淵は相変わらず、そっけないほどの態度で車を用意させると、報告に出かけていってしまった。

　大量の仕事に囲まれたまま、執務室に残された千夜はぐっと唇くちびるを嚙かみしめる。

　研修が終わるのはわかっていたことだ。閻魔王にもう一度会って挨あい拶さつできるのもありがたい。けれど、どうしても気持ちが波立った。

「留守にするなら、もっと早くにいっておいてくれればいいのに」

　相変わらず、熾淵の言葉足らずなところはもう仕方がないのだろう。

　これだけ側そばにいても気持ちが通じないというのに、人道に戻ってお互いちゃんと仕事になるのだろうかと不安も感じる。

　千夜は落ちこんだ気持ちを振り払うように、審しん理りが終わった亡もう者じやたちの後追い資料をまとめ始めた。

　最初の審理を経へて三さん途ずの川かわを渡り、次々と十王たちの裁きを終えた者たちの行き先は、閻魔王によって裁定される。

　けれどその先でも審理が行われていることに千夜は気づいた。

「そうなのよね。十王って……当たり前だけど十人いるのよねぇ」

『いまさらそんなこと口にして、まさかわかっていなかったの!?』

　傍かたわらで仕事の手を眺ながめていたひばちが、情なさけなさそうに耳を寝かせる。

「さすがに、冥土にきたあとにもう少し勉強したわよ。閻魔王様のあとにも二人の王様の審理があって、それから行き先に送られるんでしょう？」

『そーよ。閻魔王様が裁定をなさって、間違いがないかを再度審理して、さらに納得いかない亡者たちを行き先に叩たたきこむまでが、十王様たちのお仕事なの』

「そうよね、全員が裁定結果に納得するわけないものね。悪党ならなおさら──」

　千夜にとって一番意外だったのは、閻魔王が下した決定をさらに再さい吟ぎん味みするための王がいることだった。

『そうよ、伍ご官かん王おうや閻魔王が扱える道具を同じように使い、間違いがなかったかを確かめるために変へん成じよう王おう様がいらっしゃるんだから』

「で、そのあとに、実際に亡者を行き先に放りこむ、実力行使をなさるのが太たい山ざん王おう様でいらっしゃるんでしょう？　まだお会いしたことはないけど、いったいどんな王様なの？」

　まだ研修中の身で、なおかつつづいている多た忙ぼうのあまり、結局千夜は冥めい土どにいる十王全員に挨拶をすることもままならない。

　蝶の役目で他の王のもとへ使いに出されることもあるだけに、いずれは挨拶をすることになるのだろう。

『変成王様は……ちょっと独特でいらっしゃるけど、仕事がとにかく精せい密みつで確かなお方よ。でも緻ち密みつに精査をなさるあまり容よう赦しやがないから、亡者から恨うらみを買うこともあるって聞いたことがあるわ。対して太山王様は武人のように勇いさましいわね。甲かつ冑ちゆうを身につけて、武器の扱いにも慣れていらっしゃるの』

　聞くだけでもずいぶんと対照的なふたりの王だったが、それぞれの職務を思うとそれも当たり前なのかもしれない。

『とにかく、おふたりのところへ向かう亡者は、閻魔王様から一度は裁定をいただいている身だから、魂たましいはその先の六道に繫つながりかけているの。それもあって、おふたりの宮殿がある辺りはとても不安定なのよ』

「不安定って、どういうことなの？」

『道や建物の位置や存在が一定ではないってことよ。獄ごく卒そつでもうかつに入りこめば、戻ってこられなくなったりするわ』

　言げん外がいに近づくなという思いがこめられたようなひばちの声に、「ふぅん」と千夜はうなずいた。

「そんな場所があるのなら、ひょっとして行方不明の蝶も迷まい子ごって可能性はあるのよね？　だいたいここには太陽も月もなければ、五ご色しきの雲で空はいっつも濁にごって見えるし、人道にいる蝶にとってはなじみづらいわ」

　千夜自身がそう感じていることもあるが、初江王の蝶は幼い少女だっただけにより心配になる。

　冥土から先は、恐ろしい場所が多い。千夜は一度迷いこんだ、修しゆ羅ら道どうの空を思い出してぞっとする。

　あそこは常つねに炎ほのおが燃えさかり、すべての空間が赤く染まって見えた。

『迷子に関しては、もちろんその近辺だって捜そう索さくされてるはずよ？　それに迷いこんだ先も単純に地じ獄ごくってわけじゃなくて、浄じよう土どにも繫つながってるわ。だから閻魔王様の宮殿より先は、夜明け前の薄明るい感じがするの。新しい世界へ向かう場所ですからね』

　千夜が夜明け前の空の色を想像してみると、不思議といまいる場所よりよほど人道の世界に近いような気もした。

「あっ、でも。そのおふたりより先にだって十王様はいらっしゃるわよね。あとの三人の王様ってどういう審理をするの？　書物に名前はあったんだけど、よくわからなくて……」

　思えば、本当に十人も必要なのだろうかと思えてくる。

　そのうちふたりぐらいが、熾淵の多忙すぎる仕事を手伝ってくれてもいいのではないだろうかと、千夜は理り不ふ尽じんなことを考えた。

　なにしろ亡者が最初に通るこの場所では、本当に調べ物や記録が多いのだ。

　忙ぼう殺さつされそうな日々を我わが身みで実感してため息をもらす千夜に、ひばちが内心を察したらしい複雑な視線をよこした。

『いかにも俗ぞくっぽいこと考えてるんでしょ。でも少々誤解してるわ、残りの三王は三人いるように思われているけれど、肉体でいうとおひとりなのよ。三つの顔と役割が入れ替わりあらわれて、その期日ごとの審理をなさるわ』

「ひとりだけど、三つの顔……頭が三つあるって……こと？」

　ぎょっとする千夜に、ひばちも想像してみたらしい、緑の瞳ひとみが不ふ機き嫌げんそうに半はん眼がんに伏せられた。

『頭が三つって、怪異の龍りゆうじゃないんだから。見た目は他の十王の方々と同じよ。お三方はそれぞれに、日付に関連した審理をされてるの。だから順番に肉体にあらわれるだけで、体はひとつで十分なのよ──いいこと……』

　どうやらひばちの説明によると、残る三人の王が受け持つのは、とりわけ改心が難しい罪深い亡者や、状況が複雑な魂に関わる審理らしい。

『いいこと、千夜だって家族の供く養ようってしているでしょう。お墓に参って経きようをあげてもらったり色々とね。そういう行為をこちらでは追つい善ぜん供養と呼ぶの』

　どうやら追善供養されることで、それだけの人望や惜おしまれる魂だったということを加味して、裁きの軽減がはかられるのだとひばちは教えてくれた。

「確かに、亡くなったあとも何度も供養するけど、まさか冥土でそれが関わってくるなんて知らなかった。改心できないような魂であっても、そんなに時間をかけて救済してもらえるものなのね……なんだかすごく親切」

『当たり前じゃない。十王は亡者のために、慈じ悲ひを持って導いてくださるのよ。罪つみは罪として裁かれるけれど、魂そのものを憎にくんだりはなさらない。より良くあれるようにと、願ってくださっているわ』

　そう語る、ひばちの瞳に宿る光はとても強く美しい。

　ひばちに見とれてしまった千夜は、いまなら少しその言葉を理解できる気がした。

　まだ自分は命を失ってはいなくて、だからこそ死後の世界を受け入れていける。

　──もし、自分が裁かれる立場だったら、こんなに落ち着いて十王様たちと言葉を交わせたとは思えないもの。

　ここでは、生前のすべてがありのままに暴あばかれる。

　だとすれば、いまこうしている自分の行いや気持ちも、いつかは明るみにさらされて審理されるのだろうか？

　仕事に取りかかりながら、千夜は静かに決意していた。

　──やっぱり、行方不明の蝶を捜すわ。

　どんな事情であれ、初江王にそれほど熱心に務めた蝶ならば、主のそばに帰りたいに違いない。

　まずは自分が任まかされた仕事を完全に終えることだ。

　やることをやってからでなければ、千夜も勝手はできないとわかっていた。

　このごろではかなり要領もわかってきて、仕事をさばくにも以前ほど時間がかからなくなっている。

　仕事にめどをつけたあと、休息の時間を迎えた千夜はまず眠ったふりをした。

　千夜が横になってしまうと、ひばちは部屋を離れることがある。

　もともと冥土と人道を行き交っていたひばちは、自由にあちこちへ往き来しているようなのだ。

　今日も千夜が静かに目を閉じると、ひばちの気配がすっと動いた。

　トンとわずかな物音を立てて椅い子すから飛び降りると、そのまま部屋を後にする。

　千夜はしばらく横たわったままようすを見ていたが、やがてまぶたを引き上げると素早く身を起こした。

　衣い装しよう行ごう李りに近づき、中からいくつか小さな道具を取り出して並べてみる。

　櫛くしと螺ら鈿でん細ざい工くのある小箱、香こう炉ろ、黄色から淡あわい青にまで色の変化している水すい晶しようの数じゆ珠ず。さらには硯すずりや筆の入った布張りの箱まであった。

　どれも使い方はわからないが、自分が熾淵に贈られたように閻魔王が祖そ母ぼのためにと贈ったものならば、なにかの力を備えているはずだ。

　迷った末に、以前に三途の川のほとりで、見たことのない女の子が映りこんだ手鏡をもう一度取り出す。

　じっとのぞきつづけたが鏡面はゆらりともせず、千夜がいる部屋の調度を映しているばかりだ。

「やっぱり前に映った三途の川みたいに、蝶に関係ありそうな場所にいかないと駄目なのかしら……せめて蝶の名前ぐらい聞いておけば良かった」

　初江王の態度ではすんなり教えてもらえるかは怪あやしかったが、やはり手がかりはひとつでも多い方がいい。

　わかっていることを整理すれば、思い出せることもあるかもしれないと、千夜は硯で墨すみを磨すりはじめた。

『初江王』、『めぐりの蝶』、『幼おさない少女』、『鏡に映った少女』、『人道の戦いくさ、消えた里』、思いつく単語をひたすら綴つづり始める。

　──鏡にあらわれたのも、確かに少女っていうか……とても細くて小さい、幼い感じがしてた。変わった目と髪の色については、鈴音もいってた戦があったっていう里の一族と関係があるのかも。ひょっとしてその生き残りだとか……？　でも、口をふさいでたあの御札みたいなものもなんなのか気になる。

　記憶をたどりつつ、少女の口を塞ふさいだ札に描えがかれた、渦うずを巻いた花のような、複雑な朱しゆ色いろの形をぐるぐると筆で描いてみる。

　その瞬間、ふわっと傍らが光った気がした。

　同時に、千夜の髪かみに挿さしていた櫛がちりんと音を立てた。

　鈴飾りはついていないはずの櫛の形を思い出して千夜は周囲を見まわすが、はっきりと異変がわかるようなこともない。

　鏡で櫛を見れば確認できるだろうかと、手鏡を手に取る。

「な、に？」

　手鏡の表面がわずかな銀の燐りん光こうを帯びて見えた。

　いまだに耳元には、チリチリと音を立てる鈴の音が届いて神経を逆さか撫なでる。

　触れるのは怖こわい気がしたが、千夜は手鏡にじっと顔を近づけてみた。

　のぞきこんだ鏡面には、見たことのない風景が映し出されていた。

　暗くよどんだ固まりが押し流されて動くと、それは色を明るくし夕暮れのようにも、朝焼けのようにも色を変える。

　砂さ州すが見えてくると、そこに膝ひざをつく格かつ好こうでぽつんといる少女の姿が見える。

　まだ口に札のようなものはないが、前に三途の川の岸辺で見たのと同じ少女だとわかった。

　鏡には映りこまない位置から、幾いく人にんかの声が聞こえてくるのに、千夜は手鏡に耳を寄せてみる。

「……だとしても、この場合の窃せつ盗とうは……」

「年齢を考こう慮りよして……」

「いや、しかし救われた命もありますから、そこを差し引くと」

　途中から聞こえては、語尾が途切れて流れていってしまう会話に、内容がわからずに千夜はぐっと意識を集中してみるが音は変わらない。

　虫食いのひどい巻物から、拾い読みをするような不確かさしかなかったが、千夜はひたすら手鏡を顔に近づけた。

「……保留の間は、私が彼女の保護監視を務めましょう。もとはといえば、私が詳しい審理を行うべき事案ですから」

　明らかに聞き覚えのある声だった。

「初江王、様？」

　驚きのあまり、鏡の奥がのぞきこめないかと千夜は体を傾けたが、当然映る像が変わるはずもない。

「私とくるといい。今日からそなたを『燐りん花か』と呼ぼう。では、こちらへ……」

　やはり初江王の声だとわかる言葉のあと、再び少女が映し出される。

　最初に手鏡で見たときとは違い、表情に乏とぼしく肌の色がひどく悪かった。

　ただひたすら、虚うつろな瞳ひとみを差し出された手に注そそいでいる。

「いらっしゃい」

　再びうながされ、燐花は恐おそる恐おそる手を出すと初江王の指を握にぎり、うかがうように相手を見あげた。

　クッと小さく口の端が歪ゆがめられたのは、どうやら笑ったらしい。

　大きな手がその頰ほおにそっと触れると、燐花はようやく緊張がほぐれたようにくしゃっと顔を歪めて笑った。

　──間違いない、やっぱりあの子が初江王の蝶なんだ。

　詳しいいきさつはわからない。けれど幼い少女は、その手をもう離すまいというように、ぎゅっと小さな指で握りしめている。

　しかし、いじましくも微笑ほほえましいその姿は、あっという間に暗いもやに覆おおい隠されてしまった。

　三途の川で見たときと同じ、どこか禍まが々まがしい暗くら闇やみはときおり浮かびあがる燐花の白い顔を、沼のように吞のみこんで隠してしまう。

　半分だけ見えた大きな瞳は、訴えるように見開かれ涙があふれていた。

　口元がべったりと御札に隠されて、言葉を口にしているのかどうかはわからない。

「燐花……貴女はどこにいるの？　どうして……戻ってこないの？」

　つい言葉が漏もれたが、燐花の瞳は急速に光を失うと虚ろなまま、再び暗がりに吞まれて見えなくなってしまった。

「どうして、あんなに小さい子が──」

　あどけなく初江王の手を取った少女の笑顔と、いましがた見た苦しげな涙が胸を締め付ける。

　つぶやくことしかできない千夜の目の前で、鏡面がぐにゃりと歪んで流れた。

　色が溶け合ってしまったそれは、まるで強風に流される雲のように見えたあと、また像が変化した。

　あらわれたのは、見たことのない建物とその庭だろうか。

　白しら砂すなが広がったその場所には、手に鉾ほこや金かな棒ぼうを持った獄卒が複数立っている。

　その中央には巨大な秤はかりがあり、大きな秤皿が置かれていた。

　──なんか見たことがあるかも……この大きな秤って確か……。

　十王のひとり、伍官王の宮殿に置かれていたものと同じだと気づいたが、それにしては庭のようすが違う。

　もっと整然と潔けつ癖ぺきに整えられた印象の場所には、やがて怖おぞ気けがするほどの悲鳴とあらぬ物音が響き渡った。

　その秤の説明をしてくれた伍官王の言葉を思い返した千夜は、物音が収まるまで鏡面から顔を背そむける。

　生前の行いをすべて正確に調べるために、ときに亡者は細かく量られて検分されるらしいことは知っている。もとよりどれだけ刻まれて形を変えようとも、そもそも失われた肉体なのでどうにでもなるのだという。

「ほぅら、やっぱりうまくごまかしてましたねぇ。閻魔王までもたばかろうとは、じつに浅ましい魂こん胆たんをしている。そんな穢けがらわしい口は、地にはりつけてふさいでしまいましょうか？」

　どこか間延びしてやわらかな口調は、聞く者を支配する威圧感に満ちた声で千夜はぞっとした。

　ついさきほどまで見えていた『燐花』と呼ばれていた少女の姿ではなく、鏡面には見たこともない青白い肌の人物がいた。

　長い髪を襟えり足あしで結ゆわえた面おも長ながの男は、光のない目をぎょろりと亡者に向け、薄い唇を笑みの形に引き上げる。

「はい、でしたら正確な罪業はこんなところで……さ、お先にどうぞぉ」

　やんわりと、まるで親切をほどこすような調子で告げると、手にしていた筆で記した文字をすっと亡者に突きつけた。

　突とつ如じよ、手鏡が震ふるえる衝しよう撃げきがあり、哀あわれな悲鳴が長々とあがった。

　恐怖を感じた千夜はつい手鏡を取り落としてしまい、敷物の上に伏せて落ちる。

　思わず耳をふさぎたくなる光景だったが、ひょっとするといま映っていた場所は地じ獄ごくのどこかなのだろうか。

　──でも、この人がしていることって十王の審理みたいだし、伍官王様と同じような道具を使ってたのも……。

　そこまで考えて、千夜はひばちとした会話を思い出す。

　伍官王や閻魔王と同じ道具を扱える十王が、もうひとりいるのだ。

「ひょっとして、この人が変成王様？」

　笑みを浮かべたままの口元に、大きな瞳をきゅうっと細めた変成王らしき人物は、優ゆう雅がに手を払い亡者をどけさせたようだ。

　するとふいに鏡面が歪み、瞬またたく間にそれは千夜の顔を映すだけの鏡に戻る。

　二度も変化を見せた手鏡にあらわれた、『燐花』と呼ばれていた少女と変成王らしき人物の関係が、千夜にはさっぱり繫がらない。

　ただひとつ言えるのは、変成王や太山王といった残りの十王に挨拶にいける日がくれば、もう少しなにかわかるかもしれないということだ。

　そのとき、トトトと板の上を歩く音が近づく気配に、ひばちが戻ってきたことを知る。

　千夜は大おお慌あわてで道具を行李にしまうと、髪をとかしているふりをした。

『あぁ、良かった。起きてたわね』

「なに、慌てて……」

　珍しいひばちのようすに千夜が立ち上がると、思わぬことを告げられた。

「初江王様がおいでになられたの。秦しん広こう王おう様の留守に、ようすを見にくるようにいわれたというお話なんだけど……聞いていたかしら？」

　千夜は口をむっと結んで眉まゆ根ねを寄せた。

「もう、いつものことだわ。熾淵ってば本当に説明不足なんだから。対応するこっちの身にもなってくれないかしら──」

　急いで廊ろう下かを進みながら、千夜はある考えが浮かんでいた。

　いつも熾淵が作業している執務室に入ると、見慣れた机に初江王の姿があった。

　千夜は入り口にとどまって、丁てい寧ねいにおじぎをする。

「お忙しいところ、こうしてお運びくださり感謝しております」

「おやおや。ずいぶんと千夜ちゃんも冥土生活に慣れてきたねぇ。前にも熾淵に仕事を押しつけられたところだから、私もだいたい要領はわかる。だから千夜ちゃんは、いつもしているように過ごしてくれればいい」

　勝手知ったるという感じの初江王は、どうやら熾淵の業務代行まで請うけ負おっているようだった。

　千夜は言われた通り椅子に座ると、筆を手に作業することになった。

　けれどそれほど経たたぬうちに、顔をあげて机のほうを見てしまう。

　側にいるのが熾淵ではないだけで、どことなく落ち着かない。

　しばらくすれば慣れるだろうと、ひたすら作業をつづけていると、ふいに初江王から声をかけられた。

「ごめんね、千夜ちゃん。落ち着かないでしょう？　熾淵にも、いまの状況で代行はお勧すすめしないっていったんだけど……」

　言われたことの意味がわからず、千夜が首を傾かしげる。

「ほら、えーと。熾淵から出かける前に説明なかった？」

「説明、ですか……？　そもそも初江王様がいらっしゃることも聞いていませんでしたけど──」

「あ、そっかー。ないか、ないよね。熾淵だもんね……」

　自分の来訪まで知らされていなかった事実に、初江王も苦笑するしかないのだろう。

「まったく、あいつは……一から十まで手引書にまとめたほうがいいな。うん、作るとなったら、千夜ちゃんも蝶の立場からまとめるのに協力してくれる？」

　熾淵の言葉足らず対策を提案する初江王に気け圧おされて、千夜が「もちろんお手伝いします」と答えると嬉うれしそうに笑み返された。

「さっきいった、いまの段階での代行は勧められないっていうのは、『めぐりの蝶』が主との絆きずなに縛られるからなんだ。互いの絆が強まってくるほどに、自分の近くに別の蝶や十王がいれば、それは違和感となってしまう」

　その話は、千夜が思ったのとはまるで逆だった。

「不慣れだから、失敗が起きやすいとかじゃないんですね」

「互いの結びつきでいうと十王と蝶は、互いに流れた時間が重なるほど、互いの気配も濃こいものになる。極端にいえば、離れていても相手の状況や感情をわかるぐらいにね」

「離れて……いても、ですか」

「もちろん、それで感情までわかるようになるには、相当時間がかかるものだけれどね。そこに至いたるまでにほとんどの蝶は寿命を終えてしまう」

　こともなげに言われて、「あぁ」と思う。

　当たり前だが、いまの自分は生きている。そして祖母もそうだったように、蝶が主の役に立てるのは命がある間だけなのだ。

　長年過ごした蝶でないのならば、初江王が『燐花』と呼んだ少女のことを見つけることができないのも仕方がないのかもしれない。

　──でもいまの話だと、蝶の気配に敏さといのは、主である十王様ってことよね。それでもわからない場所って……一体？

「……あの、今日は十王様たちに報告書面の写しを届けにいくようにいわれているんです。初江王様には直接お渡しできますが、他の十王様のところへいってきてもよろしいですか？」

　日々の業務を遂すい行こうするだけだという口調で告げると、初江王はわずかに首を傾げた。

　蝶が自ら足を運ぶのは、主からの直接指示による重要な任務であることが多い。

「届けるだけなら、獄卒の誰だれかに行かせれば──」

「はい。普段はそうしているのですけど、これは熾淵の調査の内容を含んだ、特別なものだといわれているんです」

　重要な書面で急ぐものだと匂わせることで、初江王も納得したようだ。

　千夜はすぐに別室に下がると、外へ出る支し度たくを始めた。

　歩きやすい草ぞう履りに履はき替かえる千夜の側で、ひばちが戸と惑まどうようにうろついている。

『千夜、いまの話本当なの？　秦広王様からそんなご指示が？』

　戸惑うのも当然だ。本当はそんな指示などまったく受けていないのだから。

「いいのよ……必要なことなの」

　千夜は歩きやすく編まれた草履の紐を結んでしっかり履くと、獄卒たちが行き交う庭を突っ切って外へと出た。

　振り返れば遠ざかる宮殿へと入っていく亡者の影が見える。

　それぞれに理由や状況があるのだろうが、ここへたどり着けばあとは亡者と呼ばれ、ひたすら生前について審しん議ぎされていくのだ。

　千夜は手首にある蝶をちらりと見た。

　この印しるしがある限り、ここでは獄卒たちにも自分が蝶だとわかるし、十王の居住を往き来する資格を与えられる。

　最初に冥土にきたときとは違い、堂々と先を急ぐことができた。

　しかし宋そう帝てい王おうの宮殿を過ぎる頃、思わぬ声が掛けられた。

「千夜！　千夜ちゃんじゃないのさー！」

　カツン　カッツン　カツ　カツ　カツ　カツッ！

　小気味よい蹄ひづめの音を立てて二足歩行のわりに素早く走ってくるのは、馬の頭部と下か肢しを持つ馬め頭ず鬼きだ。その背後には牛の頭をした牛ご頭ず鬼きの姿もある。

　本来ならば閻魔王の側で仕えているふたりは、どうやら揃そろって出かけるところらしい。

「お久しぶりです、馬頭鬼さん。お元気そうで」

　怪しまれぬようにとにこやかに対応する千夜は、やたらと楽しげに体を揺する馬頭鬼にドシンドシンと肩をぶつけられよろける。

「どうなのぉ？　あの秦広王様初めての蝶だなんて、運命的なんじゃないってなかなかの噂うわさだよ♪　もう獄卒も物ものの怪けもみんな盛り上がっちゃって～」

「……は？　え、盛り上がるって……」

　キャッキャッとはしゃぐ馬頭鬼が、途端にドォンと鈍にぶい音を立てて大地を転がる。

　回転に合わせて馬頭鬼の悲鳴までもが、ぐるぐると音量を変え遠ざかっていった。

「まったく、申し訳ございません。お役目の途中に、馬ば鹿かの幼よう稚ちな話につきあわせてしまうなど」

「い、いいえ。そんなお構いなく」

　いつ見ても凜り々りしい牛頭鬼（女性）と脳内春模様の馬頭鬼（男性）のふたりは、ある意味息があっているようだ。

「けれど、秦広王様がこのごろではとても変わられたと評判ですよ。私どもにも、まめにお声がけくださるようになりました」

　意外な話を聞かされ、千夜はつい首を傾げてしまった。

「これまで獄卒などは、用がなければ視界に入っているのかもわからないお方でしたから。貴女のことも『慣れるまでよく見てやってくれ』と頼まれて、思わず耳を疑いました」

「…………そんなこと、いってるの？」

「えぇ、それだけ千夜様が研修に励はげんでおられるのだと、頼もしいです」

　どこか涼すずやかな声でそう告げると、手にしている錫しやく杖じようで馬頭鬼の臀でん部ぶをスパンとはたいて急せかしながら、牛頭鬼は会え釈しやくして去っていった。

　その後ろ姿を見送った千夜は、信頼を裏切るようでわずかに躊躇したが、再び足を急がせて先へ進んだ。
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「どうだ、そろそろ門を開けるはずだが」

　桔き梗きよう色いろの衣ころもをぞろりとまとった背の高い影が口にすると、周囲にいたひとつ目の老人や、獣けものの姿をした幽ゆう鬼きや魔物が高まる期待のままざわめきだす。

　片目の上に鮮あざやかな彼ひ岸がん花ばなを咲かせた男は、幽鬼のなかでも格別な存在感があった。

　その肌はだや体には緑の蔓つるや葉を、まるで血管のように這はわせている。

　ニヤッと歪ゆがめられた口元から、不敵な笑い声がもれた。

「じきに思い知るだろう。無能が招いた状況と、自分たちの足あし下もともろくに見えていない、間抜けな暗あん愚ぐだということを──」

　幽鬼の男が視線を凝こらした先には、殺さつ伐ばつとした冥めい土どの景け色しきが広がる。

　けれどその幽鬼が手を置いている水すい晶しようの門。

　黒光りする門は、複雑な艶つやと光を帯おびていた。

　黒こく曜よう石せきに似たそれは先に向かうほど透すけており、複雑な色を宿す表面に、ときおり流れるように光がひらめく。

　その門を境にして、幽鬼の背後には陰いん惨さんな人道の光景があらわれた。

　戦いくさだ。

　次々と移り変わっていく眺ながめは、最初は小さな集落と集落の小こ競ぜり合あいにすぎない出来事だった。

　しかしそれは、いくつかの小国と多くの民を巻きこんだ、本格的なものへと変化していく。

　いびつな手が置かれた水すい晶しようの内側に絶命の悲鳴が響ひびくと、苦く悶もんのうちに失われた魂たましいが光となり流れこむ。

　幽鬼がすっと顔をあげると、まさに冥土の方から鬼おにに連れられたひとりの亡もう者じやがあらわれた。

　幽鬼や魔物に囲まれても動じない、不敵な面つら構がまえをした年かさの亡者は、これから起きることを聞かされているらしい。

「本当なんだろうな、ここにくれば裁きをまぬがれるって……許さねぇぞ、ったく。一度下った決定を、あとでとっかえるなんざ、ぬか喜びさせやがって。くそ！」

　亡者がぎらぎらした目つきで男に近づこうとすると、乱暴に突き出された足に蹴けられ、そのまま水晶の門に背中をぶつける。

　かなり痛みを伴ともなう勢いだったが、亡者はそのまま背中から水晶に吸いこまれ、ふっと溶けて姿を消した。
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　千ち夜やは牛ご頭ず鬼きや馬め頭ず鬼きと別れてから、途中で獄ごく卒そつが引く車を拾った。

　こうして顔見知りに呼び止められることを考えると、獄卒の引く車で移動するほうが早そうだ。

　閻えん魔ま王おうの宮殿を過ぎたあたりで、車から降ろしてもらう。

「ほんとに大丈夫か？　こっから先は慣れてる奴やつでも迷うことがあるからな、気ぃつけな」

「ありがとうございます。十王の使いですから、大丈夫です」

　冥土に慣れたふうを装よそおって、千夜はそのまま歩きだす。

　けれど足下をついてくるひばちは、心配で仕方がないようだ。

『ちょっと、千夜ったら本当にこの先にいくつもりなの!?』

「ここから先が肝かん心じんなんじゃない。大丈夫よ……ほら、そこをいく亡者についていけば、きっと目当ての場所までたどり着けるわ」

　千夜は少し距離をとって亡者の背を目め印じるしに歩いて行くと、さほどかからずに霧きりのなかに宮殿が見えてきた。

　周辺には獄卒が何人かいたが、これまでの王の宮殿と比べると、どこか静かで落ち着いた印象だ。

　閻魔王のところで最終審しん理りを終えているからなのか、亡者のようすも悲ひ喜きこもごもばらつきがある。

　蝶ちようの印を持つ千夜が、目当ての変へん成じよう王おうの宮殿に入りこむことはたやすかった。

　千夜が使いの蝶であることを知らせると、それほど待たされることなく変成王と対面できることになった。

　丁てい寧ねいに挨あい拶さつを済ませてから、千夜は戸と惑まどいつつ希望を述のべる。

「──情報が正確かはまだわかりませんが、お願いです。こちらの宮殿の周辺と、場合によっては内部も可能な限り見せていただけませんか？」

　高座の椅い子すに座る相手は、実に剣けん吞のんな目つきを千夜に向けた。

　長くまっすぐな髪をゆるく肩口で留とめ、半はん眼がんに細められた大きな瞳ひとみは硝子ガラスのように虚うつろで感情がわかりにくい。

　関節のくっきりとした細い指をすっと千夜に向けると、じつにうっとうしそうに口を開いた。

「私はここで再審理を繰り返しているだけだ。ふたりの十王が見てきた亡者を、報告書通りなのか、糸ひとすじも誤差のないように。結果、巧こう妙みような噓うそをつく魂をあぶり出し最後通告を受けさせる……よその蝶に嗅かぎまわられるいわれはないが……」

　これまでに会って話したことのある十王たちは、誰だれもが自分の審理に一いつ家か言げんを持ち、慈じ愛あいをこめて亡者の魂を導いてくれていたとわかる。

　けれど目の前の椅子にゆったりともたれ、肘ひじをついてこちらを見ている変成王はどこか不ふ穏おんな気配をまとっている。

　──なんだか変成王様って……ちょっとというか、かなり怖こわい雰ふん囲い気き。
















「いいえ。変成王様の審理を疑っているなどというつもりはありません。審理についてではなく、行方ゆくえ不明の蝶の捜そう索さくのために宮殿の周辺を見て回りたいのです」

　さすがに十王の居住のまわりで勝手はできないと、断りを入れにきたのだが相手に侮ぶ辱じよくのように受け取られてしまい千夜は焦あせった。

「このことは、秦しん広こう王おうも知っているのか？」

　尋たずねられて返事に詰まった。

　千夜が黙だまってしまうと、変成王の瞳からふっと威圧感が抜ける。

　こっちにこいとでもいうのか、手をひらひらと縦たてに振られ千夜は歩みよった。

　すると強引に手首を引かれてよろめき、痛みに顔をしかめる。

　変成王は骨ばった手で、千夜の腕の内側の蝶の印や髪飾り、そしてすぐそばで落ち着きをなくしているひばちをジロリと見た。

「……ふふん。礼儀や躾しつけはともかく、本物の蝶には違いないようだ。亡者ではない娘を、精密にばらして確認することは私の役目じゃない。とっとと消えるがいい、余分な仕事を増やさない主義なのでね」

　冷ややかに突き放され、千夜は変成王の獄卒に宮殿の外へと引っ立てられていくことになる。

「あ、あの！　待って、貴方あなたには……ここで変成王様に、お仕えしている蝶はいないのですか？」

　千夜の問いかけに、変成王はぞっとするようなはっきりとした笑みを浮かべた。

「私には、不要なものだ」

　静かながら、ざっくりと切り捨てるような声音に、千夜自身が不要物だと言われた気がして思わずあとずさってしまう。

「では、聞こう。そなたは自分が、十王にとって必要なものだと思っているか？」

　まっすぐな瞳は厳しいものだったが、意地の悪いものではなかった。

　千夜はすぐに言葉がでてこず、振り返ったまま言葉を探す。

「必要なものだと思ってもらうために、私はここにいます」

　その答えだけははっきりと、声を大きくして返すことができた。

　千夜はそのまま身をひるがえし回かい廊ろうを歩く。

　周囲を見て回ることは禁じられなかったと解釈して、廊下を過ぎるとそのまま宮殿の外へ出た。

　獄卒たちの数人がこちらを見たが、千夜が蝶だとわかるのかすぐに興味を失って仕事へと戻っていく。

『ちょっと、待ちなさい千夜。ここでひとりになっては駄だ目め！』

　焦ったひばちの声に、千夜はすでに自分が危険な場所に踏みこんでいることを自覚する。

　いらだちを隠さず、尾で乱暴に千夜の足下を打ったひばちが、そのまま肩へとのぼってくる。

『勝手に宮殿を出てきたうえに、ひとりで変成王様にお目にかかるなんて、あとあと苦情がきたら問題になるわよ!?』

　宮殿の塀へいに沿って歩きながら、空を見あげた千夜はさすがに不安にかられた。

　周囲の見たこともない霧や空の色も不気味だったが、なにより変成王の存在が千夜をおののかせていた。

　蝶のお役目でここにいる自分でさえこうなのだから、いまから変成王に裁かれる亡者の心境たるや……想像するだけで恐おそろしい。

「ごめんなさい。そうよね……で、でもほら締め出されたりしなかったし、この際だから少し調査していくのもいいかなと思うの」

　そう口にして、己おのれをふるい立たせた千夜は、袂たもとから手鏡を取り出しさらに塀から離れて歩き出す。

『はーっ、あきれた。本気なの!?　どうかしてるわよ千夜』

「でもここまできて、ただで帰っちゃうなんてできないわよ。それに、まだ櫛くしも反応があるわけじゃないし、大丈夫だと思うわ」

　できるだけ変成王の宮殿の形を見失わない距離で、千夜は周囲を歩きだした。

　ときおりチリリと櫛が小さく音を立て、びくっと肩を揺らす。

　身を守るためにともらったものだが、音や香りがすると聞いたものの、その詳細を千夜はまだ知らないのだ。

「これ、どういう基準で音がするのか聞いておけば良かった。でも熾し淵えんの宮殿でも、特に獄卒とか亡者に反応してるわけじゃなかったのに……」

　周囲に注意深く視線をめぐらせていたひばちが、ぴんとヒゲを張ったまま答える。

『きっとそのどちらでもない存在か、千夜自身に意志を持って近づこうとする存在を感知してるんだと思うわね。あ、千夜待ちなさい、それ以上離れると目印を見失うかもしれないわ』

　ひばちが忠告したときだった。

　先を歩いていたはずの数人の亡者が、突然おかしな動きを見せると、ぞろぞろと引き返すようにこちらに向かってきた。

　一瞬、意味がわからなくなり千夜は混乱する。

「ねぇ、待って……亡者って普通は引き返したりなんてできないわよね……？」

　本来は審理の順番に前に進むことしかできないが、なかには己の死を認められず混乱して暴れさまよう者もいる。

　そうした騒動を収めるために獄卒や獣けものたちがいるのだが、最終審理も終わったこの場所で逆行を始めるというのは通常考えられない。

　千夜の髪に挿さした櫛が、虫の羽は音おとのようにブブブと音を立てて震ふるえだす。

　鈴の音ねがあまりにやかましくて、甲かん高だかい悲鳴のようにも聞こえた。

『走りなさい、捕まるとまずいわ！』

　ひばちの強い声に、千夜はすぐにきびすを返して走りだした。

　それに釣つられるようにふらついた亡者たちの足が、バラバラと追いかけてくる。

　足の速さでは千夜のほうが機き敏びんだったが、あまり動くと方向を見失うことのほうがまずいとも言えた。

「ちょっ、捕まるとどうなっちゃうの!?」

『そんなの、私だって知りませんわよ！　そもそもこんな場所まできて逆行する亡者なんて……それに一体獄卒たちはなにをしてるんですの!?』

　同じく混乱し通しのひばちが、数少ない岩いわ陰かげを見つけて飛びこもうと走りだす。

　千夜もすぐに後につづいて、陰に身を潜ひそめた。

　すると靄もやがかかって見通しの悪いなか、騒そう々ぞうしい獣の蹄ひづめの音とともに、打撃音が立て続けに響き渡る。

　怒ど鳴なり声の調子を聞いていると、どうやらやっとこの界かい隈わいの獄卒が異常に気づいて、駆けつけたようだ。

「よ……良かったぁ。どうなることかと思ったわよ」

「本当に、それはこちらの台詞せりふですけれどね」

　耳慣れた声とともに、目の前に落ちた影に千夜はすうっと背筋が冷えた。

　聞き覚えがありつつ、いま最も耳にしたくなかった声。

「そして変成王からも、不快で膨ぼう大だいな嫌いやみと苦情を叩たたきつけられてきたところです」

「えっ……えぇ!?」

　振り返った千夜の前には、じつに不ふ機き嫌げんそうな表情の熾淵の姿があった。

　気づけば、うるさかった鈴の音は消えている。

「なんで……熾淵がここに？」

「なんでだと思いますか？　……理由は誰より貴女あなたが詳しいはずですけどねぇ？　私がなんのために出かけていたのか、少し前から貴女に仕事を山盛り与え、留る守すにわざわざ初しよ江こう王おうを呼びつけたのか、少しはわかっていただけないものですかね」

　完全に呆あきれたようすで告げられ、その可能性に思い当たらなかった千夜は、己の浅はかだった頭を抱かかえた。

「でも、毎日あんなに忙しくて……私にだって仕事を教えなきゃいけないし、熾淵は閻魔王様から頼まれた他の調査もあるから──手が回らないかもと思うし、仕事だって恐ろしい量があるものだと思うじゃない」

　まさか自分を、宮殿にしばりつけておくための用意だとは思いもしなかったのだ。

「だから？　自分が仕事をおいて、宮殿を抜け出してもバレはしないと思いましたか」

「仕事を投げ出そうとか、そういうつもりじゃないわ。頼まれたものについては、ちゃんと片づけてきたもの！」

　ムキになって言い返す千夜は、次の瞬間、熾淵に腕を引かれてとっさに目をつむる。

　しかしそのまま両肩ごと抱きすくめられ、回された腕の力強さと息苦しさに、今度は驚いて目を見開いた。

　自分が熾淵に抱きしめられているのだと理解すると、恥ずかしさがこみあげ、次に困こん惑わくが生まれる。

「…………あの、怒ってるわよね？」

「怒っているでしょうね」

「じゃあ、その……これってなんなの」

「…………」

　しばらく沈黙が流れて、それでもゆるまない熾淵の腕に千夜が身じろぐと、ふっと息が漏もれるのがわかった。

「ホッとしたんです。貴女が無事で」

　心からそう思っているのだとわかる声に、さすがに千夜は反省した。

「わかっているでしょう。行方不明の蝶がいて、まだ見つかっていないのです。初江王が大切にしていた……逃げ出すことなど考えられない蝶が。貴女もとても気に掛けていましたね？」

　千夜は小さくうなずく。

「冥土に持ってきたお祖ば母あ様の手鏡に、迷まい子ごの蝶のことで……関係があるかもしれない出来事があったの。それに初江王様の蝶だって知って……すごく悲しいのに悲しくないみたいな顔で話を聞いちゃったら、どうしてもじっとしていられなくなって……ごめんなさい」

　謝罪を口にした千夜に、熾淵は深くため息をつく。

「初江王ですら、見つけ出せないでいるのです。残念なことですが、その蝶が単純に迷子だとは考えられません。やはりなにか危険があったはずで……だから貴女には近づいて欲しくなかった」

「心配されてるのは、わかってたの……でも、放っておけなくて。手鏡に映ったあの子、泣いてたんだもの。私だって主あるじを思う気持ちはわかるから……すごく、戻りたくてたまらないんだろうって思ったら、我が慢まんできなくなって」

　これほど近くに、熾淵の存在を感じたのは久しぶりのことだった。

　さらにいまの自分は、熾淵の体を冷たく感じないことにも気づいた。

　いまの千夜はただの人ではない、十王にとっての特別な存在であり、人道と冥土を行き来する身だからだろう。

「もし、貴女まで消えてしまったら。……探せないまま、長い時を過ごすことになってしまったらと、想像しただけでぞっとしました」

　力のこめられた熾淵の腕からようやく解放されると、じっと瞳をのぞきこまれて千夜は息を吸おうとしたまま詰めてしまった。

　端たん麗れいとしかいいようのない、整った熾淵の表情がほんのりと笑みを浮かべる。

「けれど先ほどのいい訳わけですと、千夜。つまりは貴女も、なにがあっても私のもとへ帰ってきたいと──そういうことなのですね？」

　千夜が熾淵を思ってやまないのだという気持ちを指摘され、恥はずかしさに思わず顔をぎゅっとしかめてうつむく。

「そ、そういうことだって……思っててもいいわよ。でも、私だってただ大人おとなしくさらわれたり、消えたりしやしないんだから。なにがあっても、戻ってみせるわ。熾淵が嫌だっていっても、この契約がある限り私は側そばにいるんだから」

　きっとそれは、行方不明の燐りん花かだって同じ思いのはずだ。

　千夜の力強い言葉に、熾淵もようやくあきらめがついたようだ。

　やや疲労をにじませて苦笑すると、まぶたを伏せつつ教えてくれた。

「このところ、確かに亡者の数が異様に増えていました。詳しく統計をとっていった結果、その原因がようやくわかったのです」

　どうやら千夜が蝶として仕え始めてからの熾淵の多忙さは、蝶の教育とは関係のないところでも、異常があったのだと教えられる。

「どうして、いまの状況が通常じゃないって最初に教えてくれなかったのよ。さすがに私も、自分の責任かっておののいてたの……」

　ぶつぶつ漏らす千夜に構わず、熾淵は説明をつづける。

「まずは資料を揃そろえて、伍ご官かん王おうや閻魔王にもご報告と相談にいったのです。貴女にも手伝っていただきましたが、亡者の出生や死亡原因などを、もっと詳しい角度で統計をとりました。わかったのは、ここしばらくつづいている人道での戦の原因は、彼ら生者の世界の外からもたらされているということでした」

「生者の外って、どういうこと？」

「……つまり、こちら側。千夜の婚約者の事件でも起きたことです。獄卒、もしくは鬼や幽鬼、そうした生者とは別の次元に生きる者たち。彼らの意志や企たくらみから、起こされた戦だったということです」

　深刻な口調に千夜は心がざわついて、ぎゅっと熾淵の着物の袖そでを引く。

「原因がありそうなら、なおさら調べなくちゃ。それが熾淵の調査だっていうのなら、蝶の私が手伝うのは当たり前でしょう？」

　決意をこめて口にした千夜は、もともとひばちと向かおうとしていた、太たい山ざん王おうのいる宮殿へ向かって歩きだした。

『千夜。急ぐのなら、やっぱりさっきの獄卒を呼び戻して車を……』

　ひばちが後を追って口にしたが、千夜はきっぱりと首を振った。

　十王である熾淵は、冥土での移動は自在にできる。ここからの移動もたやすいのだろうが、目的はそこではなかった。

　ひばちはもちろん、熾淵にも説明しようと千夜は手鏡を取り出す。

「さっきいった予兆っていうのは、私のお祖母様の手鏡にあらわれた女の子のことなの。私はそれが、初江王様の蝶『燐花』なんじゃないかって思ってる」

「……確かに、初江王の蝶の名は『燐花』です。手鏡からそれを知ったのですか？」

　うなずいた千夜に、熾淵は仕方がないというように前に立って歩きだす。

「そのとき燐花がいた場所が、この辺りの空に似ていた気がするの。それに燐花が私の持つ鏡にあらわれるのは、きっと同じ蝶だからよ。最初は三さん途ずの川かわあたりにいたから偶然かもしれないと思ったけど、いまは燐花が私になにか訴うつたえようとしてるのがわかる」

　隣となり合あって歩きだしながら、不思議そうに聞いている熾淵に千夜は少しうつむいて口にする。

「熾淵が出かけたあとにも、燐花が鏡に映ったの。そのとき彼女は涙を浮かべてた。初江王様だってずっと辛つらかったはずだもの」

　いまもその涙を思い出すと胸が痛む。

　初江王が日々見せている表情の下に、どれほどの喪そう失しつ感かんを抱かかえているかはわからない。

　けれど、いつもの穏おだやかで明るい口く調ちようや表情を思えばいっそう苦しかった。

「わかりました。ここまできたら同じことです。戻れとはいいませんが、ひとりで行くことは許しません」

　不ふ承しよう不ぶ承しようながら、熾淵が状況を受け入れてくれたことにほっとして、千夜は肩にいるひばちに笑いかけた。

　きつく咎とがめられなかったことで、ひばちも緩ゆるく尾を揺ゆらして息をつく。

　鏡にあらわれた燐花は、自分になにか訴えているように思えてならなかった。

　──私にだけ姿を見せるのは、きっとなにか訳があるはずだわ。

　燐花の不思議な髪の色と、その後ろの空の色は印象的で、確かにこの周辺のものだったと感じられる。

　周囲を注意深く眺めて進みながら、それでも熾淵が一緒にいてくれることが心強い。

「とにかく、千夜をすぐ見つけられて良かったです。この辺りは気軽にうろつける場所ではありません。この先の太山王の宮殿を抜けてしまえば、亡者にとっては裁きの終わりの場所になるのですから」

「裁きの終わり……」

　単純に審理が終わることだけを指しているのではないらしい熾淵の言葉に、千夜は首を傾かしげる。

「人道で命を終え、亡者として裁かれてきた冥土が終わる。ここから先は自みずからの行いによって、定められた世界にいくしかありません。もちろん、行く先は極ごく楽らく浄じよう土どからすべての地獄に繫つながっています。うかつに迷いこめば、今度は貴女が消息不明の蝶にもなりかねないのですよ」

　言われて千夜はぞっとした。

　燐花が同じような理由で迷子になっているとは考えづらいが、冥土はじつに複雑なつくりになっているようだ。

　それでも引き返す気にはなれず、千夜は隣となりにいる熾淵の顔を見上げた。

「お願い、変成王様とはあまりお話しできなかったけど……この先にいる太山王様にお会いしたら、なにか聞けるかもしれないし。あ、でも他にも十王様がいらっしゃるのよね？　えっと前にひばちに聞いたの、三人だけどひとりみたいなお方だって」

『そんな乱暴な説明してないわよ！』

　ひばちがブワッと全身の毛を膨ふくらませて抗議する。

「あながち、その説明でも間違ってはいませんが……彼らの審理は特別な亡者だけが受けられるものですから、さらに特別な許可がなければ太山王の宮殿より先へは進めません」

　千夜の肩に乗っていたひばちが、そんなやりとりを耳にして、盛せい大だいにため息をついて尾を揺らす。

『千夜ったら、秦しん広こう王おう様に無茶ばかりいって……こんなとこまで、澄すみ香かに似なくていいのに』

「お祖母様？」

　熾淵もその言葉が気になったのか、ひばちに視線を向ける。

　千夜が知る限り、祖そ母ぼはいつもどっしりと肝きもの据すわった人だった。

　もちろん孫である千夜が知る彼女は、年相応に落ち着いていたのだろうが、人を占うらなったり助言をする祖母はとても慎重で、あまり軽けい率そつなことをするとは思えない。

『そりゃ、千夜が孫だからよ。前に澄香から聞いたわねぇ。自分みたいになって欲しくないけど、千夜はひどく好こう奇き心しんの強い子だから無理かしらねって』

「そ……そうなの？」

『そーよ、千夜のこと見守ってやってね、なんていわれちゃってますの。手が焼けるったら、もう。ですから、本当に申し訳なさでいっぱいですのよ、秦広王様』

　なかが桜色の耳をピタリと伏せて目を閉じたひばちは、千夜を制止することは諦あきらめているようだ。

「そうでしたか。いまは私もそなたと同じような気持ちです。ちょうどご相談にあがった閻魔王にも、蝶は十王の配下ではない。獄卒と同じに考えぬようにと、釘くぎをさされたところです」

「さすが、閻魔王様は経験者でいらっしゃるわね。言葉の深みが違うわ……」

　感心してうなずく千夜に、ひばちと熾淵から冷たい眼まな差ざしが向けられる。

　そんなふたりと一匹で進む頭上の空の色は変わらず不安定だ。ときおり耳をかすめる物音は、これまで耳にしたことのない不気味な響きでつづいている。

　すっと、熾淵の手が空に向けられたのに千夜は気づいた。

「わかりますか？　この空の眺めは人によってまったく違うものになります。審理のほとんどが終わり、あとは太山王から宣告される最終の地へ向かうだけ。その亡者の背負うものと、下された裁決によってこの道の眺めも変わるのです」

「そういうものだったの？　通るものによって……見え方が違う……」

　つぶやいて考え始めた千夜の足どりが鈍にぶくなる。

「だったら、まだ生きている私が見ているのと、亡者が見てる景色はまったく違うのよね……そうなんだ」

　──ひょっとして、これまで蝶が捜索に加わったことがないのなら、同じ場所を捜しても十王には見えなくて、私にわかることがあるかもしれない。太山王の宮殿から先にいけないんだとしたら、燐花がいる場所は太山王の宮殿までのどこか……？

　千夜がさらに考えていると、ふいに肩に座っているひばちの体が固くなるのがわかった。

「どうしたの？　急に爪つめを立てたら痛……ん？」

　緊張したひばちの緑の瞳の中心、瞳どう孔こうがいっぱいに開かれた目が凝ぎよう視ししている先を千夜も見る。

　足を止めた千夜に気づいて、熾淵もすぐに振り返った。

　そこにあるのは荒こう涼りようとした岩場と、中途半端な枯かれ草くさがそよぐばかりの眺めだ。

『いまさっきまで、亡者が後ろをついてきてたのに、突然消えたのよ』

　ひばちの言葉の意味がわからずにいた千夜だったが、熾淵は違和感に気づいたのか、言われた場所に引き返し周囲を注意深く見まわす。

　だが、特にこれといってなにも見つけられないのか、同じく目を凝こらした千夜にも原因はわからない。

「うぅーん、特になにかがあるようには見えないんだけど。冥土に慣れてるひばちに限って、亡者を見間違えるっていうこともなさそうだし。……あ、じゃあちょっと待ち伏せてみるってどうかしら？」

　そう口にした千夜は熾淵を手招くと、周囲の比較的大きな岩場の陰に身を寄せた。

　同じく肩の上できゅっと身を丸めたひばちは、自分の感じた気配を見つけ出してやろうとする、獣の鋭い顔つきをしている。

　そのあと、女性や子供を含めて三人ほどの亡者が、なにごともなく千夜たちを素通りして太山王のいる方角へと進んでいく。

『……変ですわねぇ、まさか私としたことが焦って幻まぼろしでも？』

　ひばちがヒゲを緊張させて、にらみつけるように目をやや伏せた。

「いや、そなたのように人ではない者のほうが、今回は目端が利きくかもしれない。もう少しようすを見たい」

　根気強く熾淵が口にすると、これまでよりもいっそう乱れた衣装の男がひとり、ふらふらと歩いてくるのが見えた。

　飢き饉きんで長らく食べていないようなそげきった頰ほお。色の悪い肌で、大きく落ちくぼんだ瞳だけが、ぎらぎらと光を宿している。

　その男が突然足を止めたかと思うと、異様に息を弾ませ獣のようにうめきをあげた。

「待って、あの亡者。なにか、ようすが──」

　千夜はつぶやいて、思わず岩場から身を乗り出す。

　すると裸足はだしのまま、両腕を突き出した亡者は前のめりになると、転んでしまうのを防ぐようにふらふらと小走りになる。

　突とつ如じよその汚れた衣い装しようの背中が、空間の切れ目に入ったようにかき消えた。

　そうとしか見えない光景が千夜の目に焼き付き、実際に目の前には誰もいない。

　すぐさま千夜は岩場から飛び出すと、男が消えた周辺を見まわした。

　異変はなにも見当たらない。

　見える景色も相変わらずのままだ。千夜は亡者ではないせいか、彼らと同じ視界は持てないのだとしか思えなかった。

「あ、ひょっとして──いまなら燐花と引き合うかも……」

　千夜は持ってきていた手鏡を取り出すと、鏡面をのぞきこみながら周囲の光景を映していった。

　しばらくは茫ぼう漠ばくとした殺さつ風ぷう景けいな景色がつづくだけだったが、突如宙を裂さくような光を見つけた。

　それは焼き付けられた稲いな光びかりのように、ただ宙を走り留まっている。

　まぶしく尖とがり、白銀の不吉な輝きを帯びた光に目を凝こらす。

「どうしました、なにか映ったのですか？」

　千夜の後ろから手鏡をのぞきこんだ熾淵の瞳が、途端に厳しい色を帯びる。

「これは異変です。本来冥土の空間に出現するものとは思えませんから」

「……じゃあ、ひょっとしたらこの先に燐花が？」

　これまで千夜が燐花のことばかり考えて手鏡を握っていたせいか、鏡面が反応を見せるのは燐花が絡からむことばかりだった。

　手鏡を斜めに構えて、実際には目にすることができない不思議な亀き裂れつへ近づくことにする。

　背後から、ぐっと熾淵に手を摑つかまれて千夜は驚いた。

「先がどこへ繫がっているかもわかりません。手を放さぬように」

　それは心を奮ふるい立たたせてくれるような力強さだった。

　ふたりは手を取って足を踏み出すと、目を射るような光の裂け目に飛びこんだ。




〈　助けて──たすけて……あの方に……──　〉




　頭に高い声が直接響きわたるのと、突如世界が塗ぬり替かえられるのは同時だった。

　段差を踏みはずしたように、ふわっと体のバランスを崩くずし倒れそうになった千夜は、熾淵に背中を支えられて無事に地面に降り立つ。

　千夜や熾淵よりいくぶん離れた先に、消えたはずの亡者が不気味な姿の幽鬼や魔物に取り囲まれているのが見えた。

　両側から引きずられるようにして、亡者が黒い塊かたまりに押しつけられるのが見える。

　もがいた姿から濁にごった悲鳴があがると、スゥッと塊に吸いこまれて消えた。

「千夜、後ろに」

　熾淵の声が聞こえると、すぐさま千夜の視界を遮さえぎるように前に出た熾淵の背中にかばわれる。

　そこに立っていたのは、数十はいるかと思われる魔物や鬼おに火び。

　まさに地獄へきたのかと思うような、暗く異様な光景がそこには広がっていた。

　相手も突如あらわれた亡者以外の存在に驚いたのか、状況が把は握あくできずにざわついている。

　その隙すきに、千夜は亡者が消えた巨大な塊をよく見ようとした。

　──あれは、まさか手鏡で見えた燐花が吞のみこまれたのって、暗い沼みたいにも見えたけど黒い水晶みたいなあの光りかた……。

　手鏡で見たときには、独特の暗みと滑なめらかさが液体のようだったが、それは色の深い闇やみを内包した巨大な水晶だったのだ。

　全体を眺めると、半円の弧こを描えがいた巨大な水晶だ。

　中心部にくり貫ぬいたような穴が空あき、勾まが玉たまを大地に突き立てたような格かつ好こうになっている。

　表面には、不規則に削り出された平面がある美しい水晶だった。

　中心に向かうにつれ暗みの増す水晶に、千夜はもっとよく見ようと足を踏み出す。

「そこの女、近づくな。亡者以外の半はん端ぱ者ものの生気では、せっかくの門が濁ってしまうであろう」

　声をかけた男は、この場にいるなかでもひときわ風格があった。

　桔梗色の衣の下には、異様な色目の腕がのぞいており、見る者を威い圧あつする不気味な空気を醸かもし出している。

「この男……幽鬼ですが……明らかに気配が──違いますね」

　やはり熾淵から見ても、目の前の存在がかなり異質だとわかるらしい。

　すぐに千夜の腕を引くと、自らが間に立ち警けい戒かいをあらわにした。

　幽鬼の男が言ったように、目の前の巨大な水晶の塊は門に見えなくはない。

　千夜は手にした鏡の表面がちらっと光ったことに気づき、鏡面越しに水晶の深部へと目を凝らす。

「…………いた！　……まさか、そんな……」

　徐々に靄が押し流されるように明るくなった水晶の中心部。

　深い、暗がりに囚とらわれた格好の、燐花の姿がそこにはあった。

「燐花！　聞こえる？　貴女を捜しにきたのよ、燐花」

　千夜が何度か名前を呼ぶと、ぴくっと燐花の体が揺れ、白い顔がふわっと闇のなかに浮かびあがった。

　しっかりと閉ざされた青白いまぶた。口元はやはり御お札ふだで覆おおわれている。

「燐花、お願い気づいて」

　千夜が再び名前を口にすると、まぶたが震えて瞳がふっとのぞいた。

　開かれた印象的な瞳は、まっすぐにこちらに向けられ、驚きに揺れたあと、すぐに悲しそうな色を浮かべた。

　燐花が動いたことで、生きているのだとわかり千夜は焦り始めた。

「燐花、そこから出られないの？　この水晶を壊せば……出られる？」

　問いかけたものの、燐花の口元は隠れているため、声はおろか唇くちびるの動きを見ることもできない。

　けれど開かれた燐花の大きな瞳が、周囲をうかがうように動くと状況を理解したようだ。

　鏡越しに千夜と視線を合わせると、眉まゆがきゅっと寄せられて、細い首が幾いく度どか横に振られた。

　まるで千夜のことを拒こばむように、助けなど望まないというのか、闇に吞のまれるまま目を閉じようとする。

「諦めたら駄目！　迎えにきたの。初江王様は、貴女を捜してる。ずっと……もうずっとお辛かったのよ……!!」

　初江王の名を口にすると、再び燐花の瞳がひらかれ、顔が辛そうにゆがむ。

「どうして、そこに残ろうとするの？」

　助けを拒むということは、燐花には戻れない理由があるのかもしれない。

　それが初江王に関係したことなのか、目の前の幽鬼によるものなのかわからず、千夜は必死に言葉を探す。

　けれど千夜が燐花を説得する間にも、熾淵の正体が十王だと気づいた魔物たちが、警戒と荒ぶる気配を強めていた。

「まさかこんなところに勝手に場を造り、門を建てていたとは盲もう点てんでした──」

「お、ろかだ……十王、おろか」

「つけあがり、亡者の念を甘くみたな。じつに横おう柄へいな変成王がすることだ」

　ゲェゲェ、ギャアギャアと濁った声で、多くの魔物たちが口にするのは、変成王のことらしい。

「最終の裁きに誤りがないか、正確に正すのが彼の役割です。亡者の邪念についての裁きはその先のこと──」

　淡たん々たんと答えた熾淵に、周囲の魔物たちがさらに下げ卑びた笑い声をあげた。

「それよ、お前たちが役割だけに特化した結果、亡者の念を甘くみた結果がこれなのだ。気づいたか？　これは『逆さか巡めぐりの輪』だ。愚おろかしいお前たちの手順にのっとらずとも、魂はいくらでも循環する。濁ったままめぐれば、それもまた新たに深い闇を生む。血と憎にくしみが力となり、争いをもたらし、さらなる死を呼びこむのだ」

　それこそがなににも代かえ難がたい尊とうとさであるというように、幽鬼の男はくくっと低く喉のどをならした。

　熾淵は話し合うだけ無む駄だだと悟さとったのか、腰に佩はいた太た刀ちを手にすると、白銀の髪かみがゆらりと色を変える。

　冴さえた銀の髪は、毛先から炎ほのおを映したように鮮あざやかな赤に染まり始めた。

　千夜は以前にも一度だけ、熾淵のこの姿を見たことがあった。

　祖母の道具を作動させたことで、修しゆ羅ら道どうに迷いこんだのだ。

　そのときも、千夜を捜しにきてくれた熾淵は、阿あ修しゆ羅らを相手にひどく荒っぽい振る舞い見せた。

　また怒りを暴走させた熾淵が、総すべてを破壊するような衝動に支配されたらと、千夜の胸を不安がよぎる。

　けれど、熾淵はすでに金色に変化した瞳をすっと細めると、千夜を振り返りうなずいて見せた。

　自分は正気を保っていて、心配は無用だと言い聞かせるように。

　黒い衣の幽鬼の指示で、周囲の幽鬼や魔物が襲おそいくるのを、熾淵はこともなげになぎ払い切りつけた。

　熾淵の剣に触れた者たちは、瞬く間に地に叩き伏せられ、細かな灰となって風に散らされていく。

　やがて場にいた三分の一ほどの手勢が消えてしまうと、さすがに用心したのか桔梗の衣をまとった幽鬼は遠巻きになった。

「なるほど。では──こちらから参りましょうか」

　落ち着いた声で熾淵は宣告すると、幾いく重えにも下がった自らの胸元の数じゆ珠ずをはずし、太刀を持つ手に巻き直す。

　さらにまぶしい刀身を、勢いをつけて高く振り上げ、足下の地面に突き立てた。




　ズウゥゥン…………




　足下の底深くから響き渡った音が、周囲の空気をふるわせて上空にまでのぼっていく。

　不穏な気配が満ちていくなか、手鏡がピシッと音を立て、そこには必死の表情を浮かべて首を振る燐花がいた。

「燐花、いま助けるから！　一緒に、帰りましょう？」

　水晶の門に近づけないいま、千夜が鏡に語りかけると脳のう裏りに言葉が響いた。

〈　私のことは……このまま門を壊して……　〉

「燐花……」

　なにを言いだすのかと千夜が表情を強こわばらせたが、燐花はつづけた。

〈　これは亡者を人道に逃すためのもの……私が冥土にいたせいで、蝶の務めをいただいたことで、あいつらの企みが完成してしまった。もう、あの方にこれ以上の迷めい惑わくはかけられない。かけたくないの　〉

「駄目よ、貴女をそこから出してからじゃなきゃ。絶対に駄目！」

　千夜は叫んだが、消えてしまいたいというように燐花はぎゅっと身を縮めると、目を閉じてしまった。

　千夜は焦って熾淵を見る。

「お願い、熾淵。門を壊す前に燐花を助けて……その水晶のなかに彼女はいるの。この門が亡者を人道に逃がすものだって──でも、燐花がそれを望んでいるんじゃない」

　このまま犠ぎ牲せいになっていいはずがないと、千夜は必死に熾淵に訴える。

　熾淵はちらりと、探るような視線を門の中央にある空間に向けた後、自分たちがやってきた方向に目を凝らす。

　なにを探しているのだろうかと振り返ると、先ほど千夜たちが飛びこんだ切れ目がカッと光を放った。

　白く焼けたような視界が徐々に色を取り戻すと、そこには初江王の姿があった。

「初江王様……」

「さきほど居場所を知らせてから、ずいぶんとお早いおつきですね」

　どうやら熾淵が剣を突き立てたのは、この空間の在処ありかを知らしめるためだったようだ。

　そしてとうとう千夜の握っている手鏡は、パリッと音を立ててヒビを生じさせる。

「初江王様！　燐花を救い出してください……このままだと、彼女は水晶のなかでそのまま消えてしまいます」

　初江王はすぐさまうなずき返すと、いつもと同じわずかな笑みを浮かべたが、その表情は一瞬で変わった。

　これまで見せたことのない酷こく薄はくな瞳を熾淵に向けると、袂に両手を交差させて差し入れて合図を送る。

　次の瞬間には、その両手には金テコやギザついた鋏はさみ。巨大返しのついた金かな串ぐしがずらりと並んでいた。

　初江王はすっと体を傾けて前に出ると、風のような素早さで、目の前の幽鬼や魔物たちの目や喉、急所や柔やわらかなところを一撃で痛めつける。

　高々と悲鳴をあげた彼らは、悶もん絶ぜつしながらその場にバラバラと崩れ落ちた。

　水晶の門から、幽鬼たちの姿がなくなったところへ初江王は歩み寄ると、その場に膝ひざをつく。

　黒々と深い夜空のような色を見せている、水晶の表面にひたりと指をつけると、初江王は蝶の名を呼んだ。

「燐花、大変だったね。一緒に……戻ろう」

　こんなにやさしい初江王の声を、千夜は初めて耳にした。

　するとその声に反応したように、暗い水晶の底にぽうっと燐りん光こうが生まれる。

　暗がりで、燐花がゆっくりと顔をあげるのがわかった。

　白い顔が見えるようになったが、それでも瞳はうろうろと迷っている。

　待ち焦こがれた初江王の声に、本当は応じたくてたまらないはずだ。

　千夜は身を乗り出して説得したい思いにかられたが、肩をつかんだ熾淵の手に止められた。

　水晶の内側から、初江王の指先に手を合わせた燐花は涙をこぼす。

　初江王はそれをぬぐうように、水晶の表面を指でたどった。

「なにも、燐花が心配することはない。むしろ今回のことで、彼らの細さい工くの多くがみつかって人道の戦を少し減らせることになる。燐花の同どう胞ほうたちも、この先多く救われることになるだろう。胸を張ればいい」

　小さな子供をおびえさせぬような口調で、初江王はゆっくりと言い聞かせると燐花がはっと顔をあげた。

　突如、水晶の門の空間に、眼めを焼くような光があらわれ火柱があがったのだ。

　千夜は熾淵に背後から引き寄せられ、そのまま倒れたところを抱きすくめられた。盾たてになるように、熾淵が姿勢を変えると周囲に激しい爆音があがる。

「……きたか」

　低くつぶやく熾淵の言葉に、もがいて腕の下から外をのぞき見る。

「なに、これは──」

　爆風とともに舞い降りたのは、武具を身につけた闘将たちだ。薄布を複雑に体に巻き、手には剣や槍やりを携たずさえ、みなぎる気迫で圧倒的な存在感を放っている。

　彼らは、以前千夜が一度だけ迷いこんだ、修羅道の阿修羅たちのようだった。

　そのうちのひとりが、前に進み出ると熾淵の前にひざまずく。

「人道での征せい伐ばつから戻りました。幽鬼、悪鬼、魔物……生者以外のものは殲せん滅めつ、戦の火種となるものは消してまいりました。これで不要な亡者の増加もとどまるかと」

　ひときわ年の若い阿修羅に、千夜は見覚えがあった。

「熾淵、この人って……前に修羅道で闘たたかった」

「あぁ、なぜだか彼には懐なつかれてしまいましてね……あれ以降、何度も立ち合いをもとめられて幾度か叩きのめしたのですが、師と仰あおがれて迷惑していました。まぁ、こうして役立つこともあるのなら、なんとかは使いようということですが」

　ため息とともにこぼした熾淵は、どうやらすでに阿修羅たちをなにかの任につかせて人道に送っていたようだ。

「そうだ、燐花は……!?」

　慌てる千夜の視線の先に、初江王の腕に抱き上げられた小柄な少女の姿があった。

　見慣れぬ衣装の造形は、やはり千夜が暮らしていた宝ほう杏あんとは離れた国のものらしい。

　千夜の隣で、熾淵が握った剣の柄に数珠をからめるのが見えた。
















　ゆったりと構えられた剣を目にした幽鬼の男は、桔梗の衣の頭ず巾きんをやや傾けるとニイッといびつに笑んで見せた。

「お前たち十王は、人の欲と本性を戒いましめてばかりだ。その望むことこそ、彼らの本ほん懐かいだとなぜ気づかない。私は魂の望む在処を見せてやろうとしただけだ……それはこれからも変わりはしまい！」

　嫌な音を立てて水晶の門がひび割れていくのと同時に、幽鬼の体からも不気味な音が響いてくる。古木が乾燥しきってはぜるような、メキリとたわむ音が交ざると、幽鬼の姿がねじれて伸び上がる。

「その門は、燐花の存在があって成り立っていたものです。もはやお前たちに術すべはありません。これまでの所業の報むくいがやってくる」

　冥土にあって、十王と幽鬼ではその力の差は歴然だ。

　熾淵は冷ややかな瞳で一いち瞥べつすると、幽鬼に向かって左手を突き出す。

　その腕からは獲え物ものにとびかかる蛇へびのように、数珠が勢いよく宙を走った。

　幽鬼の肩を突き、姿勢を崩したところを数珠で締め上げるように拘こう束そくすると、それを追うように阿修羅たちが残った鬼や魔物たちを取り押さえていく。

「全部消してしまっては、真相が確かめられませんので。締め上げるために、いくらかは残しておいてくださいね」

　そう言いながら、やはり幽鬼にとどめを刺すことなく、熾淵はひたすら相手をぐるぐる巻いていく。

　途中何度か、木がへし折れるような音が聞こえたのに千夜は顔をしかめた。

「ぜひそうしてくれ。私も指の一本ずつから執しつ拗ように責めて、正直にさせてやろう。そういうのが得意なんでね」

　にこやかに告げる初江王の胸元では、いまだに信じられないというように燐花がすがって己の主を見あげている。

　その口元にあった御札は、いつの間にか消えていた。しかし小さな唇からは、苦しげな浅くて早い呼吸が漏れており、青ざめた頰に涙がこぼれている。

「燐花、苦しいか？　すぐに楽になるから」

　初江王は、何事か呪じゆ文もんのような聞き慣れない言葉を口にすると、ふっと開いた口の中に淡あわく光がともった。

　そのまま燐花の口をふさぐように唇を重ねる光景に、千夜はあっけにとられ、激しく赤面した。

「……え、……な！　……!?」

　しかしさらに目の前の眺めに、わけがわからなくなる。

　初江王が触れた燐花の口元には、さきほどまでと寸分変わらぬ不気味な札があらわれていたのだ。

「あ、あの！　その御札って、燐花を捕まえた幽鬼たちがつけたものじゃなかったんですか？　なんだか呪まじないみたいな字が」

　千夜の後ろにいた熾淵に、ぽんと肩を叩かれて振り返る。

　なにを騒いでいるのだと問いたげな熾淵の顔が、千夜と燐花を交互に見てから「あぁ」と納得したように眉を動かした。

「そういえば初江王。貴方は千夜に教えていなかったのですか？」

「……え？　あ、あぁ。燐花が亡者だっていうことか？　そういえば、あらためては説明してなかったような」

　聞かれなかったので忘れていたと言いたげな初江王の言葉に、千夜はあっけにとられて目をむく。

「亡者……って、燐花が？　じゃあ、あの、もう死んでるって……は!?　なに、そんなことって──」

　初江王の腕のなかにいる燐花はもうすっかり泣きやんだのか呼吸も落ち着いており、きょとんとあどけない仕草でこちらを見ている。

　不自由そうな見た目を裏切る御札は、そこになければいけないものだといまならわかった。

「そうですよ。亡者である彼女が長く冥土に留まり、かつ蝶としての活動をするためにあの御札で魂を内に留めているのです」

　燐花の魂のために必要なものだと聞かされて、千夜はあっけにとられる。

　初江王は燐花の体を抱え直すと、ゆったりと歩きだした。

「先ほど阿修羅の襲しゆう来らいがわかって、門から燐花を強引に出そうとしたんだが、彼女が私をかばうために背中を負傷してしまった。早く手当をして休ませてやりたい」

　千夜も熾淵と顔を見合わせて、すぐにその場から歩きだす。

　振り返った熾淵は、阿修羅と駆けつけてきた獄卒に指示を残していった。

「燐花、ひとりでがんばったな」

　燐花の体をいたわるように抱き上げて歩く初江王は、これまでになく満たされた表情で笑みを浮かべた。

　亡者と蝶の契約ができるのかということや、一体彼女がどうしてそんな境きよう遇ぐうになっているのかと千夜の疑問は尽つきなかったが、いまはただほっとしていた。

　互いに再会を願ってやまないふたりが、こうして触れることができて心から嬉うれしかった。

　思わず滲にじんだ涙を指でぬぐいつつ、千夜も熾淵に手を伸ばす。

　こうして熾淵の側にいられることだけでも、特別なことなのだ。

　最初に人道に戻ったときには、もう生きている間に会えることはないとまで思っていたのに、契約を経へて蝶の立場になって、どこか薄らいでいた気持ち。

　望んでばかりではいけないと、いまある想いを千夜は深く胸に刻きざんだ。

　決まり悪さもあったが、これだけは伝えておかなければと口をひらく。

「熾淵。追いかけてきてくれてありがとう。燐花のこと、ちゃんと考えてくれていたのに、勝手なことをいってごめんなさい」

　十王である彼らと、自分の生きる時間はあまりにも違う。

　けれどそれを惜おしんだり、嘆なげいてばかりいても仕方がないのだ。

　すると熾淵はすっと手を伸ばすと、千夜の手を強く握にぎり返かえしてくれた。

「貴女がそういう人だということは、だいぶわかったつもりです」

「そういうって、なによ」

　ちらりと寄こされた視線は、青い瞳が半なかば伏せられ、冷ややかさがのぞいている。

「人のことばっかり心配して、勢いで突っ走って、自分が心配されてることにまったく自覚が足りないことですかね」

　さらに腕を引かれて肩をぎゅっとつかまれると、熾淵の歩調に合った急ぎ足になる。

「まずはこの場所を離れましょう。あの門となっていた水晶が壊れたことで、じきに空間の歪みも修整されます。巻きこまれる前に太山王の宮殿へ」

　元の道に戻ろうとすると、うまく隠れていたのかひばちが素早く走ってきて千夜の肩に飛び乗った。

『あの少女のこと、驚きましたわ。近頃じゃ亡者の蝶までいますのね。蝶同士は互いに干かん渉しようしませんから、存じ上げませんでしたわ』

　蝶は人道での身元が割れぬように、見た目もそのままではないことが多い。

　素顔をさらしている自分が例外なのだと、千夜はいまさらながら思い出した。
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　太たい山ざん王おうの宮殿は横に広く、深みのある色の柱が落ち着いた構かまえをしている。

　建物の周囲にも内部にも、やたらと体格のいい獄ごく卒そつが行いき交かっていた。

　ひとつ手前で審しん理りを行う変へん成じよう王おうが、かなり厳しい性格をしていたため千ち夜やは緊張したが、最後に亡もう者じやを送り出す太山王は、武人らしい人物だというひばちの言葉を思い出す。

　仕つかえている獄卒たちは騒そう々ぞうしいやりとりが多いが、そこには活気も感じられて、どことなく宝ほう杏あんの市いちに近い雑然とした雰ふん囲い気きだ。

　それでなくても熾し淵えんが裁く亡者が増えているいま、最終的に亡者を冥めい土どから送り出すこの場所も、多忙を極きわめているのだろう。

　使いの者に広い部屋に通され、千夜たちは面会を待つことになった。

　その間にも、千夜は目の前にいる燐りん花かのことが気になって仕方がなかった。

　通常、蝶ちよう同士が相手を詮せん索さくする行為は褒ほめられたことではない。

　けれど最初に行方ゆくえ不明の蝶がいると聞かされたときには、ならば人道でも少女がひとり意識不明になっているのだろうかと思ったのだ。

「あのぅ……亡者が蝶になるのはこれまで前例がないのよね？」

　小声で熾淵に問いかけると、小さくうなずき返される。

「そうですね、これはかつてなかったことです。けれど彼女の処遇については、初しよ江こう王おうが手を尽つくして蝶として側そばに置きました。今回のことも、自分が幽ゆう鬼きに利用されたとなれば、初江王の責任が問われるのではと、燐花も思い詰めたのでしょう」

「そうなの？　だから初江王様にも助けを求めなかったの？」

　だとすれば、それは主あるじを思うあまり、さらに悲しませてしまったことになる。

　しかし目の前の燐花の幼おさなさを思うと、それも致いたし方かたのない純粋さだ。

「それに今回のことは、我われら十王や正規の獄卒が気づけないように生み出された場で行われました。蝶と王であっても簡単にはお互い感知できなかったでしょう。それに反応できたのが千夜が持つ手鏡だったのは意外でしたが……」

「そう……でも、この手鏡もいつでも燐花を映してくれるわけじゃなかったわ……きっと私の気持ちが──」

　思い返せば、燐花と繫つながりやすかったときには、熾淵との関係が波立ったり強まったりしたときだったように思う。

　──私と同じ蝶としての燐花の想いが、同調させてくれたのかもしれない。

　そう納なつ得とくしつつも、今回のことは伍ご官かん王おうが宮殿を訪れて、偶然に話を立ち聞きしていなければ、わからないままだったのだと思うと恐おそろしくもなる。

「結果的にではありますが、かねてより増大していた戦いくさと亡者の増加についても、原因が究きゆう明めいできたのはなによりです」

　手鏡から途と切ぎれ途切れに聞こえた会話が、燐花が亡者として裁かれたときのものだったのだとようやく千夜の記憶が繫がった。

「燐花は人道の戦で亡なくなった子なの？　一度屋敷に戻ったときに鈴すず音ねから聞いたの。私がまだ幼い頃に近隣で大きな戦があったって」

　するとふたりの会話を聞いていたのか、燐花の髪を撫なでつけながら初江王が答えた。

「そうだよ。彼女たちの里に訪れた不幸は、本当に晴天の嵐あらしみたいなものだった。突とつ如じよ両国の争いで踏ふみつぶされ、その混乱の最中に、この子は一度だけ盗みを働いた。けれどそのおかげで、この子の里の幾いく人にんかは生き延びることができた」

　うなずきながら聞く千夜の前で、燐花もまるで他人の話を聞くように、初江王の声にじっと耳を傾けている。

「彼女が、誰だれかを直接傷付けたわけではない。むしろ燐花が御ぎよ璽じを盗んだことで、戦の開始が遅れ逃げ出せた者がいた。そしてこの子は、御璽を奪い返しにきた刺し客かくに背中から斬きられ絶命したんだ」

　初江王は小さな背をいたわるようにそっと手のひらで撫でると、燐花が嬉うれしそうに笑顔を浮かべた。熾淵も当時のことはよく覚えているらしい。

「その戦で大量に亡者が生まれたこともあり、冥土での審理は難なん航こうしました。いまの異常なにぎわいを上回る数でしたからね。そして追つい善ぜん供く養ようを見届けようにも、里を追われた彼女の関係者はそれどころではなかったですし。盗みが関わっているということで、初江王が身柄を預かると申し出てくれたのです」

　そのうちに初江王の手伝いを始め、燐花が蝶として側にいるようになったのだと千夜にもわかった。

「あのときの初江王はかなり強引に、閻えん魔ま王おうをはじめ、十王全員をしつこく説得して回ったのです」

　熾淵の言葉に、初江王はむっと眉まゆをつり上げる。

「亡者の数で人の裁きに差がでるようなことは許されない。特に幼い命は、積み重ねられた時間も少ないのだから」

「それはわかっていますが……狂気の沙さ汰たのような亡者の山越えがあって、こちらはそれどころじゃなかったんです。私にはまだ蝶もいませんでしたし……」

　ちらりと熾淵の視線が向けられて、なぜか千夜は照れてうつむく。

　自分が蝶として契約をしてから、少しは熾淵の意識が変わったのだと感じられる、率直で素直な言葉はどこかこそばゆい。

「でも、その戦もさっきの幽鬼たちが絡からんでいたのなら、燐花はやっぱりそれに巻きこまれた犠ぎ牲せい者しやなんだと思うわ」

「そうですね。今回の調査を持って、奴やつらが人道で起こした戦と亡者の増加。さらに変成王に反発する亡者を利用した、この計画を証明しようと思います。これは十王の審理全体の問題ですし、まだ改変の余地があるのでしょうから──」

　熾淵の言葉によると、やはり以前から変成王の再審理と裁定については、亡者ともめ事になることもあったという。

「再審理自体は、手順にのっとり正当に行われているものであり、不正はいっさいありません。ただ問題は、決定がくつがえることへの動揺や変成王の対応、亡者への態度といえるかもしれませんね。そのことは、私も最近になってよくわかりました」

　熾淵は日頃の己おのれの態度を思い返したのか、決まりが悪そうに千夜から視線をそらす。

　これまで熾淵が、他の十王に案じられてきた亡者との向き合いかた。

　蝶を持った方がいいと周囲に勧すすめられてきたのは、変成王と似たような理由があったのかもしれない。

　出会ったばかりの頃の態度の冷たさや、十王だからと受けとめてきた感情のずれも、こうして一緒に過ごすうちに、わずかだがやわらいでいるのが千夜にもわかる。

「そうね。変成王様は……間違ったことはいってなかったけど、蝶をお持ちになったことがないのなら、知らないことだってあるはずだもの」

「いまなら、私も変成王に蝶との契約を勧めます」

　そう口にして、千夜に向けられた熾淵の視線は、かつてない熱がこもって感じられた。

　その瞳に千夜のほうが耐えられなくなり、視線をそらす。

　──な、なんなの。あんなに無ぶ愛あい想そうだったくせに……くせに！　ほんと十王だなんていっても、人間臭すぎるんじゃないかしら。

「私自身、周囲が蝶とともに仕事をしているのを見てはいましたが、実際には体験しなければわからなかったことが多かったです」

　神しん妙みように口にする熾淵に、じっとふたりの会話を聞いていたらしい初江王が口をはさむ。

「へぇ、それじゃ千夜ちゃん責任重大だ」

　嬉しさとわずかにからかいをこめた口ぶりに、熾淵は大まじめに答える。

「自分でいうのもなんですが、私は仕事が速すみやかですから己の使命の妨さまたげになるものは、全力で排はい除じよするつもりです」

　キリ、と決意を滲にじませた表情に、千夜も熾淵のようすがなにか違うと気づいた。

「妨げって……いったいお前なにを？」

　そのとき、初江王の問いかけに重なるように、騒々しい足音が近づいてくると、ひとりの人物が部屋に飛びこんできた。

　ざわついている建物に、ずしんと通る太い声が響き渡る。

「おぅ、すまん。待たせたな！　色々と報告がありすぎるからな。それをまとめてから、閻魔王のところまで使いを走らせてたんだ」

　かなり大柄な男は立派な髭ひげをたくわえ、全身を武具に包み、戦場から駆かけつけてきたかと思うほど覇は気きと力に満ちていた。

　彼が太山王だろうと千夜にも見当はついたが、肝かん心じんの熾淵も初江王もかたずを飲んで黙だまっている。

　閻魔王へ向けて出された使いの内容が、とても重要なものなのだろう。

「お、本当に燐花だな。見つかったと報告は受けていたが、よく無事に戻ってきた」

　にかっと笑みを浮かべた太山王は、今度は千夜に視線を留める。

「んん、見慣れん蝶がいるようだな？　あ、これが噂うわさに聞く熾淵の蝶か……会えるのを楽しみにしてたんだが、ずいぶんと若い娘だな。こりゃあ……」

　大きな声を出して千夜を物もの珍めずらしげに眺ながめていた太山王は、歩み寄るなりがっしりとした手で千夜の頭を撫で回まわした。

「ふぉぉ」

　あまりの力強さに千夜は盛大によろめいたが、不思議と腹が立たないのは分厚い手のひらから温かみが感じられたからだ。

　まずは挨拶をしなければと、千夜は姿勢を正す。

「初めまして。秦広王様のもとにて研修をしております、千夜と申します」

　ふらついたときに肩から滑り落ちたひばちが戸口を見ると、さらに騒々しく走ってくる足音があった。

「太山王様～～っ!!　書面です、いましがた届きました。こちらを正式に閻魔王様からの決定事項とせよとのことですよっ！」

　つむじ風のようにあらわれたのは、千夜の背せ丈たけの半分ほどしかない赤い髪かみの子鬼だ。

「おぅおぅ、相変わらず騒々しいな。だがま、早々に書面を届けたのは褒めてやろう」

　受け取った書面を紐ひも解といた太山王は、自分を見つめる熾淵と初江王の熱心さに気づいている。

　初江王に抱き抱かかえられている燐花だけが、不思議そうにぼうっと太山王を見ていた。

「長らく、保留となっていた初江王の蝶『燐花』の追善による審理の結果を取り寄せた。ここより次の三人の十王による審理でも、結論は同じだな」

「追善供養が……なされていたのですか」

　驚く熾淵と初江王が顔を見合わせるなか、千夜も燐花の里の者たちが宝杏から出て行ってしまったことを思い出す。

「生き残りも、長らく流る浪ろうして落ち着かなかったようだがな。新たな地に住居を構えて、そこで戦死者への鎮ちん魂こんを行っているようだ。なかでも、そこの燐花については手厚く祈りが捧ささげられているってよ。で、書面にはこうある『亡者、燐花の初江王の蝶としての任をここに解くこととする──』とね」

　どっしりとした声の宣言に、燐花はびくっと身を震ふるわせると、怯おびえるように初江王の衣装にすがりつく。

「その魂たましいはただちにめぐりの輪に戻り、新たに生まれ、無む垢くなる魂の記憶を紡つむいでいくものとする」

　言葉の意味が千夜にはわからず戸と惑まどったが、肩に戻ってきたひばちがささやくように教えてくれた。

『いまの話は燐花が亡者としてではなく、新たに生まれ変わる魂のめぐりに戻れるっていうことですわ。これほど長く冥土にとどまって、しかも蝶を経へてからなんて処遇は……聞いたことがありませんわよ』

　太山王も驚いているのか書面に何度も視線を落としつつ、太い指で髭をぎゅっと押さえると、「ふむ」と息をついた。

「こりゃ、確かに前代未み聞もんだが……良かったな、まっとうに魂の循環に戻れて。今回のことも燐花の振る舞いが主である初江王のためであると、閻魔王が判断なさったからだ。もともと幽鬼が仕掛けていた人道での戦、それによる大量の亡者。いわば燐花も被害にあったひとりなんだからな」

　初江王は太山王の言葉を嚙かみしめるように、うつむいて聞いていた。

　やがて燐花の髪をそっと撫でて、目を細める。

「あの幽鬼がどこまで計算していたかはわかりませんが……燐花を亡者のまま蝶にするための封魂の札ふだが、水晶の門の動力になってしまったようですね」

　初江王は少し複雑そうだったが、抱き上げていた燐花をそっとおろすとその場に膝ひざをついた。

　小柄な燐花とは、そうしてようやく視線が合わせられる。

「これまで、ありがとう。最後に辛つらい怖こわい思いをさせてしまってすまないと思ってる」

　まっすぐに告げられた礼に、燐花はぶんぶんと思い切り首を振る。

　こうしてみると、燐花は本当にまだ幼い。初江王のためにこめた強い決意と覚悟が、どこに秘められていたのかとさえ思わされる。

　けれど生前にも恐ろしい状況で、果か敢かんな行動を取った少女なのだ。

　初江王はすっと手を伸ばすと、燐花の唇を覆おおう札の上で模も様ようを描えがくように指を動かした。

　すると札はふわっと煙のように形を変え、燐花の口元を自由にする。

　わずかにわなないた唇から、小さく澄すんだ声が漏もれた。

「……い、やです……わたし、まだなにも初江王様に……」

　言葉にして、自分でも自分の声に驚いたようにはっと口元を押さえる。

　そんな燐花を見つめて、初江王は目を伏せるとやさしく微笑ほほえんだ。

「燐花はいつも懸けん命めいに仕つかえてくれたね。もう十分だよ。帰るべきだ、燐花みたいな子が蝶でいてくれたら嬉しいけど、こんなに素敵な魂が亡者のままでいいはずがない。私はそれがなにより苦しいよ……」

　決して否いなとは言わせない初江王の言葉に、そばにいた熾淵も太山王もただ黙って口元を引き結んでいた。

　千夜もまた、肩を震わせてしょげている燐花にかける言葉がなかった。

　自分だったらと想像してみても、生者の命の環に戻れる喜びよりも、熾淵との別離が辛いと思うだけかもしれない。

　──だって、わからないもの。生まれ変わるって素晴らしいことなのかもしれないけど、別人になっちゃったら……これまでのことも忘れてしまうってことなの？

　記憶もなくなって、熾淵とは出会っていないまったく違う誰かになるのだ。

　思えばまだ、祖母の澄すみ香かは幸せだったのだと千夜にはわかる。

　お役目をちゃんと果たして、命をまっとうするまで閻魔王のもとに仕えた。

　けれど初江王は、慈じ愛あいに満ちた瞳でそっと燐花の頰ほおに触れる。

「見守っているから。あなたがどのように生まれようと、新たな時間を生きている間、その魂がめぐる時間に私は必ず寄り添っている」

　あふれるような思いが滲む言葉に、燐花の顔がくしゃりと歪ゆがむ。

　両手で頰を包まれると、涙がいくつもあふれては転がり落ちた。

　やがてその体を、ふんわりとやわらかな光が包む。

　ゆっくりと太山王が歩み寄ると、大きな体からは想像できないそっとした動きでかがみこみ、燐花の前に膝をついた。

　野太い指の大きな手を、怖がらせないように下から差し出し燐花の両手を取った。

「行こうか、お前さんなら大丈夫だ」

　にこりと浮かべられた太山王の笑みは、目め尻じりに深くしわが刻きざまれ、包まれるような温かさが生まれる。

　ようやく燐花が涙をぬぐうと、濡ぬれてきらめく瞳を瞬まばたいて初江王を見た。

　浮かべられた笑みはぎこちないものだったけれど、それは自分の主に向けられる一番いい表情なのだと思える。

　小さな背をまっすぐ伸ばして、細い肩を震わせながら深くおじぎをした。

　まだほんの少ししか聞けていない、燐花の澄んだ声がしっかりと言葉を結ぶ。

「ありがとう、ございました」

「こちらこそ、ありがとう」

　初江王がきどって会え釈しやくと笑顔を返すと、燐花がようやく心からの笑顔を見せ、そのまま太山王の腕に抱え上げられた。

「え……ここで……？」

　戸惑う千夜に、熾淵が教えてくれる。

「魂の循環に戻るのに、場所は問題ではないんです。彼女はかなり特殊な審理を受けてきましたから」

「それが、報われたのに……初江王様とは離れないとならないのね」

「亡者にとってはそれがなによりなのです。いつまでも冥土に魂をとどめていては、いずれ歪みが──」

　熾淵の言葉が終わらぬうちに、突如、室内にいっぱいの光が生まれた。

　とっさに手をかざしたものの、自分がどこに立っているのかもわからなくなるまぶしさに、千夜は恐怖を覚える。

　すっと手に触れた肌はだの感覚に引き寄せられ、それが熾淵の腕だとわかりすがりつく。

　──私は、いつまで熾淵の側にいられるんだろう？　きっと熾淵にとっては、瞬きするだけの短い時間なのかもしれないけど。

　けれど、いまはもう焦あせるばかりの気持ちではなかった。

　燐花と初江王の間に、確かに生まれていた深い絆きずな。

　それは過ごした時間だけではなく、役目の重さや交わした約束の数でもないのだ。

「もっと、大事にしたいと思ったの。熾淵と過ごせる時間を……」

　つぶやいて、それが自分がこれほど燐花を捜さがしまわった理由なのだと千夜は理解した。

　その声に応こたえるように、握にぎられた手に力がこめられるのがわかった。

　千夜が冥土で研修生活を終えるのはもう間近だ。
















　やがて白い光が収まってくると、小さな粒に凝縮して、辺りにきらきらと降り注そそぎ静かに消えていく。

　燐花ひとりが欠けただけで、先ほどまでとまるで変わらぬ屋内の風景だ。

　それはひどく寂さびしく感じられた。

　太山王がやりきれないというように、髪を乱雑にかいてため息をつく。

「いっちまったな。けど……」

「私は……満足だ。太山王感謝してるよ、こうして速やかに閻魔王を含めて再審理を決定してくれなかったら……手放せなくなっていたかもしれないから」

　明るい笑顔で答えた初江王を、千夜は見ているのが辛くなりながら、それでも尋たずねずにはいられなかった。

「やっぱり、十王様でも蝶と離れるのは辛いものですか？」

「そうだね。きっと蝶との別離が平気な王などいないよ。燐花には、怖い辛い思いをさせてしまって……そのことは悔くいている。だからこそ、これが報むくいてやれるもっともいい形だってわかるからね。恐ろしい死の記憶を持ったまま、あの懸命な子がずっと頑がん張ばる姿を見ているなんてそれも辛いことだろう？」

　生前だけでなく、死後にまで味わわせてしまった恐怖の記憶から解放してやれるなら、自分の思いや執しゆう着ちやくを優先すべきではないと初江王は教えてくれた。

　千夜の隣となりで熾淵がぼそりと口をひらく。

「私は、いま初めて貴方を見直しました」

「…………このつきあいの長さで……。もう数え切れないほど尊敬されてきたと思ってたのに、ずいぶんと光栄なことだね」

　顔をしかめた初江王に、熾淵はそのまま鋭するどい瞳ひとみに力をこめてつぶやく。

「けれど、これで終わりにはしません。今回の件で集めた記録と、捕まえた幽鬼たちもいます。まだやれることがありますから」

　そう口にした熾淵と共に、千夜はすぐに宮殿に戻ることになった。

　なにしろ仕事は常に山積みなのだ。人道での戦がこれで収まるとしても、亡者の数が減るのももう少しあとになるはずだ。

　立ち去り際に、トンと肩を叩かれ振り返ると、豪快な笑顔の太山王が立っていた。

「千夜、だったか？　まだ研修期間だっていうじゃねぇか。聞いてるか？　一応期限内であれば、蝶は辞退することもできる。どうしたって無理ってこともあるからな」

　千夜はゆっくり首を振る。

「そっか。いい面構えだ」

　笑って叩かれた背中は痛いほどだったが、どこか温かかった。
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　帰き路ろは、あっという間だった。

　太たい山ざん王おうが出してくれたのは、巨大な鬼火を車輪に持つ骸がい骨こつの車夫が引く乗り物だ。

　力強い走りのそれは、冥土の境界をものともせず中空を飛ぶように進む。

　並んで座る熾し淵えんに、千ち夜やは問いかけた。

　滑すべるように走る乗り物は、それでも高く低く不安定になるため、何度かひばちが放り出されそうになっては、千夜が抱き直す。

「ね、ねぇ……十王様たちは、みんなこうした乗り物があるの？」

「いいえ！　太山王のこれは特別です。彼はすべての場所へ亡者を送り出すのが務めですから、他の王たちよりも多くの移動手段と立ち入りの権限を持っているのですよ」

　あまり話すと舌を嚙みかねないため、なんとか座席の端を握りしめて、ふたりは宮殿に戻ることができた。

　そこには右う往おう左さ往おうして、亡者の列をさばく見慣れた獄卒たちの姿があった。

「留守を頼んでいた初しよ江こう王おうまで、結局現地にきてしまいましたからね……ここは一時的な業務停止状態だったということですか──」

　淡たん々たんと現実を口にする熾淵だったが、表情ほど余裕があるわけではなさそうだ。

「これを……とにかくなんとかしなくちゃね」

　人道での異常な火種による戦が減ることになったとはいえ、まだここに詰めかけている亡者たちはなかなかの数だ。

　さらに今回の戦火による死者たちの死因記録には、冥土からの干かん渉しようがあったとして書き加えねばならないだろう。

「でも、これで亡者が減るっていうのなら、燐りん花かが存在したことにも大きな意味があったのよね？」

「そうですね。おかげで気づかせてもらえました」

　なにをとは熾淵は口にしなかったが、その答えを千夜はすぐ知ることになった。
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　千ち夜やの研修の最終日。

　閻えん魔ま王おうのもとへ、訪問と挨あい拶さつに向かうことが決まっていた。

「いいですか千夜。今日の面談では研修の評価と、今後も蝶ちようとして生きていくための意思確認がありますから、気を引き締めてください」

「もちろん、望むところよ！」

　これは千夜自身の評価であり、すなわち主あるじである熾し淵えんについても責任が問われるのだ。

　久々に訪れた閻魔王の宮殿は、相も変わらずの亡もう者じやが長ちよう蛇だの列を成なしている。

　──今日ここで研修が終了になれば、蝶としては認められるけど、熾淵と過ごせる時間は限られてしまう。

　もちろん今後は人道と冥めい土どを行き来し、熾淵の補佐として仕事はあるだろう。

　それでもいまのように隣となりで仕事を手伝うのとは違い、手が必要となったときに呼び出され使いを頼まれるようになるのだ。

　冥土での主の仕事を理解したうえで、効率的に役務をこなし、再び人道にある己おのれの生活に戻るのが蝶の務めだ。

　十分に理解はできていたが、やはり千夜の胸の内は複雑だった。

　宮殿内部に踏ふみいると、牛ご頭ず鬼きがぺこりと会え釈しやくして、千夜と熾淵を案内してくれる。

　閻魔王が新たな蝶を迎えていないのも、以前と同じようだ。

「今日はうるさい方が、外へ使いに出されていてなによりでした」

　尋たずねる前から相棒の所在を教えられる。日頃から馬め頭ず鬼きとひとくくりにされてきた牛頭鬼にとって、もはや癖くせなのだろうと苦笑する。

　さほど待たされることなく、ふたりは呼ばれた部屋に向かう。高座にある執しつ務む机づくえを前に座っている閻魔王は、にこやかに迎えてくれた。

　自みずからの宮殿で座している閻魔王は、常磐ときわの生き地じに金きん糸しで鳳ほう凰おうの刺し繡しゆうがなされた豪華な衣い装しようで、黄金の帯おびの合わせが美しい。

「千夜、研修期間よくがんばりましたね」

　穏おだやかなねぎらいの言葉に、千夜はしずかに頭こうべを垂たれた。

「またしても幽ゆう鬼きたちの事案と重なってしまい、関わってしまうとは……つくづく千夜が彼女の、澄すみ香かの孫なんだと思いしらされたものだ」

　笑い声をあげ、報告書類を手にした閻魔王に、足あし下もとにいたひばちがぴんとヒゲを張るのが見えた。

「問題のある時期の研修となってしまい、ずいぶんと難度の高いものになってしまったがよくやりとげたね。これで熾淵も安心して蝶の役目を任せられる……なにより──」

　そう言葉を切った閻魔王は、じつに嬉うれしげに熾淵を見た。

「あの気むずかしかった熾淵をここまで変えたのは、千夜、貴女あなた自身の存在がとても大きかったといえる」

　熾淵の気むずかしさにそれほどの変化があっただろうかと、わずかにいぶかしみつつ千夜は隣に立つ熾淵をちらりと見る。

　閻魔王が部屋の入り口に向かって小さくうなずいてみせると、牛頭鬼が盆ぼんを捧ささげ持もつように近づいてきた。

　そこに載のせられているのは、黒字に銀の模も様ようが入った巻物だ。

　どこか重々しい手付きで書面を広げると、閻魔王は熾淵を見た。

「十王の一の審しん理りを受け持つ、秦しん広こう王おうの求めと発案により、十王議会が開かれ検討されたことについて記しるしてある」

　突然告げられた言葉に、千夜は意味がわからず隣にいる熾淵を見る。しかし熾淵は、まっすぐに閻魔王に顔を向けているだけだ。

「我われら十王で内容を吟ぎん味みした結果、我らが任務と時の流れを、亡者の数に合わせて調整することを決定する。そして亡者の増減が極端だと判断されれば、すぐに原因調査を行うことを義務とする」

　どうやら今回の幽鬼の動きについて、熾淵は対応策を取れるよう閻魔王に議案をあげていたらしい。

　確かに亡者を裁くことだけに懸けん命めいになっていては、問題とその原因を調査することも難しく、改善されにくいということがこの件でよくわかった。

「そして十王にも、許可申請制度により休養と各界への視察頻ひん度どをあげられるよう、代行制度を始めることにした。各おの々おのの審理を知ることもまた、ひとりよがりや不具合の発生に気づきやすくなり、緊張と連帯をもたらすだろう」

「閻魔王をはじめ、十王の皆様の賢明なご判断に、感謝する次第です」

　深々と頭を下げた熾淵が美しい笑みを浮かべると、閻魔王はにやりと笑う。

「本当にお前は食えぬ存在だ。私があれほど悩み選びそこなった道を、やすやすと開いていこうとしている」

　いったいふたりはなんの話をしているのか、千夜にはわけがわからず傍かたわらのひばちを見る。

　するとひばちも、困こん惑わくしたように視線を泳がせつつ千夜を見て首を傾かしげた。

「千夜、これから貴女は人道に戻りますが、私もまた視察の立場で同行します」

「一緒にって、送り届けてくれるってこと？」

　視察のついでだとしても親切なことだと思ったが、熾淵の口からさらにとんでもない言葉がつづく。

「そのまま、私は人道で視察に入ります。蝶を迎えたところですし、なによりここ最近の調査結果は人道に繫つながる事案が多い。あちらに滞在期間をもうけ、生者と同じ時間に身を置くことも悪くはないかと。そうですね期限としては、人道でいうところのおよそ五十年ほどですが……」

　告げられた言葉の意味を吞のみこもうと、千夜は二度三度と瞬まばたいて返事が遅れた。

「つまり……えっ、なに？　……それって長い時間、熾淵が人道にいるってことなの？　だって、あんなに業務だって──」

　研修の間、自分をさんざん追いこんでくれた仕事量を考えると、熾淵が執務を離れ数十年も人道にいられるわけがないと思えた。

「もちろん代行制度を活用するために、初しよ江こう王おうの了解も得ています。なにより基本が人道になったとしても、定期的に冥土に戻りますし、短期の最終確認で済むぐらいには、業務の効率化を図はかってきましたから」

　蝶が冥土を行き来するのと逆で、熾淵自身が一定期間で冥土を往おう来らいすると告げられる。

　こともなげに告げられた言葉に、千夜は啞あ然ぜんとするほかない。

「気づいていませんでしたか？　ここしばらく貴女をこき使い倒したのも、そうした業務改革を同時に進めていたからです。自分以外の手があるというのは便利ですね、おかげで心おきなく提案書類に着手できましたから」

　珍めずらしく上じよう機き嫌げんな熾淵の声に、千夜はうっと眉まゆ根ねを寄せた。

「……だ、だまされた。私ずっと、自分が至いたらないから仕事がこなせないんだって……いってくれてたら落ちこまなかったのに！　十王のくせに生きてる人間をだますなんて、悪あく辣らつよ、非道だわ！」

「だますだなんて人ぎきの悪い。これは救済手段のひとつです」

　憤ふん慨がいする千夜に、熾淵は大まじめに口にする。突然『救済』と言われた千夜は、わけがわからず今度は眉をしならせた。

　すると向かいで聞いていた閻魔王が、笑いを嚙かみ殺ころしつつ熾淵に告げる。

「秦広王には視察の間、過ごす人の肉体を与えることになる。人道でただ人としてふるまえる身分と居場所も用意した。これで晴れて、千夜殿の夫おつと君ぎみとしても振る舞えよう」

「お……っ!?」

『夫君、ですって!?』

　千夜とひばちは己の耳を疑ったが、どうやら冗じよう談だんではないようだ。

「これでも我らも責任を感じてはいるのだよ。以前の騒動で、本来なら千夜殿が輿こし入いれするはずだった婚約者について、申し訳ないことをしてしまった。かといって、秦広王が義理や償つぐないだけの気持ちで、今回の改変やら人道への視察を申し出たはずはないと……私は思っているのだがね？」

　ニヤリと口元をつり上げた閻魔王に、熾淵はいかにも澄すました顔つきで髪を撫なでつける。

「寛かん大だいなお計らいに感謝いたします」

　丁てい寧ねいに感謝の言葉を述のべると、そのまま千夜の手を取って退出した。

　どうやら宮殿の外に人道に戻るための車を、閻魔王が用意してくれるらしい。

　ふたりで建物の外に出ると、相変わらず朝も夜もない、延々と変わらぬ頭上の五色の雲を千夜は見上げた。

　まだ茫ぼう然ぜんとしていて、なにが起きているのか整理が追いつかない。

　突然、熾淵が足を止めて見下ろされ、ようやく我に返った。

「千夜、私は十王としての務めを果たしながら、人道で人のように過ごしたい。貴女とともにありたいのです」

　まっすぐな言葉に、千夜は戸と惑まどいつつどう答えていいのかわからない。

「それが、私を妻にするっていう意味なの？」

「人道の制度にのっとればそうです。初めは、蝶である貴女がこの先誰かを夫君に迎え、さらに任務を負おうことも考えてみました……」

　そんな先の起きるかどうかもわからぬことを、熾淵が真剣に考えていたということに千夜は驚かされた。

　自分自身ではもう婚こん姻いんなどなくとも、仕事の口があるのだから鍵けん条じよう門もん家も安あん泰たいになったというぐらいにしか考えていなかったのだ。

「か、考えたら……？」

「……なぜか不ふ愉ゆ快かいになりましたし、効率も良くない気がしました」

　あまりにも情感のない言葉に、千夜の胸にはがっかりするのと嬉しいのがないまぜになって押し寄せる。

「そうね、どうせなら不愉快のあたりをちゃんと聞かせて欲しいし、公私とも熾淵と一緒だなんて恐おそろしくこき使われそうだけど……」

　精一杯不本意そうな顔を作ろうとして、それに失敗した千夜は笑った。

「でも、私もきっと一緒だわ」

　離れている間も熾淵のことが気に掛かるばかりなら、自分が他の誰だれかの手を取ることなど想像ができない。

　なによりこうしたやり方は、情緒に乏とぼしいながら熾淵らしいと思えた。

「いいわ。私は自分が熾淵の蝶だってことに、誇ほこりを持っているから」

「千夜……」

　答えた千夜は、自分の手に触れていた熾淵の手をぎゅっと握にぎり直なおす。

　眠りっぱなしの娘が突然目覚めて、婿むこを連れてきたと言いだしたら父親は信じるだろうか？　祖そ母ぼのことがあるにしても気の病やまいを疑われかねなかったが、これだけ落ち着いて口の回る熾淵ならば、なんとでも言いくるめてしまうだろう。

　そしてひばちだって、自由に振る舞える生活が送れるはずだ。

　なにより鈴すず音ねが喜んでくれる顔を思い浮かべて、千夜は自然と笑みがこぼれた。

「じゃあ、いきましょう。いっておきますけど、人道での作法や常識は私が教えてあげるわ。貴族の嫁入りだなんて、わりとやっかいなものなのよ？」

　やがてふたりの前に、白びやつ鵠こうと呼ばれる、真っ白く大きな翼つばさを備えた鳥が羽ばたきと共に数十羽降り立った。

　彼らが引く車に、熾淵の手を借りて乗りこむ。

　やがて不規則にはばたく音が聞こえると、車は水の上を滑すべるように動きだした。

　はためく車囲いの端から外をのぞくと、様々な色の雲を抜けて車が進んでいるのがわかる。

　上下左右もわかりづらいような景色のなか、ようやくうっすらと雲が透けてくると、細々と建物が広がる宝ほう杏あんの町並みが目に入った。

　千夜の胸のなかに深い感かん慨がいがわきあがった。次に人道に帰されるときには、ひとりなのだと覚かく悟ごしていたのだ。

　けれどいまは熾淵が隣にいてくれて、しかも夫君を名乗ってくれるのだという。

　そんなことが許されるのか、これからのこともなにひとつ想像はつかないままだったが、不思議と不安はなかった。

「熾淵って細かいし、小言が多くて堅かた苦くるしいのかと思ってたのに、意外に大だい胆たんなことするわよね」

「貴女は細やかさに欠けて、出会った頃の印象のまま思い切りが良いですけれどね。前例というのは、誰かが作らねば存在しません。初江王が燐花を蝶にするといいだしたときにも、例がないと紛ふん糾きゆうしました。けれどそれは過あやまちではなかった、なにごとも成してみなければわからぬことが多いものです」

　もっともらしく語る口調に苦笑しつつ、千夜はそっと熾淵に寄り添った。

　じっと自分を見つめる熾淵に、千夜は少しうつむいて口を開く。

「じゃあ、人道での夫婦について教えるわね。妻夫は仲良くするものなのよ。きっと宋そう帝てい王おう様がお詳しいと思うけど……あ、でも、別に妙な意味じゃなくって！」

『千夜ったら……取り乱しすぎて、なかなか支し離り滅めつ裂れつですわよ』

　車の隅で身を丸めていたひばちは、あきれて顔を洗いだす。

「あぁ、そうでした。彼女は男女の理について詳しいはずですね、また参考に話を聞くこともあるかもしれませんが……」

　それはそれでいらぬことを吹きこまれそうだと、おせっかいな同どう僚りようの顔を思い浮かべたのか熾淵の顔がしかめられる。

　千夜はくすっと笑って、熾淵の肩にもたれかかった。

「お互いを大切に思っていられるなら、問題ないわよきっと」

　話している間にも車はみるみる地上に近づき、千夜の屋敷の屋根が見えたところで白鵠たちは雲がちぎれるように霧む散さんした。

　車の覆おおいもすべてほどけ、空気に溶けるように透けて消える。

「きゃっ」

　千夜の体を横抱きに抱かかえた熾淵は、すでに葉桜になろうとしている大木の木こ陰かげに降り立つと、やわらかな草に覆われた庭に、そっと千夜を立たせてくれる。

　ざざっと風が桜の葉を揺らすのを見あげた瞬間、千夜の意識はふっととぎれた。




　──熾淵!?




　落下するような不安な感覚に、慌あわててまぶたを開くと、目の前には鈴音の顔があった。

「姫様？　良かった目覚められたんですね。空気を入れようと部屋に参りましたら、突然呻うめいて手を上げられたので……驚いてしまいました」

　どうやら魂たましいが体に戻ったのだと、千夜も見当がついてゆっくりと身を起こす。

「ただいま、長い間心配かけたわね……もう、しばらくの間は眠りっぱなしになったりしないから」

　そう口にしつつ、ついさきほどまで隣にいた熾淵と、交かわしていた言葉や約束は夢だったのではないかと不安がよぎった。

「大変なんですよ、千夜様が冥土に再び戻られてしまわれた後、綱つな盾たて家にゆかりの貴族の方から、婚こん儀ぎの相手を探しているというお話があったんです。千夜様の体調もすぐれませんしとお断りしていたのですが……とにかく、大急ぎで旦だん那な様を呼んでまいります」

　体を起こした千夜の髪で、チャラっと髪かみ飾かざりの花が音をたてる。

　小走りに出て行った鈴音の気配に、千夜はまずは身み支度じたくを整えようと立ち上がった。

　すると再び御み簾すのすぐそばに気配があった。

「鈴音？　どうしたの、なにか忘れて──」

　千夜が声をかけると同時に、鈴音ではないなじみのある声が御簾越しに返った。

「姫君に、お目にかかりたいのですが。ご機嫌はいかがでしょうか？」

「…………初江王様のいってたこと、覚えてたのね」

「えぇ、なにしろ私は口うるさくて細かい性分ですから。細さい君くんになる貴女のしきたりを覚えるのは当たり前のことです」

　実に澄ました声で返されて、千夜は笑いを嚙みしめる。

　そもそも未婚女性の部屋まで、案内もなしにあらわれる無茶については、いまはまだ咎とがめないでおくことにした。

「いま、私が人道から再び冥土に戻ったあと、屋敷に遣いがあったって聞いたわ」

「えぇ。私は常つねに仕事が速すみやかなものですから」

　悪びれず答えた熾淵に、千夜はひばちと顔を見合わせてふき出してしまった。

　いまさら取り繕つくろう間でもないかと、自みずから御簾をくぐって出ると熾淵と向き合う。

　以前にも一度見たその姿は、人道で目立たぬような色に変化した髪と目になっていた。

　それでも怜れい悧りな面おも立だちは変わらぬまま、貴族らしい品のある風ふ情ぜいでたたずんでいる。

　千夜は櫛くしをすっと抜くと、熾淵に手渡した。

　微かすかに笑みを浮かべたものの、またも熾淵は丁寧な手付きで、千夜の髪に櫛を挿さそうと真剣になる。

　やりやすいようにと顔の向きを変えた千夜の目に、庭には先ほど目にしたばかりの、鮮あざやかな葉桜が見えた。

　その対面になった濡ぬれ縁えんを、大おお慌あわてで近づいてくる千夜の父親と鈴音の足音が聞こえる。

　熾淵はようやくスッと千夜の髪に櫛を止めると、すっと額ひたいに唇くちびるを寄せた。

「では、人道での生活を始めましょうか」

「っ!?」

　ふいに触れた柔やわらかな感触に千夜が驚いて顔をあげると、熾淵は悪戯いたずらを成功させたような、初めて見せる笑みを浮かべて歩きだす。

　千夜も思い切り笑顔になると、すぐにその背中を追いかけた。
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　ここまでおつきあいくださり、ありがとうございます。

『冥めい恋こい十じゆう王おう帳ちよう　～彼ひ岸がんの彼方かなたも縁えん次し第だい～』は、冥めい土どネタ二冊目となりまして、無事物語の終わりまでお届けできましたこと嬉うれしく思います！

　熾し淵えんと千ち夜やのふたりのこれからは、きっとまた色々と波は瀾らんの多いものになっていくのではないでしょうか。でもきっと見守ってくれる冥土の王たちがたくさんいるので、乗り越えていけるでしょう。

　冥土の十王について、果たして全員出せるのか……これはわりと当初から担当さんとも口にしているところでした。

　実際のところどうなったのかは、ぜひ本編にてお確かめいただければと思います。




　そして本作につきましては、たくさんの豪華なポイントがございます！

　まずは、ぜひ文庫カバーをはずして見てください。

　それはもう可か愛わいらしいやりとりの一こまが描かれております。（可愛さに悶もだえました）

　しかも贅ぜい沢たくこの上ないことに、氷ひ堂どう先生によるフリートークに見開きの豪華イラストまでいただけてしまいました!!

　もう全員集合、あまりの幸せな眺ながめに何度も舐なめるように拝見しております。

　団子の食べ方ひとつみても、それぞれのキャラの特性を見事に浮かび上がらせていただいております。書き下ろしていただいたミニキャラも、可愛くてたまりません！

　冥土や地じ獄ごく、なかなかにむさ苦しかったり、骨ばった登場人物が多いお話になっておりますが、氷堂先生の華はなやかかつ、生彩あふれるイラストやキャラクターに、命を吹きこんでいただきました。

　著者としましても、熾淵が徐々に人くさいところが増していくのがイラストからも伝わってきて、千夜ちゃんは可愛らしく、ひばちの耳や尾っぽがたまらん魅力的で、ひたすら楽しんでおりました。

　ありがとうございます、幸せ者でございます。




　こうして二冊目も、わりと勢いよく千夜と冥土を駆かけめぐった感があります。

　本来相あい容いれない時間の者たちが通い合わせる気持ちについて、色々と考えていくのが楽しかったです。

　このお話でいうと、冥土はいずれ人の魂たましいが訪れる場所ではありますが、それぞれの立場で気持ちで向き合っていくときになにを思うか。

　それはフィクションでなくても、考えてしまうことがありますね。




　そして本作をお届けできるまでに担当さんに助けていただき、文庫に関わってくださるすべての方にお世話になりました。

　ネタや世界観の相談に乗ってくれた家人や、斎さい藤とう英ひで喜き先生にもこの場を借りてお礼申し上げます。

　なにより、本作までおつきあいくださいました読者さんに深く感謝いたします。

　ご感想やご意見など、聞かせていただけましたら幸いです！


月本ナシオ






　運営サイト：アマヨノホシ（移転しました）

　http://amayonohoshitsuki.blog.fc2.com/










★文庫カバー下のイラストは、電子版には収録されておりませんので、ご了承ください。


























著者

月本ナシオ

Nashio Tsukimoto




冥土で二冊目。お会いできて嬉しいです！

色々と地獄の仕組みを考えると、会社じみてきて労働って大変だなーって、いやいや、十王様たちのは労働じゃないですけどね。

私もなるだけ地獄巡りにならぬよう、この頃は地道に基礎体力をつけてます。

花粉には負けがちですが……ぬおお！




更新間遠ですが、お仕事情報blogです。

http://amayonohoshitsuki.blog.fc2.com/










イラスト

氷堂れん

Ren Hido




９月29日生まれ　天秤座　Ｏ型

再び千夜たちを描けて幸せです…ありがとうございました！

私も冥土巡りに出かけてみたいです。安全に行って帰って来られるのなら…！（笑）










電子版　ビーズログ文庫





冥めい恋こい十じゆう王おう帳ちよう




～彼ひ岸がんの彼方かなたも縁えん次し第だい～











著者／月つき本もとナシオ

イラスト／氷ひ堂どうれん








2015年5月15日電子版ver.1.0発行








発行人　三坂泰二

発行　株式会社KADOKAWA

〒102-8177 東京都千代田区富士見2-13-3

電話　0570-060-555（ナビダイヤル）

http://www.kadokawa.co.jp

編集企画　エンターブレイン事業局　ビーズログ文庫編集部

デザイン　島田絵里子









(c)2015 Nashio TSUKIMOTO





本電子書籍はビーズログ文庫『冥恋十王帳～彼岸の彼方も縁次第～』（2015年5月27日発行　初刷）を元にして制作しております。


















item/image/p000-00-7-1.jpg





item/image/p000-00-19-1.jpg
x4 0 R Qe






item/image/p000-00-5-1.jpg
AR EZar
< oRunRe
HFEE (i)
R EROEERQLSN

BOWLAUE S

mﬂfu&)\.::.wn

] TR DN 22 a0 »\.
ﬁ%ﬁ%&

RIEPECWEIE - BREKSBHIIR

;mﬁymm.wm@,,mh\b@%ﬂ%?%:kr_ - \ [ > ) = \W.,Imﬁwm/.‘w
ol 7 AT b /il 0 M Sl






item/image/p000-00-17-1.jpg





item/image/p000-00-38-1.jpg





item/image/p000-00-11-1.jpg
ﬁmmmﬁmﬁmmmfm@m.
¢ %.?A.Aym-m?m. ¢
&

R B R ok | A (
CE@






item/image/p000-00-34-1.jpg





item/image/p000-00-81-1.jpg





item/image/cover.jpg
\ ashio Tsukimoto

SR KENA,
1)®






item/image/p000-00-78-1.jpg





item/image/bookwalker.jpg
AT

BOOK~WALKER





item/image/p000-00-27-1.jpg





item/image/p000-00-46-1.jpg
S

i
c

=

(¢

(S

.

((

.

((

(i

@
(G

«

©
(GGG
A7





item/image/p000-00-44-1.jpg





item/image/p000-00-72-1.jpg





item/image/p000-00-67-1.jpg
A (A ﬂnfﬁnfvﬂMofvﬁa M
e

(4 NONEN
G

e






item/image/p000-00-6-1.jpg
+HOE - RIES”
SRR DN

FEELERHROSLER:

1 1 PDOHEN 07 +HO | <
EEQ VN EORNR :

R

e

1 B2

HEH BHORE

3718 SN SR N
+HE 1K RAREHESCRER

R
o
B - WO
REH0+HG | <

S S R B SS

- (R Dagn B

gl ERHER oo +HH°

HL Wl R

KA

BRUNSH o+
R D~ LS 48

B
REP RS LEOLH®

SRR

e

M5 SDCHDR”

AL ST

1%

A2 AR K

Bl T T





item/image/p000-00-8-1.jpg
i HE






item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		目次



		序章



		一ノ章　冥土で始める第一歩



		二ノ章　さまよえる蝶の行方



		三ノ章　お里帰りは瞬く間に



		四ノ章　鏡のなかの探し物



		五ノ章　ひらかれし暗き門



		六ノ章　蝶の帰る場所



		終章



		あとがき



		奥付











Guide





		表紙



		目次



		本編











item/image/p000-00-14-1.jpg





item/image/p000-00-33-1.jpg





item/image/p000-00-31-1.jpg
i

{






item/image/p000-00-54-1.jpg





item/image/p000-00-80-1.jpg





item/image/p000-00-52-2.jpg





item/image/p000-00-10-1.jpg





item/image/p000-00-52-1.jpg
(e CEEEE
e

DOE KO






item/image/p000-00-73-1.jpg
S






item/image/p000-00-77-1.jpg





item/image/p000-00-24-1.jpg





item/image/p000-00-22-1.jpg





item/image/p000-00-20-1.jpg





item/image/p000-00-64-1.jpg





item/image/p000-00-41-1.jpg





item/image/p000-00-71-1.jpg





